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序　　文

加古川市は、播磨平野東部を流れる大いなる河「加古川」の清流の恵みにより文化を育

んできました。今も先人達の文化的遺産を、市内各所に見ることができます。その中でも

一際大きく目につくのが前方後円墳です。その墳墓は、古墳時代の躍動した日々を内に秘

めた王者の墓であり、市内には日岡山古墳群と西条古墳辞があります。西条古墳辞の中で

も前方後円墳として一際大きく築かれた行者塚古墳は、加古Il地域の盟主の姿を伝えてい

ます。その姿を保有するために、西条古墳韓は国指定史跡に指定されています。

この国指定史跡西条古墳辞を史跡整備し現代によみがえらせるため、平成6年度に史跡

整備委員会を組織し整備基本計画を策定しました。平成7年度には、基本計画に基づき整

備資料を得るための発掘調査を実施しました。

発掘調査は開始された直後から予想をはるかにうわまわり、まさに王者の墓にふさわし

いものでした。その後円部から発見された出土品は、ほとんどが舶来品で、とくに我が国

最古級の金銅製帯金具の発見は驚きでした。また馬具も最古のものであることが、その後

の整理研究によって明らかになりました。これは古墳に葬られた人物が、加古川地域の王

としてだけでなく、大和朝廷のもとに海外交流にも活躍したことを物語っています。

いま私たちは、加古川の古墳時代のタイムカプセルを開いたところです。行者塚古墳が

加古川の文化創造に寄与するだけでなく、我が国の歴史の中によみがえり、そこから新し

い見方が生まれることを期待して調査概要報告を作成しました。

最後に整備計画にご助言をいただきました、市文化財審議委員会・西条古墳群史跡整備

委員会の委員の方々、そして、発掘調査から報告書作成まで煩せました京都府立大学菱田

先生をはじめとする諸賢、整備と調査にご指導を得ました文化庁・兵庫県教育委員会の

方々、また現地にてご協力いただきました皆様に、心より厚く感謝の意を表しまして刊行

のことばとします。

平成9年3月

加古川市教育長　松　本　　毅
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◆例　言

○本書は、1995・96年におこなった兵庫県加古川市山手二丁目行者塚古墳の発掘調査の概要を報告するも

のである。

○本書は整備計画の基礎資料とするために現段階での成果をまとめたものであり、整備作業の進展によっ

て、本書で報告した内容について将来訂正の要が生ずる可能性がある。

○本書の作成は調査参加者を中心におこない、執筆者名を目次および文末に記した。なお、亀井宏行（東

京工業大学）、西口和彦（兵庫県教育委員会）の両氏からは探査の成果についての原稿をお寄せいただ

いた。

○本書の写真は、調査員の撮影したもののほか、牛嶋茂・楠本真紀子氏の撮影されたもの（※印を表示）

を使用した。

○墳丘測量図は、市史編さんに際し、高野政昭民らにより作成されたものを使用した。

○発掘調査、整理においては多くの方々のご協力やご指導をいただいた。お名前をあげることは略させて

いただくが、改めて謝意を表する次第である。



第1章　はじめに

兵庫県加古川市行者塚古墳は、加古川左岸の丘陵上に築かれた前方後円墳である。周囲には人塚古墳と

尼塚古墳の2基の帆立貝式ないしは造り出し付き円墳のほか、かつては古墳時代後期の群集境が多数存在し

ており、西条古墳辞と総称されている。このうち群集境のほとんどは宅地開発にともなって姿を消し、今で

は行者塚、大塚、尼塚の3基が残るのみである。1973年に国の史跡指定を受けた。

1994年に加古川市教育委員会による国指定史跡西条廃寺の史跡整備事業が完了した後をうけて、これらの

3基の古墳の整備が計画された。周辺は宅地開発が著しく、また行者塚古墳や人塚古墳については墳丘部が

一部削平されている。その一方で市内の文化財をむすぶ「加古川歴史文化ネットワーク」の中の、古墳・古

寺文化ゾーンとしてこの地区を重要遺跡保存地区として整備することとなった。1994年に「西条古墳群史跡

整備委員会」が発足し、整備計画を策定するために、発掘調査によって必要な情報を正確に把握することが

まず第一にもとめられた。

調査の主要な目的は次のようなものであった。

○古墳の規模、形態を正確に把握すること

○茸石や埴輪列の状況を明らかにすること

○造り出しの姿をできるだけ全容に近い状態で確認すること

○埋葬施設の状態を確認すること

1　調査経過

1926年に兵庫県史跡名勝天然記念物調査会が調査し、「八幡村ノ調子塚古墳」と題する報告がなされたのが、

行者塚古墳の学術的な調査の疇矢である。そこでは後円部頂と前方部に埴輪列が存在することを確認し、ま

た両くびれ部の造り出しの存在が示唆された。この時すでに、後円部径が前方部の幅を越えるという墳丘の

特色をも指摘している。後円部頂では鰭付埴輪が密に接して並んでいたという伝聞の記載は、今回の発掘調

査では確認できなかった情報として注目できる。

戦時中、この地一帯は陸軍の演習用地にふくまれ、行者塚古墳にも演習用の塑壕穴が設けられたと伝えら

れている。

1970年には地元の研究会であるイナミ会によって測量調査がおこなわれ、1973年の国の史跡指定を経て、

1977・78年には兵庫県教育委員会によって周滝部と墳丘裾の一部のトレンチ調査がおこなわれた［上田哲也

諌］。この時には北東造り出しも一部調査され、方形埴輪列が確認されている。また堤に円筒埴輪が据えら

れていたことも確認された。その後1989・90年の市史編纂事業にともなう測量調査がおこなわれ［高野96］、

4つ目の造り出しとして北西造り出しの存在が指摘された。

今回の史跡整備にともなう調査は、墳丘や埋葬施設を本格的に発掘したはじめての調査となった。（森下）

〈1995年〉　7月14日　第1次調査開始

9月30日　現地説明会

12月12日　調査終了

〈1996年〉　2月19日　第2次調査開始

3月24日　現地説明会

4月27日　調査終了

はじめに

1　－
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4　埴輪の取り上げ

後円部東側

（）内はいずれも調査時の所属

委員長　吉田亨盛（鶴林寺代表住職）　副委員長　村上　元（称徳寺住職）　工楽善通（奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター長）　中原敏走（永富寺住職）　兼本雄三（加古川東高等学校教諭）　冨田節子（学識経験者）

永井　宏（市議会議員）　宮川　功（同前、7年7月まで）　岡本廣重（同前、平成7年8月～8年7月）

山本尚毅（同前、平成7年廣一8年7月）　真嶋　徹（同前、平成8年8月から）　大西健一（同前、平成8年8月から）

糀谷耕平（加古川市企画部長、平成7年度）　樽本庄一（同前、平成8年度）

○西条古墳群史跡整備委員会

委員長　吉田亨盛　副委員長　櫛部忠夫（西条廃寺史跡を学ぶ会代表）　エ楽普通　高瀬要一（奈良国立文化財研究所

平城宮跡発掘調査部計測修景室長）　菱田哲郎（京都府立大学文学部助教授、発掘調査専門部会長）

○発掘調査専門部会員

高橋克毒（京都大学文学部助手）　森下章司（同前）　塚本敏夫（㈱元輿寺文化財研究所保存科学センター主任研究員）
一滴和夫（大阪府立近つ飛鳥博物館学芸員）
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○発掘調査協力

亀井宏行（東京工学大学教授）　岸本直文（奈良国立文化財研究所）　西村　康（奈良国立文化財研究所）

佐藤　亨（京都大学大学院工学研究科）　金原正明（天理参考館）　坪井清足（大阪府文化財調査研究センター理事長）

高野政昭（埋蔵文化財天理教調査団）　西口和彦（兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所）　森内秀造（同前）

小東憲朗（グラフィックデザイナー）　宮本佳典（加古川総合文化センター学芸員）　篠倉　昇　山本善輔

山本補作　　永富寺　　上原公民館

○調査参加者

堀大輔　　永谷隆夫　　古賀美緒子　　青木あかね　　森川公重　　熊崎　司　　小中美幸　　仲原知之　神賀朋子

金子　雄（京都府立大学）　　山本圭二　　阪口英毅　　魚津知克　　東方仁史　　岩田貴之　　梶原義美　　斉藤真吾

松野元宏　森石みどり　　奥平　取　牛田幸徳　　上野祥史　松尾充晶　村木二郎　神野　恵（京都大学）

柴垣哲彦　小笠原彰（立命館大学）　吉田博子　西山節子（神戸女子大学）　寺前直人　和佐野喜也（大阪大学）

久保尚子（岩手大学）　Jarrod Goldsmith（McGill大学　カナダ）

○調査作業・整理作業

田中鉄二　　大西龍夫　　大西捨夫　　岩佐力三　　中山　茂　　桑垣忠司　　岡庭康成　　佃　徳光　　生駒守男

遠藤誉之　　原口昭夫　前川道男　　門野昌一　　小林文夫　小田重孝　　川添明行　　川口恒男　　南　良子

南　佐代子　　高松八重子　栗野尚子　柿本ゆり子（調査作業員）　西村秀子（整理作業員）　中村麗奈

松井利町子　　九鬼麻理子（神戸女子大学、整理作業員）

○調査指導助言者

西田健彦（文化庁　7年度）　小池英隆（兵庫県教育委員会社会教育文化財課参事　7年度）

池田正男（同社会教育文化財課課長補佐）

○事務局

〈教育長〉松本　毅　　〈教育指導部長〉大島巧男　　〈教育指導部次長〉大西　撃（7年度）、菅原章夫（8年度）

〈生涯学習推進室長〉菅原章夫（7年度）、木村美津彦（8年度）　　〈文化財担当副課長〉　岡本一士

〈文化財担当学芸員〉西川英樹　　〈文化財担当書記〉　嶋谷久仁子
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第2章　歴史的環境

1西条古墳群と西条廃寺

印南野台地の西端、城山から南に延びる低い丘陵上に築かれた60基余りの古墳群を総称して西条古墳群と

呼んでいる。前方後円墳の行者塚古墳と帆立貝式ないしは造り出し付き円墳の人塚古墳・尼塚古墳という計

3基の大型古墳は、その古墳群の最も南に位置している。人塚古墳は行者塚古墳の北西約300mの位置にあり、

前方部あるいは造り出し部はかなり削られているけれども、南西方向に向けていたことがわかる。墳丘の測

量図から後円部の直径約63．5m、高さ約11．0mという数値を得る○周囲に周溝がめぐり、その平面形は盾形

になると推測される。尼塚古墳は、行者塚古墳の西約150mの位置にあり、南向きにきわめて短小な前方部、

というより造り出しをもつ帆立貝式古墳である○後円部の直径は約46・Om、高さ約5・5m。周溝の存在が明

瞭である。これらの古墳と行者塚古墳の先後関係は明らかではないが、近接した時期にあることはほぼ間違

いない。

西条古墳群には、弥生時代終末の墳丘墓として有名な西条52号境があるが、大多数は6－7世紀の後期古

墳である。これらの古墳は南からAからDの4群に分けられ、A群とC辞では横穴式石室が卓越するが、B

韓では小型の2基の小型石榔以外は木棺直葬であることが注意されている。行者塚古墳などの大型古墳のす

ぐ近くには後期古墳は分布していないけれども、AからD韓の位置から望むことができるので、後期古墳の

造営時に大型境の存在をある程度意識していたとみることができる。

7世紀末にはこの同じ丘陵上に古代寺院が造営された○その西条廃寺は、人塚古墳に隣接し、かつ損なわ

ないように占地している。瓦積基壇の金堂と塔、そしてその北で講堂跡が見つかっており、法隆寺式の伽藍

配置をとる。出土瓦の中には法隆寺の鋸歯文縁単弁八弁軒丸瓦に似たものがある○

6　西条古墳群分布図

歴史的環境

7　西条・日岡山古墳群周辺

4

1　西山1号墳

2　西山大塚古墳

3　池尻2号墳

4　地蔵山古墳

5　長慶寺山1号墳

6　二塚2号墳

7　日岡山1号墳

8　西大塚古墳

9　北大塚古墳

10　勅使塚古墳

11狐塚古墳

12　南大塚古墳

13　乗車塚古墳

14　水足2号墳

15　西条52号墳

16　人塚古墳

17　尼塚古墳

18　西条廃寺

19　行者塚古墳
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8　西条古墳群と周辺の地形

2　加古川下流域の古墳

加古川下流域における首長墳系列を考えるときに、まず最初に取りあげられるのが日岡山古墳群である。

三角縁神獣鏡や石釧の出土で有名な束車塚古墳をはじめ、西大塚古墳、南大塚古墳など前期から中期はじ

めにかけての大型前方後円墳から構成され、最高所を陵墓参考地の日岡陵古墳が占めている。この古墳群は

西条古墳辞と同じ加古川左岸に沿って、2kmあまりしか離れていないことに加え、築造時期のピークがちょ

うど入れ替わるような関係にある。

西条古墳韓との関係で注目されるもう一つの古墳群は、加古川の対岸にある平荘湖古墳群である。ここで

は5世紀中葉の帆立貝式古墳であるカンス塚古墳や池尻2号墳（印南野2号噴、墳形不明）［加古lI旧教委65］

といった中期古墳が最初に築かれ、後期に多数の古墳が築かれているという点で、西条古墳群に似た経緯を

たどっている。しかも、カンス塚古墳からは金製の垂飾付耳節や鉄製鍛冶具が出土し、池尻2号境では初期

の馬具が出土するなど渡来的要素が濃厚であり、行者塚古墳の出土品との関連が暗示される。ただし、平

荘湖古墳韓では後期になると大型の横穴式石室をもつ古墳もまじえる点が特徴的であり、池尻16号境のよう

に全長13．8mをはかる加古川流域最大の横穴式石室をもつ古墳も含まれている。（菱田）

加古川下流域の古墳
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第3章　墳丘と周溝

1墳丘の形態

立地と現況　行者塚古墳は、印南野台地の縁辺部に位置し、東、南、西のいずれもが低くなる小丘陵のピー

クを占めている（図8）。地山の高さから判断すると、もともと後円部のある側が若干高く、前方部へ向け

てゆるやかに傾斜している。ちなみに、同じ丘陵にある人塚古墳や尼塚古墳のベースの高さは、行者塚古墳

よりも一段低く、したがって束から眺めると、これらの古墳が行者塚古墳の陰にあたって見えなくなるとい

う位置関係にある。

さて、行者塚古墳は、前方部の一部が削られているとはいえ、墳丘が良好に遺存し、東側では周溝の部分

も含めて残されてきた。両側のくびれ部には造り出しが明瞭にみられ、1977・78年に調査のおこなわれた後

円部の北東の造り出しと、後円部北西の造り出しも若干の高まりとして認識できる。このように4つの造り

出しをもつ点で前方後円墳として異例であり、今回の調査では、墳丘の全体的な構成を明らかにすることと

ともに、各造り出しの形態や状況を明らかにすることを目的とした。
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9　行者塚古墳空中写真　上が東。
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調査区の設定　後円部頂や造り出しの調査については次章以降に譲り、ここでは、墳丘の設計を明らかに

する目的で設けた調査区について述べていくことにしたい。墳丘主軸の方向を南北とすると、後円部では東

側と西側に比較的長い調査区を設け、北側では裾を確認する調査区を設定した。これらのうち、構築方法に

ついても情報を得るために、後円部東側の調査区では墳丘の断ち割りをおこなっている。前方部では南側に

主軸に沿って調査区を設けたほか、東南のコーナー付近に調査区を設けた。また、前方部と後円部のつなが

り方を明らかにするために、東側のくびれ部を広範囲に調査し、その反対側の西造り出し部では前方部に取

り付く部分を中心に、第1段のテラスや第2段の斜面・テラスを調査した。墳丘の頂部においても、前方部

と後円部の関係がわかるように、主軸上で後円部から前方部にかけての部分に調査区を設定した。さらに、

周溝の状況を把握するために、後円部東側の調査区を延長し、さらに北東造り出しの調査区も延長している。

いずれの調査区においても、墳丘上の堆積状況について一定の法則性が看取できた。最も典型的な後円部

の東西の調査区をもとにみてみると、墳丘土の流出が著しいために、各段斜面の上方の茸石がすべて失われ

ているのに対し、各斜面の下部からテラス上は厚い土に覆われ、良好な状態をとどめていることがわかった。

そのため、埴輪列のめぐり方や茸石の裾の処理などについて多くの情報を得ることができた。その一方、墳

頂をめぐる埴輪列が後円部ではほとんどが失われ、前方部でも後円部に近い部分にのみ残存する程度であり、

墳頂の崩壊がかなり著しいといえる。

規模と段築　全長を確定するために設けた主軸上の調査区のうち、後円部の北側では墳丘の裾を把握した

のに対し、前方部の南側では裾が道路の下にあたるとみられ、第2段斜面の裾を確認するのにとどまった。

そのため、やや不確定ではあるけれども、第1段の斜面とテラスの幅を復原し、それから推測すると、全長

は約100mになる（第7章の墳丘の復原参照）。後円部は、各調査区で把握した裾から、直径約68mのほぼ正

円形を呈することがわかった。後円部の高さは9．3m、前方部の高さは後円部と接するところで3．7mあり、

前面に向かって高くなっているが、墳丘土の流出のため本来の高さは不明である。

墳丘は3段に築成され、高さについては第1段は1．3m1、第2段は1．8mをはかるのに対し、第3段は後円
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13　後円部西側調査区（西から）

∵一一∴÷ 

14　復円部東側調査区（束から）

部で6．2m、前方部で2．2mというように、後円部第3段の高さが突出する。全長100mクラスの前方後円墳で、

後円部の直径が70m近くあることも異例であり、後円部に対して前方部が短くて低く、なおかつ幅が広いこ

とがこの古墳の特徴といえるだろう。

形態の特徴　前方部の形憩を確認するためには、そのコーナー部分を確定することが必要である。そのた

めに前方部東南コーナー付近で南斜面と束斜面とを調査したが、東斜面では第1段と第2段斜面の裾を確認

したものの、南斜面では茸石がすべて失われ、墳丘土を検出したにすぎない。しかし、これらの調査区からコー

ナーの位置をおおよそ定めることができた。なお、そのコーナーの先端にあたる部分にも小さな調査区を設

けたが、撹乱が著しく、まったぐ情報が得られなかった。

さて、・前方部の墳頂と後円部との関係を知るために設けた調査区では、意外な発見があった。後円部第3

段斜面下半の茸石がそのまま前方都側を巻き、前方部頂から後円部墳頂に上がるスロープをもたないことが

判明したのである。前方部墳頂の埴輪列も、後円部の茸石の手前で唐突に終わっている。未調査の主軸東側

についても、レーダ探査をおこなった結果、調査した部分と同じように茸石があることが推測できている。

したがって、前方部墳頂からは後円部に登ることが困難な形態をもっていることになる。このことから、あ

たかも後円部から前方部が派生するような外観を呈していたことがわかるが、くびれ部の調査からは、前方

墳丘の形態
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部と後円部は一体のものとして作られたことは間違いない。したがって、前方部が短小であることを考え合

わせると、行者塚古墳は円丘が優位の前方後円墳として設計されたといってよいだろう。（菱田）

2　墳丘盛土と周溝

地山と盛土との関係　今回の調査では、築造前の旧地表面を示す明瞭な土層は認められなかったので、古

墳築造面の微妙な評価についてはにわかに決しがたい。そこで地山と盛土の境界を見きわめることが必要と

なるが、後円部東側の所見で旧地表に接近した盛土は地山の上部に由来する粘土、砂層土が互層になってい

ることから、旧地表近くの土が接近した位置に盛られるという盛土順序であったことがわかる。つまり、地

山と盛土を識別する鍵層になるはずの段丘礫層上部の赤・黄褐色粘土層が、接近して存在することから、そ

の区別がつきにくいのである。こうした類似性のため、たとえば西造り出しのように、土の硬軟度およびシ

ルト化による変化といったものを手がかりに追えた地点もある。さらに、行者塚古墳の墳丘盛土は概して、

土を砕く際や運搬の際に生じるブロック土の単位もそれほど顕著ではなかった。したがって、共通した盛土

層内における細かい盛土方法、順位は明らかでない。

地山土の基本層序　地山土の構成については、墳丘構築時に改変を受けていない墳丘本体から離れた部分、

すなわち後円部東側の外方への延長部分での調査所見が参考となる。この地点では下から段丘礫（第3層）、

小礫混じり赤褐色粘土（第2層）、黄褐色粘土（第1層）の順に堆積する。この堆積順を参考にすると、す

ぐ西側の堤の上は第1層が削り取られるが、その西の墳丘内では第2層の上に黄灰色粘土があり、第1層に

対応する層と判断できる。

このことから地山の掘削・削去の範囲は、後円部東側においては墳丘周囲の周溝（幅14．5m）、堤（幅6．5m）、
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外周溝（幅8．0m）に相当する部分の第1層の黄褐色・黄灰色粘土が取り去られ、さらにこの範囲内で周溝

下半部および外周溝部分は下の第2層が取り除かれていた○また、墳丘周囲各調査区の周溝底の全体的な状

況からすればおおむね墳丘周りの周溝掘削は第1層の深度に到達した段階で終了していることがわかる。

周溝の形態と堤の構造　墳丘の盛土のための土は、周溝より供給され、周溝掘削と墳丘盛土は同時性をもっ

て進められたものと考える。周溝の存在そのものは、調査前の墳丘測量図によっても容易に判断できる。今

回の調査区でも、周溝内側（墳丘下段）については前方部前面側以外はすべて明瞭に検出し得た。とともに、

墳丘裾付近の上には比較的よく土砂が堆積するが、周溝中心部は前方都側で、0・2mという厚さのところも

あり、ほとんど土砂がなかった。このことから墳丘測量図の周溝中心部の様子はかなり信頼できる。

さて、周溝外側の輪郭については、墳丘の北東部に2本の調査区を設けたにすぎない。後円部東側は先に

示したように、周溝幅14．5m、堤と外周溝で14・5mというように1：1の関係になる。これに対して、北東

造り出しでは周溝幅が約13．0m、堤が5．2mであり、やや縮小傾向にある。後円部背面からくびれ部に向かっ

てやや幅が広がる傾向があるものの、測量図からみて、おおむね14m前後の幅の周溝と、さらにその周りに堤、

外周溝が後円部を中心に同心円上にめぐっていたと考えて差し支えない。（一滴）

3　茸石と埴輪列

茸石や埴輪列といった外表施設については、各場所による違いが大きく、全体として総括することが困難

な状況である。そこで各調査区ごとの所見を列記しておくことにしたい○

東くびれ部　この調査区では第1段斜面・テラス、第2段斜面を長い距離にわたって検出し、第2段テラ

スと第3段斜面も一部確認している。

第1段斜面の茸石の遺存状況はよくなかったが、基底石がほぼ全面にわたって残存しており、長辺50cm

前後をはかる大ぶりの石英質粗面斑岩（推定竜山産　以下竜山石と呼ぶ）が用いられていた。これは、今回

の調査地点全体の中で最も大きい。第2段斜面の茸石も基底石には大ぶりの竜山石を用いるが、第1段斜面

のものよりも小さい。また、くびれ部を起点に2mあまりの間隔で縦方向の区画が後円部、前方部の双方で

認められた。高さ0．6m程度のところでは横方向の区画石も観察できた。区画石に用いられる石材も竜山石

であり、面をそろえて斜面に対し横長になるように積む傾向がある。一般の葺石の多くは竜山石であるが、

少量の河原石も用いられている。

第1段テラスの埴輪列では41本、前方部第2段テラスでは6本の円筒埴輪を検出した。とりわけ第1段テ

ラスの埴輪は最下段突帯から下部が残存しており、樹立状況がわかる情報が多いので、これらを中心に紹介

しておきたい。埴輪列の位置は、第2段斜面の基底から列の中軸まで後円部では1・9m、前方部では1・1mを

はかる。幅35－50。mの溝状の掘り方に埴輪を据えているが、最下段突帯の高さがほぼそろうことからみて、

これを目安にしたと考えられる。ただし、底部が打ち欠かれているために最下段の突帯の高さが他とそろわ

ないものが埴輪列中に数本間隔で存在する。底部打ち欠きの認められない円筒埴輪の多くが底径22－27cm

であるのに対し、底部打ち欠きが認められるものは、いずれも30cm前後と大型である。このような点とそ

の付近から比較的多くの朝顔形円筒埴輪の破片が出土していることから、この一定の間隔で見つかった大型

の基部は朝顔形円筒埴輪であった可能性が高い○このように推測すると、前方部と後円部の接点に朝顔形円

筒埴輪が据えられ、前方部へは4本の円筒埴輪をはさんで1本の朝顔形円筒埴輪があり、後円都側では接点

から北に6本目、そこから7本目、さらに7本目、またさらに8本目が朝顔形円筒埴輪になる。この朝顔形

円筒埴輪で挟まれる各区間の埴輪の並びはいずれも直線的であり、後円部の埴輪列の設定にあたって、朝顔
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形円筒埴輪がある種の基準になっていたことがわかる。（寺前）

後円部西側　　第1段斜面から第3段斜面までが明らかになっている。第1段斜面の茸石は、全体的に遺存

状況がよくないが、基底石と考えられる大ぶりの竜山石が原位置をとどめていた。転石も含めて、河原石は

ほとんどみられなかった。第2段斜面、第3段斜面の茸石は面的によく残っている。両方の斜面とも比較的

大きな竜山石を基底石に用い、基底石から2段斜面では右斜め上方に、第3段斜面では上方に大ぶりの竜山

石が連なる状況が看取でき、区画石と考えている。それぞれの斜面には竜山石と河原石が併用されているが、

転石もあわせてカウントすると、第2段斜面では竜山石114（転石65）個に対して河原石318（転石172）個、

第3段斜面では竜山石522（転石320）個に対して河原石505（転石371）個という結果を得た。

埴輪列は、第1段テラスでは第2段斜面の基底石から列の中軸まで2．1m、第2段テラスでは第3段基底

から1．6mの距離にある。反対側の後円部東側でも、この数値はほぼ一致する。

第1段テラスでは4本の埴輪が出土した。底径30cm前後あり、第2段テラスの埴輪よりも大型である。

透し孔は南から2本目の埴輪が逆三角形であるほかは円形であり、方向は南北にそろう傾向がある。第2段

テラスでは5本の埴輪が出土したが、最も北側と最も南側の2本が底部を打ち欠かれていた。中央の3本は

底径20～24cmである。透し孔はいずれも円形で、方向に規則性は認められない。ここでは各埴輪の突帯の

高さはそろっていなかった。第1段、第2段テラスの埴輪列とも溝状の掘り方に据えられているが、第1段

では幅42cm前後、深さ18cm前後の掘り方の底に裾えるのに対し、第2段では幅32cm前後、深さ30cm前後の

掘り方に10cm程度の高さまで置き土を入れてから埴輪を据えていた。

後円部東側　　こちらも第1段斜面から第3段斜面まで調査している。第1段斜面の茸石はすべて失われて
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いた。第2段斜面では大ぶりの竜山石のみが遺存しており、基底石には長辺40cm近い大型の竜山石が用い

られていた。第3段斜面においても、基底石には大型の竜山石を用いる。斜面の裾付近ではやや大ぶりの竜

山石を用い、上方では竜山石と河原石を併用している。断ち割りをおこなったところ、第3段斜面では灰褐

色砂質土を茸石裏込め土として薄く盛っている状況が認められた。

第1段テラスでは5本の埴輪を検出したが、すべて底部が打ち欠かれていた。南側の4本が第1段突帯付

近で径27cm前後をはかるのに対し、最も北の1本は約32cmをはかること、その透し孔がほかの4本の第1

段の位置にあることから、朝顔形円筒埴輪である可能性が高い。透し孔はすべて円形で、方向に規則性は認

められない。第2段テラスでも5本の埴輪を検出した。北側の4本は底径20cm前後の円筒埴輪、最も南側

の1本は底径22cm、復原高98cmの朝顔形円筒埴輪である。透し孔はいずれも円形で、方向に規則性は認め

られない。テラス面に幅約36cm、深さ約17cmの溝を掘って据えている。朝顔形円筒埴輪を据える場合には、

溝の幅を広げることなくさらに40cm程度掘り下げている。断ち割りの結果、まず溝状の掘り方を設け、埴

輪を据えた後に溝を埋め戻し、さらにテラス全面に化粧土を施していることが明らかになった。なお、朝顔

形円筒埴輪の内部にテラス面から24cmの深さまで小ぶりの河原石が入れられていた。（阪口）

前方部西側　　西造り出しが取り付く前方部の状況についても多くの情報が得られている。とくに第1段テ

ラス、第2段斜面について広く調査し、調査区北側では第2段テラスから前方部頂への状況を知りえた。

残りのよい第2段斜面の茸石についてみてみると、基底石に大ぶりの竜山石を用い、その上の1列にも比

較的大きな石を用いる傾向がある。そのほかは小ぶりの竜山石や河原石を用いて葺いている。区画石は束く

びれ部のように明瞭ではないが、やはり2m強の間隔で縦方向に並ぶ右列を兄いだすことができる。第3段

斜面の茸石はわずかな部分を確認したにすぎないが、基底石の状況や竜山石と河原石の併用など他の地区

と変わりはなかった。

この調査区では、前方部第1段テラスが広く調査でき、埴輪列もほとんど撹乱を被っていなかったので、

その樹立状況を知るための情報が多く得られた。このテラスの幅は、くびれ部から調査区南端にかけて、こ

ころもち広がる傾向をもっている。そして、埴輪列の位置は、北端で基底石から列の中軸まで1．3m、南端

で1．1mをはかり、厳密には斜面と平行でないことがわかる。したがって、テラス上で埴輪列より外側のスペー

スは、南に行くほど広くなっている。ここでは40本の円筒埴輪が出土したが、多くは底径20cm程度である。

なかには25cmをはかるものもあるが、樹立の間隔が一定でなく朝顔形円筒埴輪であるかどうかは決めがた

い。埴輪を据えるための掘り方は幅35－40cm、深さ15cmの溝状に設けられ、第1段突帯付近まで埋めている。

埋めたのちに化粧土を施す。埴輪どうしの間隔は10cm以下であり、密である。

前方部第2段テラスの埴輪列は、第3段の裾から0．7mの距離にあり、調査区内から5本の円筒埴輪が出

土した。底径は20cm前後で、いずれも底部を打ち欠かない。南から4本目の個体は、突帯の位置が他の個

体とはかなりずれる。埴輪列の掘り方の幅は30cm、深さ15～20cmをはかる。（堀）

前方部東側・南側　　前方部の東南コーナー付近に設けた調査区では、束の第1段斜面・テラス、第2段斜

面を確認している。第1段斜面では基底石以外にも比較的大ぶりの竜山石が使用されていた。第2段斜面は

基底石の位置を確認したにすぎない。この間の第1段テラスは損壊が著しく、埴輪列の基底すら残っていな

い状態であったが、撹乱の中からまとまって埴輪片が出土しており、埴輪列の位置をおおよそ推定すること

ができた。

前方都南、すなわち前面にあたる部分では、主軸沿いの調査区でわずかに残る第2段の斜面を検出した。

基底石に大ぶりの竜山石を用いていることがわかる程度である。

墳丘と周溝
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21後円部西側第2段斜面と第1段テラス埴輪列
（転石等除去後）
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22　埴輪列実測風景　後円部西側

後円部南側・前方部頂　先にも触れたように後円部の南側、前方部の墳頂とをむすぶ調査区では、墳頂を

つなぐスロープがなく、かわりに茸石がめぐることが明らかになった。ここでも基底石に大ぶりの竜山石が

用いられていたほか、区画石が認められた。その区画石は2列一組で構成されており、縦方向と横方向の右

列が確認できた。横方向の区画石の位置は、基底から0．8mの高さにあたる。河原石も混じるが、茸石の多

くは竜山石である。

前方部頂の埴輪列を構成する埴輪を14個体分検出した。後円都側のものほど残存状態は良好であり、最も

南の埴輪はかろうじて基底部を残すのみで、その南にあったと考えられる個体は掘り方とともに流出してし

まっている。後円部に最も近い埴輪は茸石の基底から0．4mの地点にあり、埴輪列はここで唐突に終わって

いる。この埴輪列を構成する埴輪の底径は17cmから22cmであり、総じて小型である。

前方部頂の南側全体は、土の流出が著しく、各所に設けた調査区では、墳頂をめぐる埴輪列を検出するこ

とはできなかった。（岩田）

葺石と埴輪列の特徴から　　墳丘の各所に設けた調査区によって得られた所見は以上のとおりである。墳丘

の各所でかなり差があることが明らかになったけれども、ある程度一般化できる点もあるので、簡単にまと

めておきたい。

第一に、茸石の葺き方については、基底石に大ぶりの竜山石を用いることや、区画石として比較的大きな

竜山石の列が縦・横方向にみられることが明らかである。残存している茸石は竜山石が多いけれども、後円

部西側調査区の所見からわかるように、河原石を多くまじえることも確かである。

次に埴輪列については、茸石以上に差がみられたが、幅30－50cm程度の溝状に掘り方を設け、底に土を

入れたり、底部を打ち欠くなどの調整をおこないつつ埴輪を立てている。そして、間隔にばらつきがあるも

のの、第1段テラス、第2段テラスとも埴輪列に朝顔形円筒埴輪が含まれる。それを据える場合にも掘り方

の幅を広げていない。円筒埴輪は、総じて第1段テラスのものよりも第2段テラスや前方部頂のものの方が

小型である。

ところで、中軸を境に西側と東側に分けて概観してみると、違いに一定の傾向があることに気がつく。茸

石では束くびれ部にみられたように東側では大きめの石を用い、束斜面のように、基底石でない一般の茸石

にも比較的大きな竜山石が使用されている。これと比べると、西側では用いられる竜山石が小さく、丁寧な

印象を与えている。一方、埴輪では第1段テラスの埴輪列に顕著なように、西側に用いられるものの方が径

が大きく、そのため東側に比べ西側の方が埴輪の間隔が密である。これらのことは、西側の方が東側よりも

やや丁寧で立派に見えるように作られていたということを反映しているのかもしれない。それほど大きな差

墳丘と周溝
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23　前方部東側・南側調査区（束から）

でもないので、単なる施工者の違いを表しているだけかもしれないが、古墳をどちらから見たかという意識

を考える材料になると思われるのであえて付言しておきたい。（菱田）

葺石と埴輪列
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第4章　造り出し

4つもの造り出しが付属する点は行者塚古墳の大きな特色である。それらは、造り出しの機能や古墳祭祀

のあり方をみる上で重要な材料となると考えられ、今回の調査ではその解明を大きな目標に据えた。

1　西造り出し

西造り出しは遺存状況がもっとも良好であることが予想されたため、全面的な調査をおこなった。この調

査区では造り出しのほか、後円部の裾、前方部各段の斜面とテラスの調査をあわせおこなったが、前方部の

調査結果については第3章で触れたので繰り返さない。

形状・規模　西造り出しは前方部に取り付く。その平面形は上面では東西8．0m、南北9．7mでほぼ正方形

に近いが、裾まわりはいびつな台形状で、北辺9．0m、南辺9．0m、西辺14．0m、前方部に接する束辺は12・4

mである。また北辺は後円部の裾に沿うように延びる。大部分は地山の削り出しによって形づくられており、

その上に薄く盛土してある。

葺石　北側斜面と南側斜面で比較的よく残っていた。多くが竜山石の割石で構成され、40cm程度の石を

基底に据え、それより小ぶりの石で葺きあげる。なお北辺ではこの竜山石の上面に河原石が面的に広がって

いる状況がみられた。後で触れる北西造り出しでは、竜山石を葺いたすき間をさらに小ぶりの河原石で密に

詰めている状況が確認されている。西造り出しの北辺もそのような丁寧な茸石が施されていた可能性がある。

小斜面　造り出しの上面は前方部第1段テラスよりも約0．3m低く、この段差は取り付き部で幅0・4mの小

斜面をなす。この小斜面は、造り出しの付け根の一方からもう一方にほぼ直線的に延び、斜面上には小ぶり
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の河原石で茸石を施してあった。河原石は10cm程度の大きさであり、5、6段にわたって丁寧に葺いている。

方形埴輪列　　造り出し上面には埴輪が方形にめぐらされていた。この上を覆う堆積土は薄かったが、遺存

状況は比較的良好であり、西辺をのぞく各辺の状況を確認できた。方形埴輪列は東西6．0m、南北7．8mのや

や南北に長い長方形を呈する。北辺14本、南辺15本、束辺で18本（隅の埴輪は両辺の数にふくむ）、西辺で

は5本が遺存しており、もともと北辺は15本、南辺では18本であったと復原できる。

束辺の埴輪列は2列で構成され、北東隅から6番目の埴輪のところで2つの列間に幅0．4mの食い違いが

あり、入口状を呈する。この部分が埴輪列内部への通路の機能を果たしていたと考えられる。また束辺の中

央部にも2、3本分程の埴輪がないすき間があり、埴輪の掘り方も途切れている。これも別の入り口を示す

ものであろうか。

方形埴輪列はほとんどが円筒埴輪と考えられるが、底径20cm程度の小型品である。束辺では列の周囲に、

胴部につば状の突帯をもつ壷形埴輪の破片が多く出土しており、円筒埴輪の中からも上開きの底部の破片が

出土しているので、円筒埴輪の上に童形埴輪を載せていた可能性がある。これらの埴輪は現在整理途中であ

り、埴輪の構成については今後の検討が必要である。

埴輪は幅30cm、深さ20cmほどの溝状の掘り方を設け、少量の土を入れて高さを調節しつつ、だいたい第

1段突帯の高さまでを埋めている。

家形埴輪群　　方形埴輪列内部の状況もまた、きわめて興味深いものであった。方形埴輪列で囲まれた空間

の中央東寄りにおいて、おおむね南北3m、東西4mの範囲で多量の埴輪と土師器の破片が出土した。埴輪
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第3段斜面 前方部第2段 テラス埴輪列† 
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のほとんどは家形埴輪で、その他に固形埴輪と推定される破片も出土している。家形埴輪については現在整

理中であり正確なことはわからないが、少なくとも5個体、多ければ8個体以上が存在している。屋根の形

で分類すると、入母屋道のものと切妻道のものがあり、寄棟進のものは現在のところ確認されていない。入

母屋道のうち1個体は破片の残り具合がよく、おおよその形を復原できる。この家形埴輪は2間×2間で柱

を粘土の貼り付けで表現しその間はすべて窓が開く01両には入口を表すものであるが、窓の上下の壁は綾
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34　西造り出しの方形埴輪列と家形埴輪群（西から）
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35　西造り出しの家形埴輪群（北から）
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杉文で埋められている。そして上屋根には鱗状屋根飾りが付けられているらしく、この家形埴輪群の中心的

存在と考えられる。一方、切妻道のものにはそれほど大きいものがみられず、屋根飾りなども付けられてい

ないとみられる。現段階で確認された家形埴輪はいずれも平屋で、高床式のものは兄いだせていない。

これらの家形埴輪群は造り出し上面の中央、やや東寄りに置かれていた。しかし小破片が多く、また基部

で原位置を保っているものがほとんど存在しないため、どのように配置されていたのか詳しく復原するのは

困難である。今後、破片の出土状況や接合関係からある程度の推測ができるものと考えている。また、この

他に南斜面沿いの周溝部分からも家形埴輪が出土しているが、出土した位置からみて造り出し上面から転落

したものと推定される。

土師器・土製品集中部　この家形埴輪片が集中するところのやや西寄りから、土師器と土製品がまとまっ

て出土した。それらは南北約1．1mX東西0．6mの長方形に分布し、残ってはいなかったが有機質の箱や盆に

入れてあった可能性もある。

出土した土製品・土師器は以下の通りである。

1土製品（土師器集中部周辺の出土も含む）

・魚形

・鳥形

・アケビ状

・餅状

・菱の実状

・切り身状

・円錐状

・その他

2　土師器高杯

3、土師器壷

4　危形土器

2

2

11（大2、小9）

8

6

3

3　1は集中部から離れた所から出土

多数（棒状、角状、角柱状一各2）

10以上（脚部で数えた数）

2以上

4－5以上
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36　西造り出し調査風景
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魚形は土師器集中部の北東部から出土した○細長い胴部の一端に尾鰭がつき、胴部の両側面と背、腹に箆

で洗練を入れる。長さ7．8cm。鳥形はややずんぐりした胴部と短い首が表されている。目や翼の表現はない。

ァヶビ状としたものは、全体が湾曲する棒状の製品。両端も丸くおさめられており、断面形はほぼ正円形

である。丁寧なつくりのものからやや粗雑なものまであり、大きなもの（約7・8cm）と小ぶりのもの（約4・5cm）

がある。背に洗練をほどこしたものがあり、植物の実を模した可能性が高い。餅状のものは直径2・8－3・4cm、

厚さ1。m前後の円盤形で、縁は丸い。集中部北側に多い。菱の実に形の似た土製品は中央部がふくらみ、

各辺を指でつまんでつくりだしてある。切り身状土製品は、一方の長辺は丸く、もう一方の辺には面があり、

丸い方の辺に数条の切り込みがある。肉を表したものであろうか。このほかに模倣の対象がわからない棒状

の製品が数種類ある。なお魚形、餅状の数点には赤色顔料が残っている。

これらの土製品は、模倣の対象をすべて特定できるわけではないが、出土状況からみて高林や危形土器の

上に載せてお供えものとされていたと推定でき、基本的に食物を模したものと考えられる。すくなくとも食

物以外の造形とわかるものはない。

土師器の高杯はいずれも小型品であり、復原できたものでは高さ9・5cmをはかる。脚部の形憩には、ゆるや

かに八の字状にひらくもの、屈曲してラッパ状にひらくものなどがあり、調整の手法にも違いがみられる。

谷部の固形埴輪　造り出しの北辺と後円部の裾との間は谷部となるが、ここには小ぶりの河原石が敷かれ

ており、その中央近くに固形埴輪が据えられていた○入口のあく屈曲部は南東すなわち谷部の奥を向く。こ

の固形埴輪は、石を2重に敷いた後に置いたことがわかる。なお東側のくびれ部でも同様の位置に固形埴輪

と家形埴輪が置かれていたが、形や置き方を異にする○それらのあり方は、この谷部が単なるすき間でなく、

古墳祭祀の一部をになう施設として利用されていたことを示す重要な資料である。

西造り出し

38　土師器・土製品集中部下層（西南から）
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西側谷部の固形埴輪は、平面形がL字形を呈する一般的なタイプである。入口部はそこを挟む両側の壁が

直角に折れてそこから直接続く型式。各壁の上寄りに二条の突帯をめぐらすが、それより上の部分が広いこ

と、体部最下端には入口部分を除くと突帯をもたないこと、そして鋸歯状の装飾がつかない点などが特徴で

ある。縦48cm、横48cm、高さ25cmである。

西造り出しの遺存状況は良好であり、家形埴輪、土師器、土製品、固形埴輪等、古墳祭祀を復原するため

の重要な資料を得ることができた。なお、ここで得られた知見は他の造り出しの調査を進める上での基準と

なった。（堀・東方）
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2　北西造り出し

形状・規模　現地表ではわずかな隆起がみられるだけであるが、1989・90年の測量調査の際に高野政昭氏

によってその存在が推定されていた。そして今回の発掘調査の結果、造り出しであることが確定した。トレ

ンチ調査であるので正確な形や規模は不明であるが、長方形もしくは北辺のやや広がる台形を呈すると考え

られ、規模は裾まわりで長さ（突出長を示す）11．5m、幅9．0mと復原できる。上面はかなり削平されてい

るが、周溝底からの現状での高さは約1mをはかる。ほとんどが地山成形によってつくりだされ、その上に

薄く盛土がのろ。

葺石　各斜面は基底には竜山石を据え、その上方には竜山石とともに河原石を用いている。

西斜面の茸石はとくに残りがよく、興味深い構造が認められた。竜山石や河原石を葺いた上で、さらにそ

のすき間に河原石を埋め込んで、あたかも二重に葺かれたかのように仕上げてあった。こうした茸石がどれ

くらいの広がりをもっていたのかは、他の斜面では茸石の残りがよくないため断定はできないが、各斜面と

もかなり多量の河原石が出土しており、すべての斜面がこのような丁寧な茸石であった可能性がある。

小斜面　　この造り出しにおいても造り出し上面と後円部第1段平坦面との間に小斜面がつくりだされてい

た。西造り出しのようが可原石は原位置に残っていなかったが、周辺で河原石の転石がいくつかあるので、

この小斜面にも本来は河原石が葺かれていたものと考えられる。

方形埴輪列　　造り出し平坦面にめぐらされた方形埴輪列については、墳丘寄りの東南隅部を検出した。南

辺4本、束辺6本の各埴輪とも第1段突帯までしか残っていない。小斜面との距離からみて、墳丘寄りの南

辺には、西造り出しと同様の埴輪列の食い違い部があるものとみられる。埴輪はいずれも溝状の掘り方に埋

められたものであるが、束辺の埴輪では底部の打ち欠きが認められた。また南辺でも2本に同様の打ち欠き

があった。打ち欠きのある埴輪とない埴輪は大きさを異にするようである。

焼土抗　北斜面周溝底で浅い土抗を検出した。検出範囲で南北1．0m、東西0．7m以上、検出面からの深さ0．2

m以上をはかる。土坑内からは炭が出土し、土塊壁にも火を受けた跡が残る。なんらかの焼成に関わる遺構

と考えられるが時期と性格は不明である。

埴輪と土師器　朝顔形円筒をふくむ円筒埴輪と形象埴輪等が出土しているが、この中には後円部から流れ

てきた埴輪片がまざっている可能性がある。形象埴輪は、ほとんどが家形埴輪片である。その他には童形、

蓋形埴輪破片もみられ、西造り出しと同様、方形埴輪列の一部では円筒埴輪の上に童形埴輪を載せていた可

能性がある。

造り出し上の祭祀　土師器は北・束・西の各斜面で小型壷の破片が数多く出土している。その他に、高杯

も多い。北西造り出しの出土遺物の中でとくに目を引くのが外面全面に刺突文を有する土器である。形状は

椀形になる。これらの土師器の出土から、北西造り出しでも土器を用いた供献祭祀がおこなわれていたこと

はまちがいない。ただし、土製の供物類はほとんど出土していない。

北西造り出しは埴輪列の遺存状況からも上面がかなり削平されていることが知られ、埴輪や土師器などの

遺物は各斜面もしくは流土中からの出土であった。しかし方形埴輪列や出土品は西造り出しと類似する点が

多く、同様の祭祀がおこなわれていたと推測できる。（上野・東方）

造り出し

ー　30



、i �「、 �縛‘藤懸緩‘閣議擬態 ��� � �撼蟻酸 
縫 � �：∴ 詩 ∴－： �� ��∴∴∴：「最古∴∵ ��� 

議 �梁 �葦 �鴎 �� � �」 ．轡 

営 �息 子 �ii∴ 滋 ．－ 十 � � ��猿 �、蔓÷・蔦 

千言 �∴∴ 　十∴∴ � ��∵ � 

∴－ 撥 麗 �：● ！ 千∵ �十 ㌧ � � ��欝 � 

厳 態 � ��撫 �� � 

緩 差渡 � � ��÷■‘1－ �� 

遅疑 �「∴∴宜： 

懸 護 ； ∴ � � � �◆ ��十 �〝‘i綴… 

媒 � �� � �� � 

緩 �翳 �∴ � � ��1．鶏 � 

罵 藍 � �醤 ∵： �三か・ � ��鴬 �∴∴：∴言 

〝冒．・ � � 

褒 �∴ ∴ �� �� �騒 

燕 � � ��熊 
「∴：昨 

瑠 

畿整 ：∵． �一 癖 無 事 ； �熊 襲 � �「；∴■i言 説難i諒－ �� 

龍 �� 

∴ � �・・澱 ��� 

′ー 璃 態 諮、 1 ∴；“ 綴 �藤 鶉 ＝i：‥一 � � � �： �，・ 綴 � �轄 � �子 i二手i○○ �繕 善 �懸 崖 壇 �千　〇 �子 撹 � �子i： �一関 

撥 l： 索嫡露 �漂 掛 �護 ◆ �意 想 鸞 �∴i 真 恭 子： 畿 蒲 緩 �i｛・し 黙 ◆ 鰻 熊 憩 �十 ��攫 ����　穏 鑑　謹議 � � � �葦闘 

i◆ 畿 鰯 ������ ���猿遼 � � � �畿 綬謹製 「∴ 綻 

∵∴： 醗’ 

畿 ！ � � �∴ �� 

◆ 綴 綴 �魂l 繋ぎ 餓 � �〇、 ◆ � � � � � �頚態 � � � � � ���議題懸 

淑 ∴ 綴 ��� ���時 点 � �� � ��盤 

∵∴ ∴ ��∴ i 子 ��鰯 ��京 �� �� �� �　避 難穎饗 �� 

態懸 端 騒 ���掠球 �� �怒 ��� � � � ��蘭1、 　　　滋 

十 � �� �鴻l � � � � � � � � �妾緩 �� � 

忠 � �渇 鮭 �ー◆ � � � � � � � � �∴∴ ��甑 ∴十 �　　∵＼一 綴蟻酸溺 

懸 �鴻 � � � �・躍 �� � � �　∴ 十　十 �� �∵一 縫 碧 ◆、◆ 
悩 � � � ���綬 � �騒議題畿撥灘 �� ��懸麗 

欝言 子中 �慾 �ま �： 綴 �∴ 激 �撥 鵬 �駄 ◆ � � �綴 綴 �∵音i ◆ 寸∴ 葦鮭、 、灘 �◆ ∴ �子 � �■ 溺紅璃 箋撥 ∴ ∴∴∴∴ �� �　憂 患＿ 

綴 �勲、一 � �薄 � � � � � �言、 �一一　　一 �畿 � � �緩灘饗‾ 善感‾一経 �� �綴緩灘 
￥管 �薄 ◆ �幾 綴 �恕 �軍票 � � � �綴芸 �ヽ｝ヽ●「 主． ▲i∴ � � �！ �藤懸饗 �� �・1醒一躍 綾織‾滋紫羅議露一 

熊｛ 続、 ：日工 ：十、 ◆i◆ 疲 ◆ �：● 一二 iヽ ； � �鰯 千 言 ∴ �◆ �子 細 ∵ �穏 �� �穀 灘 ∴ 繕 ∴ �◆ 高評鴫 翁 i◆ii �封 ＼・ 蟹 �闘 �空将 �∴享〕醤∴ �� �「8°、■∴ 専心－∴1 －1、 子∴∴∴‖∴1ヽ ∴十∴ヽ∴∵＿ 覿轢漆黒築蒜詳 
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‾認韻 i‾串 ��痔 � 謹 ∵i � 

∴ �� � 

∴・ �撥 � 

∴巨∴　∴∴←∴ �� �謹 告 � � 

〝葦敬 ∴、： ��娘 子 �綴“i　題 

醒撥灘繊灘 濡溺醸 

∴∴∴言 ��∴∴ 琵 

懇離愁擬態 薄闘鶏 ��∴ 鰭 � 

ーii？、・ 滋猷 ��潟 �鮭… 

懸灘溺醒認溺認 ���� �二畿熟談認 
薫 � 

、「 、i∴∴∴ �i灘艶麗i綴 　∴∴∴∴計 　　∴ふ、 

繊i撥畷 ∴ 饗 � � � 

∵： 1－ilぎ 薫享ii嵩鴇：一書 � �：∴∴幸 �千日i「∴∴ 撲磐需 葱鰯灘 ∴．∴千∴； ∴霊∴∴子 

溺‘麗 �・ii醗 撥翳 �鶏 甚 ●・ �－1　－－　－↓ ��千言－ i’続 畿高男 も＿ �� �喜 子 ∴十 ∵∴ �� �∴∴∴ �∴∴－1∴∵ ＿畿鰭裟 �緩 �時 � � � �′：∴ 高、 �懸驚醗畿譲 ���諒 や � 

議題綴懸 �∴ 「∴∵ 熊怒髪 � � ��ー �� �嬉 �子 ��　薄く掛 ー　　◆ �薫懸案 � �ヽ � �星、 � � � ����青なき 一高「 ‾11ま、， 
繊 �� � �「、 ��� � �■　「 �� � �� � � � � � ���� 

i∴：「十子∴ � � � �� �� �愛護諌 言∵「 �� �∴ ∴∴ � � � � � � � � ��� �∴＋ 

発議発露叢 �� ��� �� � � � � � � �� � 

壊 �醐撫撥懸、 � �∴　一丁 ��馬」ニ �� � � ��� �� � � � � � �1し）〇 十 �� � 、葦婁琵 ��， �� �十 澱 �憩 ��饗饗 � � � � � � � � � �� �＿＼ 

∴千 � � �重態 ��� �蔦 � �� � �� � � � � � � �� � 

談隷饗 � �∴∴∴ ��∴∴∴ 峰1t9 慈愛 ��◆ �緩 ��騒 �十一∴ � � � � � � � � �1 �� � 

子ヽ　■一 ��� ���� �ぶ　．網 ���� �� � � � �∴ � ��� � 

謡∴ � � ��� � � ��犠灘 � �　●∴“ し，親 � � � � � � ��� � 
綴萎瀦＿　一 �� �� � � ��� �� � � � � �畿 ��� �ヽ 

懸緩鰯一じ �� �� � � ��� ��黒 � � � � � � �� �‾鯨議 場一事 

・、 ��態 �懸縫熊 ��で　鼻 �� �溺撮 �� �∴　＋　∴ �1㌔∴ －1．∴∴子 �・繍 ��� ������ 

鑑醸闘闘醒醸　一 �� �発萎饗緩 ��饗議滋※ �� � �� �� �� � � � � � � �� �韻 し媒 
∴　十一∴点∴ �� � � ��� � �ヾ ��十十 � �� � � � � � � �� �謎無 

千 

鱒欝 ヽi∴、 顎開聞間藤饗撥 　◆ ∴一∴中一甲∴ 　十 ・、，滴 ��i； �鶉、陸離謙一 懸・ 　言 　上∴∴∴ ��し瀧 ・澄護， ・∋ ！∴ 十 �� �懸霧 ∵一 子 ��懸 �◆ �∴∴十∴当 �譜露 � � �∴ � � ���� 
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轡 ； ′ ′I �＼∴ � ��� �o‾懸 � � �� � � �∴寸 �◆i � ��擬態 ��覆群 書 �擬態 � �i輩 十千 ���� ���藷発想 �� 
1● 灘 暮l �態駿 �i闘闘藤・ ��　◆ －」∴ �◆ 懸惑 勇－ �教∵千 一lt 博 一、‾∴子 �� � � �郷 � � �綴　一灘 　　鳥● � � �遊離 �� � �隷 子 亀 誠 箋 氏 一、 

十十十 i《－ ∴、－i �∴ dl ∴ 浅 �「ヽ： 銭畿 闘 � ��∴　→子 �捕 ∴∴－ 営繕 �幣薫葦高鷲譲、－（ �� � � � � � � �� �溺懸艶麗 ��∴ 襲 鶏 一 三党 議 畿 湊 �、 

法楽 ��縫 � � � � � �網 ��◆ ヽ－ �懇撥 ��� 
熟餓 滋賓 十；、、 十●日日 灘撥 �十二千∴ 擬態 重1●一 女－、烹 �・、，－灘 緩綴 ��綴 i■● ら詣 惹き � � � � � �、∴“i“r 一綴繋 一一短艇 五つ、諒謙 「∴－∴“∵ �繋響 ∴ ■ � �畷　義一 ���酸 類速 

：∴十〇ヽ 鰯箋 �継 子 懇 － �懇山 一i∵ 綴 治ま ∴千 言！∴ 灘、 子ら �1㌧一、‾ i．（∴∴↓“ 薄・も＿薄緑薄畿 ‘鰯 態綴頚懸綴 ��、－ 日 義空 想翻酷 �、青1－宅 瀦総袈 懸 或 �鞭 ■ 蕊 �少▲一」で 媒 壌 ●ヽ－ ◆ �� � �日 義 �騒緩 �撫 �　唇地 霊主産一子 や∴11∵ ∴∴ �鶉撥 主謀 � �轍蟻隠懸 ��駁 �磐 �† 或 襲 † 鶏 

誓鴛 ：∴∴ 1薫、 � ��������� �����十． 

ぐ もヽ �灘鮮 1校 総 譜恕 �一・・ii畷ii �� � �� �� � � � � �経緩 �� �ーiT　－　　　　饗 

恥11 � �� ��糾一 �轢綴 � � �� � � � ����譜 ��� � � 

「子 懸 蕾懇 騒 �籠 �� �‘繍 � ��懸綴、薄艶漣 �� � � � � � �）、∴ 、子 翳 �敦lたで 、 ���� � 

、● 畿 誌 � �十∴∴∴、∴ ��督） 畷 �義持半、 暮雲 一∴子 �綴網 野綴綴灘 　十： ��－∵ 1 � �難 読 � � � ��� ��� � �重l l 弱 

－”ヽ 懸 ） 態鷲 灘 ��騒彊 l少 �����　詳事 態‘霞義一経 ��←i 薫 � � � �� �　　　　　　接灘 浸 ��驚 ���� 

潮田一〇、・ �� �一・一 　才’ �戦績謹 �子 ．潔 読： 十千∴ ��∴」 護 �鮮 �����十十 ‾．蕪：ェ �� ���� 

る 黄 浦 � �霊擁 �� �� � �� � � � �賞 �．。鰭 ∴∴rit∴ 鵬‾ ∴ �「 劃し � ���＋ � � 

◆i 綴 ��　撼・1、二 一、㌧∴∴ ∴iヽ ���∴中　　　子∴ ��駕∵．翳懸 ・－∴ ��懇 請 ����‘－1，二、 ���� �∵† 緊　＄ i■ 

綴 i ▲i子 懲 ら∴∴ �、 議 － 忠 †鷲 二・ ◆ 鰐 十 �ぶす、 畿 綴韓 日 ��� � �一、蹄鵡 ◆ ◆◆ 一ヽ点i子 ��護言 薮謙 ◆ � � � � � �黒丸 �十　子 � �稜灘懸饗 ��蘭 � �十 十 鰭 ∴⊥ 載 子 規 

∵∴・： ∴ �� ��猪重 態 � � � �鐙 � �∴∴∴∴ �� ���議 ．i 
日 昌 

綴 ��綴繋 ◆1 �∴： ����言∴十一 ）蛍 ∴∴∴ もー ∵：∵∵∴言、 ��十 三鰯 ↑“ 畿 �子 ��裳惣 � �懇 �言、正一∴ ∴∴ら 瀦翻露‘； 繕緩十で �∴ 緩鶏 、議 ∴●ヽ �滋＿ 「∴∴ ���‡ 
◆、 �� �� � �’浅識髭滋、 ∴：∴ ��求ま � � � � � �� ���� �綴懸 

∴∴、∴・ �� � � �藷 � �ヽ： �� ���� � �千 
顔l 鑑 三「；！ii ��∴∴ �綴緩 ��十．当∴ 頑、、撚、－ 織懸 �：∴ �　　三、も 緩緑綬 ��十 � � � � �楓‘ �、緩態寵 �∴∴ 謙‾‘ � �∴叢 ���鰯 子 �薬 事 十 十 怒 ら 

1、 叢 �鰯薫 � ��‾　青1” �∴ 緩凝議 ÷∴ �っ∴ii∴ら ∴： 緩、綴撚撥 ∴； ∴∴∴ ∴∴∴ ��綬駕 か1l‾ 滋‡ � � � �淫 � �撹ま 一∴∴ 灘、絹燕憂 愁護 鵬－離籍潔 �懸 緩馨 汽紫 �◆ 懇 － � ��悪 漢 
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懸案懸 ∴∴∴ ミ 綴綴態 子∴ 、、●「． 懸騒懸 ∴「∴：∵言、 �綴 囲麗綴 “、業 態’綴薫 1 畿饗闘畷 �； ∴∵ ∴‡：： ∴∴＼、 －∴串 繁※懸 鰯繊懸 �∴： ＼ゞ／∴ 総綴 、滞 † 態畿 綴 �ふ． ∴ 「 綴 ▲′←∴ 千言「∴ 十◆i 子∴∴ �激 怒 驚慧 、、繁） ∴くノ 漆 黒 畿諜 �ヽヾ 惑態 講∴ ．●一言 輿音譜浩慈蕊 ∵∴ �郊最鑓慈浮 薄濃 紫 ∴ �言 一ヽ 藻 恋 �； ∴∴ ∴÷嘩 ∴－ 一、 ∴∴ 震‡’ ∴∵ �澄懸 支） 十一i ・灘 �† ：“． ※態 ∴∴ 悪さ ∴ ノーi �薄儀蛾 ∴ ；∴∴ 千 千十 態鑓蟻 滋薬 �∴ （ ∴∴ ＼－ 発議熊熊、熊 態漆 ※ ∴「∴「∴ 薄、◆ぐ、※＄ �※黒 海’繋 緩 く邁 ∵ ∴ ∴∴∴ 畿 �綴 ∴∴i叫：言∴ ∴「、一 懸懸案 薬緩萎懸 �態 総鱗 漆 �遠 ×￥猿 ∴∵ 熊 、年 → 熟議 ��※ 綴 総 ∴子 �∴∵ 十∴ 幾 工〇日∴◆ 弟 子 �懇熱 態 、騒 ぐ．・・ir一一 ∴∴∴ �、’擬態 騒畿 ∴〕： 態慾 、落籍謹撰霧 ∴：∴ 灘浅 �∴善事三善：∴∴ 　　さ 　　ヽi 　漂誉塞 　　闘醗澄1－1 

：十 十㌦ ベ、、※ ∴∴∴ 輩： �鴻 謙語親臨淳 子 避 ∴：： 溌o �縫 ∴子 ∴一 く、森高 溌蕊 ’艶姿 ！さま ∴∴ ＼イ∴ 溌電離溺鵜鶏縞、 �モ 濃緑越 ∴∵ ＼∴ ∴、‘ナ ���緩緩 ※灘 ∴．∴∴i小ヾ 、、、〉ヽi、 �・・純 潔 綴 謙 ∴ 〕∴∴ 駁‡ ・繕 �獄∴ 波 子◆， 〕〈 鰯醸 �∴ 綴麗緩撥 ：∵ ヽ∴∴∴∵・ヾ 基薬 ）｛ 蕪、Y、 ∴＿＼∴∴ �藤 懸綴 ． 懸潔 、議濫発 ！1置、 �ーノーi 熟 欝態 畿 翁 議※認 証話蕊※ �千言 溌 無二 ！ 練； 経験 、〉凄 ∴ �三一1－躍 ∴∵「∴ 鉦葦隷書器楽 言い∴∴ 、∴＼∴ 高士∴ txが・筆 ∴一∴∴∴ ∴∴∴豆子 ∴∴子∴ �懸、 溺醸 千 ㌧∴ ∴： �ーiii瀬一 、、∴■ ～蚤、 灘 ■′ ∴∴ ∴∴ �灘 灘 �謀、青 ∴∴＼i �言 �、一三 i �子 ；∵ ∴ 享 子：： 義 子 �翻．i ∴′∴∴十㌢ 、謙語涛 ∵∴ �ーi‾－ii繭 糸 諸子∴： ∴∵宣 子：∴ ：∴∴ ーii一一／ ∴－∴∴㌻ �∴　　∴∵∴∴∵寺∴÷ 　　∴∴ 　一∴∴「：∴∴∴∴∴ 闘撥懸閏園田謹闇麗溺闘認鰹閏闘圏 一　∴告∴∴∵†避 闘醸※溺　綴閲題額溺漆＝i邁※懸畷闘懸 

∴．ヽ∴： 、∴∴∴∴1∴／∴ �綴懸 ・躍 ∴∴∴ �：言∴∴〕 「；∴ ∴ ��箋※瀬 ∴ ��幸．享子「 ふ、’Y ／／一㌧子 、慈蕊滋総 �∴ 緩緩 滋※滋浩 �∴ ∴ 、懸、 鸞熊 ∴∴ 二＼∴／、 －∵ �∴■∴ ∴∴ �∴∵ ∴／ら∴ ∴∴∴ へ、、滋、、 �∴∴∴ ∴∵ ゝトトぶ、 � �∴∴∴：＋ ．∴、 「．：∴∴∴ ∴∴∵ 蔦、ヽ ＼ �∴∴ 熱感 �欝態闘闘闘鶏醸 ∴． �や∵、 、、添 �：∴＼・∴ 　浮誌、、 ∴∴∴ �滋 � �議 子 懸 �、く態 ：－∴ ∴ �諒 滋霧 救，、！× ；∴： 予言／＼∴∴∴ �∴　∴∴∴∴　∴ ∴∴：・懸　　∴∴〔 

※懸 � �� � � � �ー　　　　　　　◆ � �：人　　　　　　　∴＼ � �熱球発熱淀 � � � �綴綴 ��　　　　　　繚 ∴∴∴∴∴∴ ∴∴∴ 　　　　　　き 

∴「‡÷「 、丈懸懸澄 �∴　∴、∴∴∴一 　　搬幾欝 　∴謹鴇繕 ���ゝ �・　イ �無くX、 落球 �識 隷懇 談漣 ※熊 ∴∴ ；∴ �港 �諦∴ 1－－－1■ ∵∴ �餓 ��◆11－ �“・．‘1－11綴畷i 綴綴撥騒 ・i・i実1－1－■ �　◆注意 ｝ヰ∴言∴「 ∴：∴言 �、演義 溺蟻態＝態 � �∴ � � �1． ㌧∴： �“∴∴ 綴畿畿漆 �懸縫製、 ・一・・欝 畿綴 ∴∵言∴ ∴．∴∴ ∵ ．千一 十日∴∵ 態綴嚢 

∴ 綴濃 蘭 　発議 �、畿薫 製愁懸 態懸 �1∴）；←∴－∴ ．－ii∴ ∴∴∴ ∴∴「 、綴綴 総懸 ∴∴ 潜 、頚躍懸騒 ∴1． �、総、線を ∴／＼i ∴∴∴∴ ：∵「∴ �総畿 ：∴ ∴： ∴∴ ＼㍗ 鱗 �∴∵ ∴ ∴ ∴、i 熊或 ∴子 ：1 綴 �∴ 畿畿※’ 綴漆態 ∴ ��； 〉滝 ∴∴ ヽ∴ 子、 ∴∴∴ （、 i滞 綴 �∴ ∴∴∴∴ 懇繋緩 一一1－1－1 �、－1．1 －－1・－1－－態 態渠 ∴ �懸滋 子 ∴「 、∴㌻言「 �∴∴■ ：∴ i■ ∵子∴ 事※滋 一・ ∴∵ �　溌主戦 慈遜慈発禁熊態， �∴∴∴ 滋簿 黙黙態態、 � � �13台 ‾◆∴∴ 1－′ 無言 ■ �i′ －∴ －－ －； ； �蕊 iへ∴： ◆i′ ‾「 ∴「∴ ∴ 、、S i ��縫、 賓 i ��∵∴ 　　∴、， 
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3　北東造り出し

形状・規模　大きさは裾まわりの復原で東西（突出長）8．5mX南北（幅）12・5mをはかり、長方形を呈

していると考えられるが、各辺が直線であったかどうか確認していない。各斜面は竜山石によって葺かれて

おり、河原石はあまりみられない。造り出しの高さは周溝底からみて1m程度であるが、周溝側の上面の流

出が著しい。

小斜面　造り出しが後円部に取り付く部分には西造り出しと同様小斜面があり、小ぶりの河原石が葺かれ

ていた。幅0．4m、高さ0．2mほどである。

方形埴輪列　造り出しの上面を囲っていた方形埴輪列は、西辺の7本と、南辺の2本（隅は重複）を確認

している。円筒埴輪は1段目の突帯程度までしか残存していないが、底径20cm程度の小型品であった。埴

輪列の検出範囲が狭いため、西造り出しのように食い違いが存在するか未確認であるが、小斜面と埴輪列の

距離から考えると、ここではないものとみられる。幅0．4mの溝状の掘り方をともなう。また西や北西の造

り出しと同様、ここでも壷形埴輪が存在しているが、どのように配置されていたのかは不明である○

形象埴輪　方形埴輪列の中央部から家形埴輪と各種の器財埴輪が出土した。それらは埋葬施設の上部に配

されたものである。形象埴輪の基部とみられる埴輪が、埋葬施設の陥没にともなって内側に傾いてはいたが、

北側で3本原位置をとどめていた。このうち東のものは、その直径と破片の出土状況から復原された盾形埴

輪の基部と考えられる。残る2つは不明であるが、破片の出土状況からみて、どちらか、あるいは両方が甲

胃形埴輪の可能性がある。これらの基部を埋める明確な掘り方は確認できていない。靭形埴輪と家形埴輪に

っいては据え方はわからない。靭形埴輪は破片が全面に散らばっていた。家形埴輪については、中央やや南

に復原された入母屋道のもの、その北側に切妻道で屋根倉式のものと片流れ進のもの、落ち込み南端に屋根

不明で柱貼り付けの大型品の破片がまとまって出土しており、各々その付近に配置されていたと思われる。

これらの埴輪片のほとんどは埋葬施設の陥没抗に落ち込んた状況で発見されたのであるが、埴輪片を全て

取りあげたところ、陥没部の底に近いところから、勾玉が2個検出された。1つは滑石製で、もう1つは緑

色凝灰岩製。緑色凝灰岩製の方は偏平なつくりをしている。これらは、埋葬施設を埋め戻した後に表面にま

かれたものであろう。

埋葬施設　形象埴輪の出土状態から、下に埋葬施設が存在することが事前に推定できたが、調査の結果粘

土櫛であることが判明した。

粘土櫛にともなう墓損は造り出しのほぼ中央部にある。長さ5．3m、北端の幅1・8m、南端の幅2・6mをは

かり、平面形は台形に近い。墓損は木棺を安置する部分のみ一段深く、それ以外のところでは、造り出し上

面からの深さは0．5m程度である。粘土櫛は、その下部の掘り込み内につくられている。被覆粘土の範囲で

長さ4．7m、最大幅1．0mの大きさで、墓損の束辺に平行につくられていた。粘土に覆われている木棺の大き

さも、推定で長さ4．3m、幅0．6mで、墳頂のものよりも小型である。残存している被覆粘土や陥没の状況な

どから箱形木棺と推定でき、木棺の上端はほぼ墓損の1段目と同じ高さになると考えられる。棺内の調査を

見合わせたため粘土櫛の構造の詳細、あるいは副葬品については不明である。なお粘土榔外からは副葬品が

みつかっていない。

造り出しの構築方法　造り出しは墳丘と同時に、地山を削り出して形づくられ、その上に薄く土を盛って

整形する。その後に2段に墓損を掘りこみ、中央に木棺を安置し粘土櫛を構築する。埋葬後に墓嬢を埋め戻し、

玉をまき、形象埴輪や家形埴輪を据えたと復原できる。

北東造り出し
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しかし埋葬をおこない埴輪を配置した段階が、墳頂における埋葬と同時であったか、それより先か後であっ

たかは不明である。これはこの埋葬施設の被葬者と墳頂部の被葬者との関係を考える上で重要であり、埴輪

などを通じてさらに検討すべき課題である。

埴輪　中央から出土した各種の家形埴輪、器財埴輪は、残存状況が良く復原可能のものが多い。これまで

整理したところによると、北東造り出しには形象埴輪としては家形埴輪、甲胃形埴輪、靭形埴輪、盾形埴輪

が配置されていたことが判明した。

［家形埴輪］家形埴輪はすくなくとも入母屋造2、切妻造1、片流れ造1、不明1、の5個体が存在して

いたことが確認できている。このうち復原された入母屋造家形埴輪は高さ61cm。精巧なつくりで、大きな

上屋根を持ち棟に鰭飾りが付けられている。また外面の全面に赤色顔料が施されている点など重要な性格

を持っていたことがわかる。切妻道のものは、屋根の内側の妻壁に入口部をもつもので、いわゆる屋根倉を

表したものとみられる。また、片流れ道の家形埴輪は小型であるが、三重県石山古墳に続いて全国で2例日で、

珍しい例である。このほかに入母屋ではなく切妻進か寄棟道と思われる個体がある。柱を貼り付けで表した

かなり大型なもので、入口以外窓が存在しない建物である。なお、1964年に北東造り出し付近で採集された

という神戸大学蔵の入母屋道の家形埴輪が知られている。

［甲胃形埴輪］形象部を完形に復原することができたものが1点ある。短甲は三角板革綴式を表現したも

ので押付板、引合板、帯金、地板をはっきりと区別して線刻している。革級の紐は長方形の粘土粒を貼っ

て表し、縁部は革紐覆輪を端正に刻んで表す。草摺は2条一組の鋸歯文を4段線刻したもので短甲下部に

直接取り付く。革摺部から延びる円筒部の様相は不明。短甲と草摺を同時に表現する型式の中では実物に近

い大型品に属す。復原高58cm。黒斑が一部に残る。

［盾形埴輪］盾面は頂辺が山形になり、左右の両隅が尖るもので左右、上下に強く湾曲したその姿は、

革を張った姿をよくとらえている。盾面の表面には精緻な文様が刻まれている。盾面の輪郭と内外区の境界

には綾杉文をめぐらせ、外区には鋸歯文、内区は横帯で3段に分割し、その中に菱形文や重弧文を充填する。

復原高約94cm、幅約54cmで盾面中央に黒斑が残る。

［靭形埴輪］鉄の部分は背板に一段高く表現するだけで、それ以下の矢筒本体のように箱形に作られてい

ない。矢筒本体はほとんど残っていないが、直弧文などの装飾はないようである。

以上が、北東造り出しの中央部分から出土した形象埴輪の概要である。このほかに、造り出し上面から転

落したものと考えられる破片が存在するが、数や種類を増やすものではない。なお北東造り出しでは、西造

り出しのような土製品や土師器は確認されていない。

北東造り出しは、埋葬施設が設けられたという点で西造り出しと大きく異なる。埴輪の種類や土師器の有

無なども異なっており、造り出しの利用の仕方の違いを教えている。（東方・松野・高橋）
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49　北東造り出し形象埴輪陥没状況　左に家形埴輪の屋根、右側に側廻りの一部が見える。
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50　勾玉　陥没による落ち込みの中から出土。

左は緑色凝灰岩製、右は滑石製。
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盛土 �墓墳埋土 �。〇年∋三 軍！∴∴4≡∋ � � �盛 
臆 � 

地山 � � � �地山 � 

享0 �i � 
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土

51北東造り出し埋葬施設実測図粘土都内は未調査のため、下半部の構造は不明。
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52北東造り出し全景（南から）

埋葬施設は墓嬢の長辺にほぼ平行になる

ように用いられている。

53　北東造り出し埋葬施設（南西から）

木棺の腐朽によって粘土榔上面、墓損埋土

が陥没している。墓損の下半は地山を掘り

込んでいる。
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4　東造り出し

形状・規模　束造り出しについては、くびれ部の調査において後円部に沿った北辺と、南西隅とを調査し

たにすぎず、形状、規模ともに不明である。北辺については裾部で7．4m、東辺は南東隅が流出しているが

復原長で13．0mをはかる。北辺では地山が露出していることから、ほとんどが地山成形によるとみられる。

葺石と埴輪　茸石は他と同じく竜山石を主体とする。また北側斜面と後円部との間の谷部からは蓋形埴輪

片、舟形土製品がまとまって出土しており東造り出し上からの転落とみられる。

谷部と家形・固形埴輪　東造り出しの北辺と後円部第1段との間は谷状となるが、西造り出しの場合と同

様、ここにも石敷と固形埴輪の樹立がみられ、加えて固形埴輪の中に家形埴輪を据えていたのは特筆すべき

知見である。石敷は小ぶりの河原石によるもので、谷の奥にはみられず、中央部に長さ約5・Omにわたって

確認された。固形埴輪と家形埴輪はそのほぼ中央に長軸を谷筋に平行に置き、固形埴輪は入口を後円都側に

向けていた。家形埴輪はその入口のある東半に寄せて置かれていた。河原石は固形埴輪の底部に接し、屋根

のある家形埴輪の部分を除いて、内側にも敷かれていることから、固形埴輪と家形埴輪を据えた後に石敷を

おこなったことがわかる。この手順は西の場合と逆である。

この固形埴輪は長方形の平面形を呈し、類例のきわめて少ないものと言える。長辺の1両には長方形の

入口が表現され、その部分の上部にのみ鋸歯状の装飾と短い突帯が付く。全体は上半部に突帯を2条めぐら

せ、下部には幅の広い縁状の突帯を廻す。この突帯はくびれ部に設置する前にすでに一部失われていたこと

がわかる。下部突帯の下には補強用の支えを1辺4個ずつ付けている。長辺88cm、短辺51cm、装飾の頂部ま

での高さ36cm、表面に赤色顔料が残っている。
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59　東造り出し周辺の調査区（北東から）　右端に谷部が見える。
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この内部にあった家形埴輪は、2間2間の切妻道で、棟上に堅魚木を5本乗せていたと復原できる。そし

てその内の2本には鶏がとまっている。桁行26cm、梁行22cm、高さ34。m。（森下・高橋）
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61東くびれ部調査風景

東造り出し（東から）上面は未調査である。
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子∴ � � � 
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∵ 弼閏畷 �一：∴　　∴∴∴∴　　∴： �����翰 � �亨、 ′ム ��責 務 
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∴÷　∵÷㍉∴∴ �� �謎 � �oヽ � � � ��懸 畿 停 ▼綜 駕 龍 ��綴綴 撥 ��∴ 綴 擬製 態 ���������綴 
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一ヽ一一 � � �∴∴∴ �∴「 � ��� � �� �意気∴∵1品 
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∴∴ ∴∴ � �熊 �欝龍三 � � � � ��∴●－ �・－ ��∴∴「∴∴∴∴ � 
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◆ � �◆ ��� � � 

緩 � �・－i脚部鍛　綴※ ��“′駁藤懸綴綴・綴 ���∴∴三㌧、：∵ �澱綴 � �� �� � � 
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料：「：：∴ 潮騒i翻高貴＼主 緩綴∴き＿ � �ーi謡＿ �警護 紫∴ �＿（熟請ii i・《・i！●1、1 � �＼ 

髄 � � � � � �「∴　ヽ∴ 

審＿／　＼i‾藤懸 � � � �� 
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65　東側谷部における家形・固形埴輪の出土状況（北から）

固形埴輪内部にも石が詰められている。



第5章　後円部頂

後円部頂の調査では、外部施設として方形埴輪列やその内側の形象埴輪の存在を確認し、内部施設として、

墳頂平坦面いっぱいに築かれた大きな墓損とそれに内蔵された3基の粘土櫛を確認した。またそれらを調査

する過程で、木製の箱に納められていたと考えられる遺物群を墓頻埋土中の2ヶ所で発見した。そこには、

帯金具や馬具、巴形銅器のほか、鉄鍵、刀剣類、鉄製農工具を中心とした大量の鉄製品が遺存していた。調

査は墓頻の四周が収まるよう現状の平坦面いっぱいに10m四方の調査区（のちに南にIm拡張）を設けておこ

なった。その際、墓損に切り合いがないかを確かめるため、中央に東西、南北の畔を設定している。

1　埴輪列

行者塚古墳の後円部頂は広い平坦面を保ってはいるものの、築造当初に比べるとかなり削られているよう

で、さらに中央部は盗掘によって荒らされており、表土のすぐ下には円筒埴輪や形象埴輪の破片が散乱して

いた。そうした埴輪片とともに多数の石材があって調査当初は竪穴式石室の石材かとも思われたが、それら

は墳頂部北西隅でみつかった石だまり同様、茸石材を再利用した後世の何らかの施設の痕跡であった。

埴輪列は墳丘主軸に平行する束列と西列が確認された。遺存状況は悪く、基底部が原位置をとどめている

のは束列の2本のみで、残りは盗掘によって埴輪がそっくり抜かれていたり、埴輪掘り方の底がかろうじて

残ったところに埴輪片が散乱している状態であった。北列と南列の2列については痕跡もまったく認められ

後円部頂
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67　後円部頂埴輪列検出状況（北から）
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なかったが、これは束列と西列の2列が2

つの粘土櫛のちょうど真上に位置していた

ため、棺の腐朽にともなって落ち込み、か

ろうじて削平されずに残ったためで、当初

は方形に埴輪列がめぐっていたと考えられ

る。方形埴輪列の規模を推定すると、東西

の幅は約4mであるのに対して、南北の幅

は東西列の残っている部分から推定して5

m以上で、墳丘主軸方向に長い、長方形プ

ランの埴輪列が復原できる。使用されてい

る埴輪は鰭付円筒埴輪で、壷形埴輪片の存

在から、その上に童形埴輪が載せられてい

た可能性が高い。埴輪の間隔は原位置の埴

輪と埴輪の抜きあとから推定すると約50cm

で、北列と南列にはそれぞれ9本ずつ、束

列と西列には11本以上の埴輪が並んでいた

と考えられる。埴輪の掘り方は落ち込んで

いるうえに残りが悪いが溝状に掘られてい

るようである。

方形埴輪列の内側の形象埴輪については、

ほとんどが破片の状態で原位置もとどめて

いない。ただし、中央部分から円筒形の基

部が残った埴輪が1本みつかっている。位

置から考えて、方形埴輪列の円筒埴輪では

なく形象埴輪の基部の可能性が高い。形象

埴輪の品目としては、家形埴輪のほか盾形

埴輪や甲胃形埴輪などがみられる。家形埴

輪には頂部に鰭飾りをもつ網代屋根や鍵手

文の一部とみられる線刻のある側廻突帯な

どが存在し、複数個体あったことがわかる。

盾形埴輪は、盾面に鋸歯文を刻んだ革製盾

模倣品だが、北東造り出しのものに比べや

や簡約な表現となっている。甲南形埴輪は

68　撹乱除去後（南から）
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69　鰭付円筒埴輪検出状況

三角板革綴短甲を摸したものである。この

ほか、壷あるいは蓋と考えられるものもあるが形の復原は難しい。また、小型の土製品様のものがわずかに

出土している。なお、後円部東側の第2段テラス付近から出土している盾と蓋の傘部と思われる形象埴輪片

は、後円部頂から転落したものと思われる。この盾にも鋸歯文が線刻されている。

墳頂部端をめぐる円形埴輪列は調査区内ではみつかっておらず調査区外をめぐっていると思われる。

埴輪列
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2　墓頻

墓塀　調査当初は真夏であったから日の照りつける墳頂部は土の乾燥が甚だしく、検出に困難をきわめた

が、頻繁に水をまき丹念に精査することで墓嬢のほぼ全域を調査区内において検出した。墳丘主軸に平行あ

るいは直交する墓嬢東西辺および北辺を確認した。墓損の南辺については未確認であるが調査区のすぐ南側
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70　後円部頂調査区実測図
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71後円部頂の調査区（墓娯検出時　南から）

に位置すると思われる。墓損規模は、検出面で東西幅約7m、南北幅9．75m以上と広く、コーナーはほぼ直

角で、墳丘主軸に方向をあわせた長方形のプランをもつ。十分に断ち割って確認していないが、状況からみ

て盛土完了後に改めて上面から掘り込まれる堀込墓損である可能性が高い。その四壁は約75度の傾斜で墓墳

底面に続くと思われる。埋葬完了後、黄茶褐色のきれいな土で均一に埋め戻されているが、西辺の中央付近

に幅60cmほどの異なる埋土がみられる。墳丘上面が削平されているために墓嬢直上の様子は明らかでない

が、粘土櫛の陥没による落ち込みに墓蝶理土とは異なる赤茶褐色や淡褐色の土がみられるので、墓嬢の最上

層あるいは墳頂全面に化粧土のようなものが施されていた可能性がある。なお調査区内では、墓損に関係し

た排水溝などの施設はみられなかった。

副葬品箱　　墓損の範囲を確認後、埋葬施設の確認のためにさらに掘り下げたところ、多量の遺物が2ヶ所

から集中してみつかった。これらの遺物は上面から50cmから60cmの比較的浅い位置にあり、撹乱抗に露出

した粘土から推定される粘土櫛のレベルよりも高位にあったから、粘土榔外の遺物であると容易に判断され

た。遺物の出土状況と鉄製品の下部に遺存していた木質から、それらの遺物は埋納用の木箱に納められてい

たと考えられる。

この2つの副葬品埋納箱には西副葬品箱の西側の部分を除くと、平面的にも層位的にも関連する施設のよ

うなものがない。また上から掘り込んだ形跡もないから、これらの箱は墓損の埋め戻しの過程に特別な施設

を設けずに置かれたようである。ただし、西副葬品箱についてはかなりの量の鉄製品を内蔵し総重量も相当

なものになるから、鉄製品が箱に収納された状憩で運ばれてきたのではなく、箱をまず所定の位置に設置し、

そこに鉄製品を並べていったものと考えられる。墓損の西辺にみられた異なる埋土はこの儀礼と関連するも

墓塀
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のかもしれない。一方、中央副葬品箱は西副葬品箱よりも小型で内蔵量も少なく収納したまま持ち運ぶこと

が可能で、同様な行為がおこなわれたかどうかは決められない。水平レベルでは10cm程度の差があるが、

ほぼ同一面上と判断できるので、2つの箱が同じ降格のものであり、一連の儀礼がなされたと考えてもよか

ろう。

なお調査としては、西副葬品箱は現地で実測後1点ずつ取りあげたが、中央副葬品箱については一部の遺

物の遺存状態が悪く、取りあげによる破損が危ぶまれたので、（財）元興寺文化財研究所保存科学センター

の協力を得て土ごと切り取りをおこない、1次調査終了後、同センターにて改めて取りあげをおこなった。

3　中央副葬品箱

後円部の中心から北に2m弱、西に1m弱の付近、表土から50cmほどの深さの墓蹟埋土中で発見した。

平面的にみると後述する中央都と西櫛のちょうど間で北よりの位置にある。遺物のまとまり具合や鉄さびに

よる底板らしき木質の遺布から、南北80cm、東西25cm程度の木箱が復原でき、その中に帯金具や馬具、鋳

造鉄斧などが置かれていた。一部の遺物の重なりはみられるが、後述する西副葬品箱のような重層的な配置

はなく、鋳造鉄斧が北小口に2点、南小口に1点と分けて置かれていたほかは、同種のものはひとまとまり

にされて入れられていた。南の鋳造鉄斧は刃先を束に向けて小口板にそわせて置かれ、北の2点は、箱の腐

朽による崩壊にともなって原位置がやや乱れているが、刃先を北小口板に接し、両側板にそわせて1点ずつ
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千　一一 � ��＋蕊話語無籍 醗・i �　入港、∝ 　′ぎ雑書．、、 ∴　∴∴ 
：∴∴∴∴∴ 　子 。鰐翳 �：∴∴‘‘閏‘““““““ 「： 曝‘”懸灘・－ �∴∴：∴∴∴：∴∴ �　∴子 鰭蘭醸醗撥饗 ∴∴∴∴∴∴十 ・瀬態・－ 

∴∴∴∴ �∴∴∴ �∴∴　∴．：∴ �∴∴∴∴　∵丁∵ ��一∴∴∴∴ ∵．1㌧ �績一・i・、 「、子 �∴∴．　十二 
綴懇i‘i綴翳　欒懸・・ 　　　詑譲 ��囲醸／畿譲饗認 �、綴灘綴、態※ ��∴：∴　　十㌧：売　　主　　　　∴　　　　∴∴高 

瀦一顧題額畷 ∴∴∴∴ ��∴∴∴ ∴吉子 �「∴∴　∵∴∴∴＼ 　　詳撥鰯藤懸黙 　、簿 ′護　をノ �麗灘一醗’闘 ��謙 �∴∴∴ ∴網子言 灘欝灘 �∴　∴∴ 　　∴∴∴子∴： �′ 
i二，　　∴ �� ���∴十∴ 　∴十 　二 �∴∴子∴　∴　　　　　∴ 

綬 li「∴ 十十 ∴ �諮緩 ∵：∴∴ 緩繍謡認騒綴 薫磯〇 千∴ �÷∵：∴ ・・・．‘ 　ヽ∴ ∵ ”懲 �．∴∴∴∴∵∴ 懸灘綴麟饗驚〝 淫 ．薬事 　∵ ∴∴ �溌騒滋 饗綴－‾〝 十十 ． 子 溺醗曝露 慈響遼蟻1‾・ ー1－ 鶏※ ∴∴ 態懸 撥磯 撥態 千 台 ��－∴∴ ．∴＼∴、 闘 熊緩蟻鶏 ∴：∴∴∴ 。簿 三・・ �畿態 1 ㌧＝6 ㌧∴∴∴ 言∴「∴∴∴ 予言瀧∵∴ 綴巻繊 艶綴蘭願関懸饗〉 忠掃 く／発、 「言霊 ／－ノ無 綴懸溺闊騒懸溺醗 

潔轡 綴態額灘 �； 言 �i 　　　＋ 　ヽ∴∵ 

．： 態様 ∵「：十 �総額懸擬態 �　8 ㌧ 　∴∴ 

「 ∴：∴　　　　　　　　　　　　∴ �����騒躍躍懸醸闊闊醗 

∴　∵ �擬態撥 �子　　　　　　　∴∴ヽ �� �∴主∴、 ；∴∴「 ∴ ��　∴ 　∴十 　　一 十　∴∴　∴∴∴ 

※綴綴懸発議撥猿轡撥潔綴灘鐙怒綴澄撥撥翳※霧畿饗緩懸擬態態撥緩懸綴綾瀬緩懸磯鶉繊維緩畿綴懸蘭醗藤懸 　沸 　騒慈　　　　　　　　　　轡を慾 　　　　　　　　　　　　淡約 　　　　　　　　　　　　蓮華 

．∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴：主∴： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴ 

∴∴∵∴：∴∴∴ 　一点　∵∵　■ 灘懸慈憑綴綴擬態綴強さ擬態騒蘭 　　∴∴ 

後円部頂

一　48

中央副葬品箱　品目

帯金具

金銅製能文透彫帯先金具1

同　　　　餃具1

金銅製鍔3

円環形青銅製品1

筒状青銅製品10以上

鋳造鉄斧3

馬具

円形鏡板付轡1

長方形鏡板付轡1

鏑轡1

餃具1

円環形鉄製品

素環頭状鉄製品

不明鉄製金具

72　中央副葬品箱（中央）と

西副葬品箱（南から）



繕羽護　　　　　　　　　　　　　絹翻‾格－　　　　　　　　　　　　　　　　　閻強固醸鑑謙一謹灘接　珊　　‾　緩懸　　　　　　羅韓雄　　　　　　　　　　　健 ∴十∴∴∴．∵∴　∴∴∴∴嚢憲∵∴∴一躍墓守翠重義窯∴＝三三∴「∵∴ 

∴　　　∴∴∴　∴∵∴　∴∴　∴　　　∴　∴　．∴∴　∴∴雫　∴∴　∴∴∴一幸 

綴懸慈霊紫驚翳薄田－羅誓願騒醸漆畷懸懸灘騒騒醗撥藤懸綴撥緩態讃 ∴〕∴∴　　　∴∴∴　　　　．　　†∴　　　　　　∴　十　　　：∴ 
∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十一　　　　　　　　　　　　　　　　∴　∵ ∴∴遼寧：　∴．∴　　∴警詩語　∴　　∴∴壷　　　∴∴∴∴∵「 

∴∴　　　∴　∴品　　一定　∴「．　　　　　　　　　「　　　∴∴　∴　　　∴∴ 

∵∴　　　∴　　　　　　　∴　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　∴∴　∴　　「 

露∴．∴　　　　　　　　∴∴　：∴　謹書圏国語∴雪　　子．　∴∴∴　∴．∴∴ 
了　　　　　　　　　　∴㍉∴∵∴　　　　　　　∴十千∴1　　　∴　　　　　　　∵．　　　　∴ 

÷∴　∴喜．∴∴　書∴∴　喜連∴－∴∴∴．∴∴　∴柴∴∴∴∴∴∴∴∴ 
∴　∴∴　　　∴∴∴∴言　∴十　　一　∴　∴竜工　　　一∴一　　∴∴∴∴∴　　∵∴∴∴　　　∴ 

激闘　　　　　　　　　融　　点　懸　　　　　　　　　　　雄　　　　　　　　一l‘綴欝競　　　　　　　　　　　　演 

漣∴　　　∴∴」∴∴∴∴　　　　∴∴∴∴　　∴∴　　∴∴∴　寸享子∴∴　∴　　∴∴一：言∴∴∴∴∴　一∴∴∴＿　∴∴． 

∴　　　　　∴∴∴：∴　∴　　　∴　∴「∴．∴∴一∴　　　∴」　　　　　∴∴　∴斗‘∴∴∴　　　∴1℃∴∴　　∴∴．∴：：∴　∴．∴　圭∴∴　∴ 

一∴子　　∴∴：　　　　　　　一∴∴　　　　　　　一∴　　十　　　　　　　　　一一　一　　　　　∴　　　∵、∴ ∴∴蕊薄雪　∴∴∴　　　∴∴∴∴∴∴∴誌華．∴．丁案寡言「∴　、：　∴∴∴÷∴　∴∴∴∴．芸子∴曳三∴ 

三∴∴］∴三∴∴∴∴∴∴三輩∴三三輩∴麗∴．麗三∴繋輩 
泌灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　霊諒謙　　　　　り　藍離せ　　　　H　畿　　　　　　　　　「泳　曽　　渋　　　競醗饗綴 
∴　∴∴　車　∴　　　　一∵∴「∴∴言欝、∵、∵　∴∴　∴一　∴∴　　∴∴　．、．∴∴∴　　　　∴一∴∴∵　∴　∴ 

∴　　　∴∴∴∴ぎ∴∴∴∴ぎ∴　∴　∴　遷　せ丁∴二二∴∴．∴∴∵－∴　　∴春雪∴∴．∴　　一　． 

十　　　∴∴∴　∴「三軍　∴∴　∴∵∴∴∴　　　　∴　∴　∴「蕊　　　　∴ぷ∴詩山‘言　　∴青嶋蓄h∴∴言　　斗　　　　∵ 

襲轟蜜．∴　∴∴∴∴∴∴∴∴∵∴∴一∴襲軽　震轟邁∴ざ∴≡輩輩　∴∴∴． 
∴∴＿∴∴．守　∵千　一　　∴　．　∴　　　∴∴　　　　　　　∴J一　曲i起因　∴詳∴∴ 

畿潔　　醗懸態　　轄　　瀾漢謡　　　　　　　　　　添　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　拙く柵が　灘　　　　灘　　　　　優　歎　畷闇 

輩輩 
弱豊幸　一　　　　∴子　　でヽ〕∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　■∴　　　享，∴．∴　　　　　÷「∴∴．「∴　　　　　∴　∴∴　　　　∴∴ 

遼　∴箋∴∴薄∴∴∴　　∴∴叢讃悪「∴∴亨．．∴∵∴∴∴「∴∴輩∴導∴∴薫車∴∴ 
＿　　　∵　亨　∴　一　　　　　　　　　　　　∴　∴　　∵∴　∴　∴∴　　、∴　　　∴　工∴　　　　　∴∴∴　　　∴　∴　　　　　　∴∴　　一 

「　．十二醸、　　　「．∴　　一　　　∴　∴　∴一∴　　∴　　　　∴．∴、．∴∴　セ　∴　　　　　　　　　　　　　　言．∴∴ 

養護鶉∴∵∴轟き∴．∴∴：∴　∴∴∴∴　一蓮轟音∴∴∴薗∴亨∴∴∴∵∴∴∴連繋．∴∴∴∴き 
∴∴∴　子　　∴∴∴」　∴　∴　∴　∴　　　　　∴　守　　　　　護∴㌔‡　∴∵：　∴主　　　　∴∴∴∴　千　一 
∵言直∵∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴　　　　　　　　　∴十㌔章∴　　∴∴言　　上∴　　　　　　∴　∴■　　∴　　∴　∴　∴ 

∴∴∴∴∵羊∴　∴∴㍉∴　幸二∴∴∴∴∴　∴∴∴葦璽∴∴：遷繋．∴∵∴∴∴∴蓮∴薬毒 

三∴≒∴∴÷∴∴∴∴三三∴三三三三∴∴∴≒輩輩rr輩輩輩∴輩三輩 
∴．∴繋∴∴∴議漆器∴二三：藍襲宝達輩∴∴餐　∴∴繋∴∴÷∴．芸轟註∴∴一㍉ 

鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、湖　　　　　　　　　　　　鰍　　　　　　　　　　　　　j 
吏　　　　　　　　　　　∴一　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵∴　　　　　　　　　　千　十　　　十　ヽ　一 

．∵∴∴∴三　　　　…幸三芸∴　　　　∴∴　芸事∴∴∴　∴十．∴∴「．∴∴∴　∴言　∴∴∴∴∴ 
畷饗　事　　　　　　　　　　　　　　等〉　　　　　　　　　　綬　　　　　　　　　・、繕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　鰭　　　　　　　　　　　　　くれ 

遵∴轄∴∴∴　　　∴∴　　∴　∴　∴　　∴　　∴∴∴　　　　　　　　　　　詰∴∵　∴∴千　　　十 



北端の東側のものには接合する破片がなく、壊れたものが当初から入れられていたようである。

馬具はすべて鉄製で、円形と長方形の鏡板の付いた轡がそれぞれ1点と、鏑轡とよばれる鏡板をもたな

い轡と推定されるものが1点の計3点出土した（96頁参照）。円形鏡板付轡の上に長方形鏡板付轡が重ねて

置かれ、鏑轡もすぐ南側の接した位置からみつかっているので、馬具が意識的に箱の北側にまとめられてい

たことがわかる。3点の轡はいずれも鋳化が激しいが、2本あるいは3本の鉄棒をねじりあわせた引手や衝

が付いていて完存している。ただし、錬轡は衝の部分のみで鏑や引手の部分はみられない。

帯金具は龍文透彫の餃具とそれと対になる帯先金具と鍔3点の計5点が出土した。これらはすべて透彫で

、、し：＼

筒状青銅製品

∠：⊃

緩i姦 � �融　一霧議憑讃．憩鎚駆 � 

lU－‾し 繕蜜態義認 �：∴∴し：「∴ 

媛 ∴． ◆◆ ��繁華謙鰯・言、＿i �∵： 一・九一iii 

後円部頂

餃具 

患者；　　　　　　　鋳造鉄斧 
′　　　　　　　　　　　長方形鏡板付轡 

円形鏡板付轡　　　　　　　　／ 

帯金具　　　一一一一　　　　　　　　　　ク 

桑田8r、、、、／馨醒 
〉　　　－　＼ 

．　　　　　′／　＼＼ 

i　　　　　　　　　i、－　　　　　　　鋳造鉄斧 
∈ヨ素環頭状鉄製品　　　鋸轡 

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

74　中央副葬品箱出土状況図

懸離縁醸 �∴ �∴∴一 箪 ���∴．∴貴書∴：∴∴ 腿．： ∴∴ ∴∴∴ �一・11鎚＿ �∴∴∴∴．∴「上∴∴ 鰯鰭鰹欝騒顕 ���寮京 ∴言 も⊥ ＝誌極 ∴．∴斗 萎繋 

∴∴十∴∴∴ 鴇謙譲－i雷鳥二言 �畷ま 「．∴∴∴ �・・、・・題 ���� �二年 � �� 

ヽ二時・・ �ーiiil‾i ����惣・ � � �� �� �� � 

1両1°一年〝 �∴、‥∴ �11－や �∴∴∴ � � ��十 十 �∴ � � ��� 

∵∴ � �∴∵∴ � � �� �怒 �■ ∴ ���� 

一：●・ � �韻 �紙 � �ーii葺小 �� � �蟻 �霧態 � �∴ � 

襲灘騒．i欝鰯 �� ��������繋 ∴「“　　∴「∴： 

議題‾－i・ 　∵∴ � � ��※ 

二 � � �� ���� � � �� 

：∴ 　鰯 � � � �ー＿i挺挫i ���� � � ��� 

∴・∴ ili、iii騒軽 薄繚鰯i・ �� ���� ���吉∵∴∴∴∴∴ 　千∴∴ � 

∴、∴∴∴　∴∴ ��� � �一・・鑑 ��綴潤慈謙、 ��子 � 

開聞闘闘畷 � �＼＋ �oi．ilし1 ＿1㌦． ∴∴ 線i圭一予1－ � � ��i轡 � �� �繋響．“ �・・餓 ��・議 

75　中央副葬品箱と中央椰・西榔上面（南から）

畔の下半に見えるふくらみが粘土櫛の上面。
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‾　　寒 ������ �� 

ri濾1 ��� �／＿騒綴 ��、・ � 
一斗子言∴ ��� 

織豊∴∴ ���� � �� 
翻惑溺閲鮨ii嵩 ������ ��� 
擦績 �！，章‾1－ ∵∴ ‾、蘭離 ∴．∴読∴ 篤 ��� � � � � �∴「 �絃 i転 ∴：∴ ∴∴ 、k ������撥轟鞄議1、巌流＿撥 

繋 �・毅 1．沌 i． ∴言、 ��������∴：◆ �詰 

∴ヽ �iギ ブゝ �鰯i：一 言1．∴ �読 三｝ �蕊i ＿滋 釈屯 ��������、一一敬　一騒 ‾鰹’、′、繍 ii畷＿、1・調 

態 �1ノー重量獅 � � �∴†∴∴ ‾溺 ��� � � � � �態 �「．∵： 　千∴ �練 絹告 ����∴： 

十　十： 闘囲闘 ∴1、 01（読売 ������ � �十一 � � � � �∵∵． ‾鵡－ ‘．‾＿撚 《・： � �謎瀬 ii‥き、縫 �登 ∴∴ 　鍾 諾　駁薬 ��　高 ∴∴ が．＝■i 冨轡i二 二． 
う 讃 ∴」へ∴ 

騰畿 ‾－護 �� � �� �� � �◆ � �＝青色 ���翻 ∴ �� �∴ヽ ：－∴ 言「 、‾i瀬 �c 持i薄 駿 iSiニー ∴：子 ＼■ ） 醗 ∴∴ ＝鏡 ‾f � � �∴、，． �� � � � � � � � � �弊璃闇国際 

ノ � � � �� � � � ������ 

∴∴∴：∴ 

｛： �轟 �こて � �∴∴：ふ∴ ��� � � � �� ��∴Ciく二、 歳線 

闇葺 蟻溺 �；緒言∴ 
士 ��� � � 

1嫌 � �� � �、駕 ���� � � � � � 網範i ���綻 ����� � �� � ��i醗畷 
ii、l 溺票 ：：∴∴∴ 謹蒋 ��������� ��� �　∴十 ∴÷∴∴ 

昌 ��������� ��� � � 

閏，轡，三 ������� � � �‾鮭 

76　中央副葬品箱出土鎮轡 77　中央副葬品箱出土円形鏡板付轡

‘窟 ��������� �i或藍藻 ＝／i櫓潔． � 

′●∴一 燕懸漆 　持場i誓蔓暴／ ‾‾醗溺閏騒閲圏題額i騒擬擬態 　ri躍撥題 増援言1． ∴ ∵∴∴高言．、、∴子 �������：∴十 睦懸 蘭艶麗闘騒 謹製一類総‾ 13；＿－ 離i′照1 －● 十一∴．： �十十 i・－畿 ∴子 �：1 漆一・ 響i ∴∴∴ ー？、i �’き二／＞ †∴： 1．毒卜へ ∴∴∴書一 之子 持辱 �∴∴∴ふ三∴言 海 l，i＼．嚢 l 予言「∴ ��ナ∴　∴；∴　∴∴一 驚‾1番騒・i懸饗灘灘一一1－灘総 菜　∴∴　薫∴嘉等 

嶋i〝 ∴＋ �ii／鶏 ∴∴ 維三滝薗鰹惑怒 �■1．‾： 菰　－ii縫 �；∴ 瀬攫 �、 �二‾撥 ∴〇㌧∴ �ii＿i感‾i 園態懸畿醗 �「 �・一　重 �　求■－ ∴∴∴：－∴ � �� � �ー撥 �千∴ ．ヾ：・ � � �諮謎 ま ∴： 醤 ��　閣議 鰹擬態懸 � �　∴ 1、‾勺＿ �ー1、ざ‾〝≡ �‾〝ぐii �� ��i‾綴凝轟 ふ瑳ミ十十 �′：∴∴ ＼1冶 �∴ � �iiiL鉾 �� �　●：∴ 潔鬱畿鷲 �∴÷ 
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78　中央副葬品箱出土長方形鏡板付轡　円形鏡板が鋳着。

文様の外形を表現し、図像細部を緻密に蹴彫するもので、鍍金されている。奈良県新山古墳から出土してい

る中国晋代の帯金具に類似し、それと同じ系譜の製品として理解できるものである（93頁参照）。帯金具は

箱のほぼ中央付近、前述の轡の南側に一部重なって出土した。龍文をもつ餃具と帯先金具の2枚は、帯にし

たときに端になる龍の頭の方向を西向きにそろえ表面を上にして、餃具の上に帯先金具を水平に重ねていた。

そのため、鍍具の龍は南が天、帯先金具の龍は北が天という向きになる。この2枚は円形鏡板付轡や鏑轡の

上に重なり、さらにその直上に鍔や円環形青銅製品、円環形鉄製品などが折り重なり、最上部にもう1点別
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80　中央副葬品箱出土鋳造鉄斉

の鍔があった。南に5cmほど離れたところでも別の鍔がみつかっている。鍔は3つとも鍔板の文様の面を

表にし、垂飾自体は連結部分から折れ曲がったりしているが、垂飾の付く方向はすべて西側に向いていた。

鍔の数が新山古墳に比べて少なく縁金具がない点は特異である。出土状況から検討するとこれらの帯金具は

革などの有機物に装着されて帯になっていたようで、現に帯金具に近接して赤色顔料がついた有機物もみつ

かっている。鍍具の重なり方から考えると、帯はまるめたり単に折りたたんだのではなく、半ひねりしてニ

後円部頂

52　－



篭 �・慾 � �� �∴・事 �雪 � �i‾＿遇∴ �� �毅讃閲歴覿i 

撥鶏 �ヾ ��� � ����題閣 」撤 ー↓‾ヤ �頭蜜懇十二、 　も �蒸器滋 ‘守一∴、 ：一子∴ 
∴ �� �議遜、■ ��� � ��欝 � 

事と ����謡 ヽ《 蔓 �＼iiL〝 iii娘 、‾i＿，禽： 

饗 ヽ＼∴ �∵∴ ∴、： �∴＼ ー＼∴ �ゝ＿ ∴き・∴一髪 ����� ��� ���・ie＿ 

1　－年ミト章二：・ ���ー ��舛　穀 詳擬′人 �　●： 嘗蘭 

＼」†‾ �����������薫張連語諺護慈 　　妄彰 ��　　　∴ 　　∴＼‥一 二亀．ぷ率寧 � 

薄 ��� � � �ーヽ∴ ��� � � 

悪議案畿議iさ慧 ����彊蕊髭i ��� 

∴∴ �i吉 �　揖 墓∴雪野 手 

γi‘→← � �〔 

、 � �？、‘”i ＝諮、 �註起閏暖 1－ヽiiJi 　＿トへ 　‾●∴∴∴ 、塞姦淫蓑怒醤 �： �� 

∴∴ ��一　∵∴ � �∴ �∴．一 清‾、ij 

駁漣露議題1 1．千一1番一 　一i｝トi； 、‾∴ ���� 
喜入‾、hL j ∴∴．一 ∴；∴ ��．〕拷■， ◆ ¶野 

81中央副葬品箱出土帯金具

、／非議遂 　諸i 嘉 i謡認識＼ 、恥繋1枚‾11°i ���馨 �麗饗 �讃彊 � 

＿　　　誌（、 ��書誌 繁 ��「‾ヽ∴　∴ � 

認諾慈 ���：滝で－i ����1、登諜 

瑠 　ブ「 �・●∴　　　∴ �� 

＼∴∴ � � � � ��運i÷iii蒲襲　－ 

潔彊紹陸田畦製 ��∴∴÷ ���� 
：「∴ �．癌 �� � 

－“●〃〇 ㌢烹　－ヾii・瀞i認曇1監藷 ��� � � ��� 

虹　／i擬＿ ��� �1－1／早襲 �� �÷1m：二 �� 
農iヲi 　三一消去Li． ���� � 

：・．：∴ヽ∴ ���暮 �’メIbi �雑 �� 

∴∴一言∴　　　∴言－ ��� �i議iii ���．＿＼ゼ 
＋∵∴∴∴　　　　　∴∴ ���∴　　∴∵ ��＿溺疑臨戦 

濃縮・． �塑転義覿i �� 

”‾“1r〇〇〇〇－‾ ��� �∴士∴∴ �1㌧蕎 　i籍＿ ∴－　∴ 

去翳 ���義 i／詐 ��▲∴ �∴　∴ �こ義一赤 壁讃 �嵩議謙 � � � 

＿∵主∴ ��∴：■＋： 昔ii議i �漆ii ∴： � � �専 ∴∴千∴ � � �あ．：i‾‾ ふ， ∴∴ �：？シ � �∴÷∵∴ ‾‾－‾畿ii羨111、 ・i‾i亀 

案離縁窪ま ������ � �一言帝詳誓 �� 

＋∴∴ ‾＊1＼i �� �＝窃i∵ � � ���� � 

、一基i繍談 ÷∴嶋：「∴ ��i＿11－年 � �iゝ斗 ∴一一∴ �� �モ諦 ∴‘緊：iiiin子供亨 ��� 

＼“率選 一トへ一隻 ��������� 

襲 
二子事 ∴、荘子∴ ��∴ � �� ��鄭撃 � � �，i習“′ � �；ヽ∴ � 

－∴薫 i‾高専：中 二‾ihi ����� ����� ���� 

言説 �／＿議讃 �� �i糞ノ ��華i �∴∴： 

‾i‾＿／ �■∴ 二三∴∴ 1°中一、“ 雑＿蕪融1、1＿ 蕊蕊 � ���������� 

蔦 � � � �iヽ： ヾ∴」∴∴ � �∵∴ �遵手早∴：「∴∴ ��∴∴　∴ �� 

震嚢 �穐きi �；ヽ �一議灘 ∴ヽ∴ � � 

∵ 

・i圏一闘嵩　i圏ii圏‾圏闘“圏圏 

圏題溺遥圏i闘囲闘圏囲 囲園閣i華‾圏圏撥醒＿＿ii圏躍闘i∴二1、二閥 怒　　‾idち鯉弼 珊　　顕揚＼篭議 ：縄∴ i・瀧“‾‾ri艶峯量感 　∴蒲団i推一 一一繍謀－／－繭翻i馴i〈霊 溺圏醒醗畷i測、i騒鰹一閻醒醗 

／i／主　　　　　　i菅沼華　　　証／、詳言 　　　　　∴　∴　∴∴〕一∴　　∴∴ 

∴∴：　　　　∴∴J：∴∴∴∴∴ ∴輔∴∴∴謹∴謡測器∴∴　∴．∴∴∴∴∴∴：um∴∴∴ 

闘圏溺　＿藷、閻一題軸 
離　　擬寿欝繁　　　　　　　　　　　　くii畿－＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　専驚顎勝　　i調　　　＼瀾 

i頴蘭蘭畿慈翁　＿－鞠憂愁　　　薫適即　年　　　中・　　　滋誌〇・高閲総態綴 　　　　　　∴∴　　　　　÷∴ 

82　出土時の帯金具

53

中央副葬品箱



闘擬態議1　－離饗蘭“ �� � ���、’漆i ◆ ��議艶「二言　　艦。1高言読売喜 　怒壷遷し　－、“i‘iト縫撥 ������ �� ��� �÷∴∴∴ �∴ �∴∴∴ ∴ �轢騒蘭 　　へ－1°・ 
鶴闘鶏燕藤懸 〉 l、iiらni‾、i 　　ざ‾〇日i ��治績‾1°‾‾ 題轡謎鑑ノi繕躍繋 ����i冥三＼ 一環顎‾．・ ���∴「∴∴ヽ 壷盛薗監霧 ニー重畳J 球‾一 撃、＿＿ お悪‾ 子 ‾‾栗二二‾ �態墾藤吉 ∴「「蕊手肇 違：∴． ��ヽ●：∴ ∴子 ��青．／i � � � �∴∴ヽ �ー∴も 欝 農l‾ ヤ1■ � �：て十一‾ ：〇一（1 ㌧●：∴ ∴÷ 弊：：－ ：“‾ �　　∴∴一 、＿－鍵ii・離籍 諒潅漑言霊∴二言‘1言 　「∴∴ i′∴i議＼／諒‾㌫ここ 

懸藻一 　幸1， ／灘縫饗溺認離i 　∴言：∴∴ 雄三： 製 �� �漆 �������������������：1∴　∴ 

；∴　　　∴∴∴－∴∴÷∴∴、∴ 議 �������� �1－二‾持上 議露か危 �� � � � ���i議で ′、・手綱 ‥・愁 �■竃：＿ 1，＿、・筆 �∵享 敬 一■1－｛一一 � �＿　‾、i 

イごii／ ∴ヽ∴ �璃1°、 �������∴十㌧や：∴∴ ��ヾ．∴ ���� ����楽 日ヽ「 一＼■i望 ���し‾「 ‾瀾‘遼繋‘騒懸緩流澱 ノ嵩1人、 

ず∴∴∴　　∴∴∴∴ �� � ������塗‡薫寮歌鞭 �� ��� � � ����一睡 �躍 i／■ �束i／こ ∴与∴∴＋ 騎溝 憑 �∴．∵∴∴∴∴膏∴∴ i‾シi・ ■綴i認鵠嗣軽 †∴シ “i∴ ‘子 

蒸器－il‾i＝統一 　　∴∴： ��こJ∴ ：∴ � � �� �i京野暮 ����‾・筆 　　　耕 ���輝一一二㌧「 ����．「l一 ∴子 ∴∴千一∴i ‾．ふ； 

ー◆ � ����謹選圏悶欝∵： 　戦 ��� ������ 
」＋∴ 　トト鼻二 � � �○： ��� � �　：∴ 、i彰子・ 

i弓子千言i言 ���ー　◆ � 

嵩、 欝等懸緩 ○電工Ⅲ－ ！㍉∴ �●一、・一：∴∴ 慈闇圏盤藤 ・一°やi婁i‾－一基＿． �、il〇・十一㌧：∴ �言蒜 ∵∴ �‡争、i ��∴∴ 　∴∴子ニー∴　■∴ ����� ���蓄′　喜∵紺 ����国 ��∴∴㌣ �iJ謡、、■“ ∴∴ 

∴÷ ∴」．∴ ���������灘 頚 ��� ������ 

：∴：　∴「「∴ ����慈雲 � � � �∴　　∴●十 ���������� �∴i∴誓毒懸態瀾 
醗i醗難　＿漣隙護・（ ��講藩凝醗韓国享圏∴∵∴囲 ������������∴∵∴圏．　　∴　‾案継幾怒繁華 

83　帯金具出土状況

i嬬議事霊 ������������ 

●● � �� ��� ��諒 � 

88脈∵草書88m畦 �� �����ヽ＼曲00g �����・iii、　飴′ ������� � ����� ��∴ 
漣 � �� � ��� ��＿；要事嶋 ������� � ��� � � �� 

で、． 触 �－ �����：∴　∴ � �����∴ �������� ��� �� ��� 

溌 ●： �∴「 ．●： ∴∴ ヽ ∴∵ 讃 1 �ヽ∴ ∴∴∴．細事 鶏 ∴∴∴ ��騒、 導＿な ●●∴∴． �� ��� �’で 一∴∴ ��遥　i �舌〕 �∴＼ �も �／ � �＿ど霧・「 ���喜 � �まま｝ ；ニ：ヾ： 葦紫 ÷∴∴∴∴ 怒薫態 ●－∴ 一・1、・ 青くシ ：● ��∴ �∴′ ∴ � 

●′ � � � ����������� 

彊 � � �� ��法相6g言霊 ����� ��� �� �� ��採譜 

‾‾“00000000000‾ ������ 

÷　　　　　　　t　　∴ �� � �寒一三鷺栄華ii．∴：∴完 ����� 

「仁で．′ ∴∴ ��� �� ��� 

∴二子 �騒 ∴ヽ－ � ����������� �崎：∴烹 �：：〕∴∴ Ii章 二÷∴ � ������ �∴　■∴ � � 
裏、づ－ii誓願醤国造轍か－1、i言 ��� � � �� �●‘∴「∴ �議 �∴∴∴i・∴∴ � ��� ��� ��i　　　　　　◆ 

‘．・趨＿ ������ � �� 

84　帯金具　鍍具

●：∴ � �� ��� 

潔言：∴∴ ∴∴∴ ーi∴∴ へ、一て↓∴ ∴∴言渋 ‾エi（電 子∴l）i 十・：＋．∴ ；’‾祢 置一〇． 膏11㌦－ iヽ‾｝ ‥責 ←i二軍 ー‘享∴1 球 �i・∴∴ � � 浅澄譲溌懸．・，触 �＿，＿高卒 �馳’i議嵩流言　　＿藍盤萱讃 ���� 
ノ｛＼●ri′ ヽ－i′ii �ヶ青毒筆 ●i∴ �‾‾’　、もを　iこ � �浅薄議．韻　　　　　　＝：紫繋露盤薗竪i ������ 

諌」　　　　∴∴．∴　　　　　∴∴　∵∴∴盟 

；懸‾　　　饗曲関田嗣 

｛＿｛∵才 啓 ．しこ 主 題 （． ��滝 �姿萎 �∴∵∴　∴ ��＿∴．？二 ���＿事． 　ヽ �′ 一：i �� � 

i専一－ � �∴∴詫∴ 一一隻 ∴；÷ ∴＋∴「∴ Jt ∴了．i∴ rf‾i＿‾5 �� � �i・1・これ沌 �、‾二． 湊l ∴ヽ∴∴ 宅■′ 謡調臨懸 ��∴－∴法華 i），ii六人 ，i鶉i轍 �� 

圏義経i　　　i擬 　　　　†一 　　　　　　　半 �����∴i■ � 

：∴∴十十 年　　　－i墾翳ニー凝　潤　諮驚鰹 　　　　　　　　＝＿i｝●、i ������ 

董霊夢琴 �∴了∴ �バー1－・－ ��　書∴∵ i育”i十1 ＼一〇〇〇〇〇時‾’転読i ��　　‾騎績蒸発欝籠施 認翼葱監督i薩国璽溺藷輩 　＿言†裏、 ��� 

琶謎一　一一㌢謡饗一－。。。＿＿　一′5、． ���� 

85　帯金具　帯先金具

つ折りにして収納されていたようである。

筒状青銅製品は遺存状態がかなり悪く

て、写真にみられるように青銅色の錆が

土中に流れ出したようになっていた。同

じものが10本ほどみられ、出土位置は最

も北のものは円形鏡板付轡の西側にある

が、それ以外は中央付近から南にかけて

みつかった。やや乱れがあるものの、多

くは箱の長軸方向を向いている。これら

は取りあげるのが困難なほど崩壊がひど

く、保存処理中であるため検討は進んで

いないが、最も残りの良いものを観察す

ると、長さ9．5cm、径3．5cmほどの円筒形

で、貫通孔が両端にみられる。筒状の青

銅製品であるが筒形銅器とは全く異なる

もので、出土状況から考えると紐などを

通して一連にされていた可能性がある。

この他に性格のよくわからない遺物が

数点出土している。青銅製や鉄製の円環

形品などが帯金具と重なって出土した。

円環形青銅製品は、円環部分の一部が細

くなる特徴を有するが、こうした一部が

細くなる円環形品は三環鈴や馬具の金具

などにもみられ、革のべ）レトを緊縛する

ような機能をもつものと思われる。鉄製

の円環形品についてはいくつかが鋳着し

ていているために検討が進んでおらず不

明な点が多いが、単なる円環形でないも

のも存在する。出土位置としては帯金具

にも馬具にも近接していて、いずれと関

連するのか微妙である。やや大型の鍍具、

素環頭大刀の素環頭部分のような鉄製品や、鋲留で何かをはさむような方形の金具も出土しているが、これ

らもいまのところ用途不明である。

以上が中央副葬品箱から出土した遺物の概要であるが、帯金具や馬具、鋳造鉄斧はすべて中国や朝鮮半島

からの舶載品である可能性が高く、後述の西副葬品箱に比べ優品のみで構成されている。

また、この中央副葬品箱から20cmほど南の地点から、切り取り作業に際して赤色顔料の小塊が発見された。

箱が置かれたレベルとほぼ同じ高さにあり、箱にまつわる儀礼行為との関連が推測される。（山本）

後円部頂
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4　西副葬品箱

箱の配置　西副葬品箱は、後円部中心点から北西方向に約3．5m、北東方向に約0．5mの地点付近の地表下50

－65cmに位置しており、その場所は西櫛と墓嬢西壁との間にあたる。

最上層の遺物に木材状の有機質が付着していたこと、遺物をすべて取りあげた後に底板を検出したこと、

遺物がほぼ長方形の範囲に配列されていることの3点を考慮にいれると、長さ約1．5m、幅約35cmの規模の

木箱に副葬品が収められていたものと推定される。また、中央副葬品箱とおなじく、箱にともなう掘り方な

どはついに検出しえなかった。つまり、西副葬品箱も、墓損の埋め戻しにあたって埋土の上に直接置かれた

ものと推定される。

副葬品の出土状況　　このように、西副葬品箱ではほぼ長方形の範囲に鉄製品や青銅製品が積み重なって出

土したのであるが、現在のところ次に示すような上下4つの面に分けて副葬されたと考えている。

最も上面においては鉄製農工具と鉄鍵が並べられていた。鉄製農工具は方形鍬・鋤先、曲刃鎌、錐、馨な

どを中心とするもので、多くが鉄鍵の上に置かれていた。また、鉄鍵の出土状況については後の遺物概要の

項で詳しく述べるが、大半が北側に配置されており、南側には数枚が置かれていたにすぎない。なお、北端

では鉄綾が検出作業の早い段階に発見されていたが、口縁上に鉄鍵や剣があった点を考えると、鉄銭は本来

最下面の遺物として置かれたと思われる。

つぎに、刀、剣、矛、鉄といった鉄製武器がほぼ同一の面を形成しており、この面の北側部分の直下には

巴形銅器や頬当状鉄製品などが置かれていた。刀と剣は、中央から鉾を南北それぞれ外側に向けた2群に分

けて配列されている。一方、矛や鎌は鉾を中央に向けて置かれていた。なかでも鑑は、矢柄の一部が付着し

ているが、もし一般的な長さの矢柄を想定すると、矢柄が木箱の範囲を確実に越えてしまう。つまり、矢柄

が副葬時点で折ってあったと考えるのが自然であろう。巴形銅器は、北端の鉄鎖の底部に挟み込むように3

点、やや南側に1点の計4点が出土した。巴形銅器には有機質の付着が認めらないから盾や勘などに取り付

けられず単独で副葬されたものと考えられる。頬当状鉄製品は、巴形銅器の北側3点のうち最も大型のもの
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92　西副葬品箱穂摘真横出面（南から）

の直下で、用途不明の折り曲げ棒状鉄製品とともに出土した。

鉄製武器が配列された面の遺物を取りあげると、南北両端以外のほぼ全面に鉄製穂摘具が検出された。下

面の農工具の柄の部分が腐朽したことなどにより、原位置から幾分かの移動が推測されるものの、鉄製穂摘

具はいずれも刃先を南北いずれかに向けて水平に置かれ、東西2列に平行に並べられていたようである。

最も下の面では、鉄製農工具が出土している。配置の大きな傾向としては、北側に馨などの小型品、南側

に斧などの大型品が置かれている。中央やや南よりには鉄床が使用時の上面を東側に向けて横たえられてい

た。鉄床の南側には、斧が刃先を北に向けて並べられていた。現状では斧に柄が装着されていた痕跡は認め

られない。一方、北側に配置されていた鎌や錐にはいずれも柄の装着が認められる。鎌は刃先を内側に向け

た南北の2群が12cmほど離れて出土しており、柄を同じ方向にあわせて束ね、刃先を南北互い違いになるよ

うに副葬されていた。いずれも直刃で最上面にあった鎌が曲刃鎌であったのとは対照的である。

発掘時の所見から、西副葬品箱の遺物の配列を整理してみたが、柄や箱などの復原を含めた本来の副葬状

況については今後の検討課題である。

後門部頂
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93　西副葬品箱北部の鉄鎖・巴形銅器出土状況（南から）

95　西副葬品箱　巴形銅器出土状況（東から）

94　西副葬品箱　南部の鉄床・斧・刀剣出土状況（南から）
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出土遣物の概要　　西副葬品箱からは多くの遺物が出土した。これらのうち、若干の用途不明品をのぞいた

品目および数量は以下の通りである。巴形銅器以外は全て鉄製品である。

鉄鍵

刀

剣

矛

鍛

40

6

8

1

9

頬当状鉄製品　2

棒状鉄製品　　2

鍬・鋤先　　　6

鎌

穂摘具

斧

馨

錐

鑓

刀子

鉄床

7

7

15

12

5

1

石突状鉄製品　4

巴形銅器　　　4

これらは目下整理中であり、品目名や数量についても最終的な確定をみていないものであるが、現段階での

所見をもとに主要遺物の概略を示していきたい。

［鉄鍵］現在のところ40枚を数えるが、鍔着しているものもあり数量は確定できていない。図96に示したよ

うに、北端から徐々に1ヶ所あたりの枚数を減らしながら9ヶ所に置かれていた。多いところでは10枚が積

み重ねてあったのだが、これらを束ねる紐などの痕跡は認められない。出土した鉄鍵の法量を表1に示した。

また、形状については大きく分けて、一端がやや幅広のバチ形を呈するもの（図98－1・2）と両端がほとん

ど開かないもの（図97右下）の2種類を確認している。

表1鉄鍵の法皇
T　　　T　T　、T　　r　r ��� 

B �／・；斧ミ∴ 、Iiiii，丁：） ��� 

C �∩ �＼ 「∴三一∴一－∴三∴A ∴∴∴三： ��l 

i Il �剛I／＼冊 ��J i 「〃 ▲し 

騨 l齢 ��旦 l 

il ��� 

i �」 

E �I I i �：∴主 

G ��’細l IiN＼i蝿 l I ��－l I 一、 一」 ＿」 
、、＼ i　　　　　　＼＼ ��� 

割　　　＼、 ���」 
日　　　　　　　iチキン ��� 

l　I 　I I 　l ��＿式 

H �早、一躍馴十一 I 」一一 I ���＿」 

96　鉄鍵の出土位置
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番号 �全長（cm） �最小幅（cm） �最大轄（cm） �北辺幅（cm） �南辺幅（cm） �重さ（g） 
Al �23．0 �5．2 �9．0 �7．2 �9．0 � 

A2 �25．3 �5．0 �8．2 �7．5 �8．2 � 

A3 �24．0 �4．5 �8．5 �8．2 �8．5 � 

L　A4 �22，4 �3．3 �9．0 �9．0 �8．3 � 
A5 �23．9 �4．0 �6．2 �6．2 �5．8 � 

A6 �29．0 � � � � � 
iA7 」 �27．7 � �7．3 �6．6 �7．3 � 

A8 �21．3 �3．9 � � �6．3 � 
「－ 　A9 �22．5 �4．3 �6．9 �6．9 �4．3 � 

AlO �25．5 �3．3 � � �7．5 � 

Bl �25．7 �4．9 �8．0 �6．9 �8．0 �211．2 
l　B2 �26．0 �3．3 �8．4 � �8．4 � 

B3 �26，2 �4．7 �7．5 �7．5 �7．3 � 
十B4 �22．7 �4．6 �6．6 �6．6 �6．5 � 
「‾‾‾‾‾ 　B5 �24．6 �4．4 � �7．5 � � 

（　Cl �21．4 �3．6 � �5．5 � �110．0 

C2 �18．2 �4．4 � �6．9 � � 

C3 �24．7 �4．2 �6．7 �6．7 �5．4 � 

C4 �24．3 � � � � � 

C5 �22．7 � � �6．5 � � 

C6 �28．2 �5．4 �8．0 �8．0 �6．7 � 

C7 � �4．0 � �7．3 � � 

ー　　C8 �26，7 �4．2 �6．6 �3．9 �6．6 � 

i　C9 �25．0 �4．8 � � �7．6 � 
i　Dl � �4．1 �8．0 �8．0 �6．8 � 

［＿D2 �24．2 �4．8 �8．5 �8．5 �7．8 � 
ー　D3 」 �25．0 �5．3 �9．1 �9．1 �8．0 � 

D4 �24．7 �4．7 �7．9 �7．9 �7．8 �153．9 ‾‾‾‾百5 �23．0 �5．1 �8．8 �8．8 �7．6 �177．7 

－　D6 I �26．9 �5．2 �8．5 �8．5 �8．0 � 

D7 �23．0 �4．5 � �7．1 � � 

D8 �22．0 �4．9 �6．1 �6．0 �6．1 � 

El �26．7 �5．5 �8．1 �7．6 �8．1 � 

E2 �21．3 �4．7 �7．0 �7．0 �6．0 � 

F �18．9 �3．9 �7．3 �7．3 �5．5 � 

Gl �29．3 �5．2 �8．0 �8．0 �6．7 �292．2 

G2 �23．5 �4．4 �6．8 �6．0 �6．8 � 

G3 �26．9 �5．5 � �7．1 � � 

H �22．5 �4．7 �8．6 �6．2 �8．6 � 
li L＿＿＿＿＿＿－ �20．7 �4．0 �7．2 �5，2 �7．2 �154．0 

※Hは北辺→束辺　南辺→西辺の値

鋸
水
鏡



97　西副葬品箱出土鉄鍵

一　一　－●－　●－．－　－ �� 

ヽ 

1 

＼ 

l 　　　　　　　　　　　　　　l 

I 

I 

I 

i 

i 

98　西副葬品箱出土鉄鍵

61

西副葬品箱



［鉄製武器・武具］刀、剣、矛、錬、頬当状鉄製品がある。刀は全長50－70cmほど幅2．5－3cmほどの細

身のものを確認している。斜関を有する。このほかに短刀が存在している可能性が大きい。剣は全長25－35cm

ほどの短剣と全長40－50cmほどの二者を確認している。このうち短剣は非常に細い茎を有し、いくつかの個

体には複数の目釘孔がある。刀、剣とも鞘や把などのの木質が良く遺存している個体が多いが、現段階では

刀剣裳の全形を復原するには至っていない。1点のみ出土した矛は、関を有せず刃の断面が菱形となる形状

のものである。鉄はいずれもほぼ同一の形状である。全長4～5cmの、偏平な平板式で2段逆刺をもつ。

頬当状鉄製品は、長さ13．5cm、幅10cm程度の大きさの烏帽子形をした一対の鉄板である。周囲には孔が

穿たれ、中央と縁には鉄板が付加されている（100頁参照）。

［鉄製農工具］方形鍬・鋤先、鎌、穂摘具といった農具と斧、石突状鉄製品、錐、整、錐、刀子、鋸、鉄床

などの工具を確認している。

農具のうち方形鍬・鋤先は、幅10．5－12cmほどのものと幅7cmほどのものとの大小の2群に大別できる。

このうち小型品は1点のみを確認している。薄い鉄板を用いているが、Ⅴ字形にくり込まれた木質が付着し

ており、副葬用に製作された又鋤もしくは又鍬の刃先であった可能性がある。鎌は曲刃が1点、残りはみな

直刃である。前者と後者とでは、先に示した出土位置の違いのほかにも、全長・折り返しの向き・柄の装着

の有無についても違いがある。60頁に示したように、穂摘具の出土数は他を圧倒している。鋳着などによっ

てやや不明確だが、全長8－9cm、幅1．5cmほどのものが大半を占めるものと思われる。折り返しがなく、

板状の柄に挟み込んで使用した事がうかがえる。注目されるのは両端または一端に穿孔されたものが少なか

らず存在している点である。孔のほとんどは柄の外に露出しているが、孔が柄の中に隠れてしまうような着

柄法をとるものも数点ある。

斧はすべて有袋である。全長10－13cmの明瞭な有肩のものと全長20cm前後で肩が不明瞭のものとの2つに

大別できる。前者にはいわゆるいかり肩の有肩斧がふくまれる。石突状鉄製品は、出土状況や法量から工具

の一種と考えられるものである。全長11～17cm、袋部幅4．5－5．5cmで身部断面がほぼ正方形となり先端は

鋭く尖らない。馨、錐、鐙、刀子については現在接合関係や形態の検討をすすめている段階であり、一部を

図103に示すにとどめておきたい。鋸は、柄の木質部分も良好に残存している。Ⅹ線写真によって歯も明瞭

に観察される。くりこみのある柄で鉄製の身を挟んで使用する。柄の結合用の目釘孔が両端と中央2ヶ所と

の計4ヶ所に2個1組で観察される。歯が台形で、アセリやナゲシは認められない。鉄床は、高さ13．5cmを

はかる重厚なもので、下面がやや狭まる。上面は平坦であるが、側面方向に細工用とおもわれる突出（副葬

時までに一部欠損）が付いた特異な形状をしている。

［鉄鍍］鋳造の鐘が出土している。底は小さく、胴部中央に稜を有する。口径は14．4cm程度で高さは現状

では計測不能。口縁の3分の1程度は、すでに副葬時から欠けていたものと思われる。取りあげ後の破損が

ひどく、現在保存処理中である。

［巴形銅器］4点すべてが完形品である。円錐体の座と左振りの4脚をもつ。うち最大の1点は外径11．8cm、

高さ2．4cmと大型で、脚問に連結部がある。残り3点は外径9．0cm、9．5cm、9．7cmで高さはほぼ1．6cmにそ

ろう（98頁参照）。（魚津）

後円部頂

－　62



・璃謡i＼芋‾ � � 

∴Ci。二‾ � � 

1000000999○○　　　　　．語臼田置自由 �　　　　∴亀 嵩　珊　・琴ノ壷演舞審 �∴ �′ � 

∴∴子 �� � 

定年＿i �� 
場　　＿：雛・－1．〝＝ 

漂繁壁窒議蔑謹選滋i 

1　　　－　‘ ���襲・　　溜械貌駐車 

、－1　　　－　　　　1 � ������ � � 

墨環i1－1 � �◆ �� �躍醸認 � �� � 
190r �� � 

一一一品綾穏重i＼翳詔差違i ��一驚鷺導強盗遜強練溌悪疫 

、 � �誓‘　ii磁籍鶉隠i 

讃　　麗塗説繭 �轟 裟 � � 

‾、i‾／騨　　i澄認騎1－ ��† ‾詐i 重驚 

＼ 享子．∴ 、i∴ 　∴亨∴I∴∴ 

醒綬欝譲怒i露萩 � 

撫染ii ���、 ��．重pJ �●一二一●∴ ���繋藷示告 

湘　　‾ � �� �� � � �� 

i青書∵i潔、 　〃ジ � �頚議、・ 

∴一接 
／ニii▲ i‾「‾〇〇〇〇‾‾ 

蝕‾　　　＿読売 �‾‾∴∴∴　　　　　　∴∴、　　喜　　　　子 
i／｝ 

∴ ��＿擁、・　替　　　′在〕 ”、裏‾／含 � �言oi、／ �勝1－＿（瀦 �／醗灘閻閻認 

∴挙手：∵：∴ � � � �擬醗 
畿・i強璃 � � � �　　　＼飲 誰iiメ瀦ri，〝 

盗璃‾ � ��� 
恐 ��� �一也庭′史話締・i欝坊＝生り、一・、－あ遣嘉一藷 �������� ����， � �� 

一　。十・・雷・工 ������ ��毒薬詳言掌吏：窒撃亭主∴憲：∴ �� �� ��� 
ー　　‥　　　　′‘ ��、　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　－1　一∴の、）予一 ����� ������・霧 �� 

、＿，，急設　灘i■詫誓i‾ � � ��欝1．‾… � 

翳蟻酸 � � � � � 

〇一′一　・園　　‾　減 �� �� � 

∴ � � ��� � 

、＿＼芯、， 

淀 �� � ���� � ��� � � � 

澄田顎 

灘i■i ��� ����������†●　　　‾ ����子∴÷∴「 ーi‘題－ ������ �� � � �� 

ブイ �ーi＿三二一 ∴∴ ！持 �� ��ヽ ∴ �� �章一，＋ ∴」 ���� ��、∴子 �∴∴ 熟 

1、瀦 ∴ト：∴ ���� � �����露十一‥、 �� � 慧 ∵∴ 会“ � �� ������ �∴千 　一ii／冨 ��� � � �� 

匪巧 ��iiI �� � ����∴一㌧ �　∴∴一∴ 覿田鶴i欝罷藍 ����∴∴ ！ざ：ぺ：（ ��十 王電鍵翌 �� 

一∵享年辛み売電 ������ �箪 � �� 
一∵∴∴ 竜 、霧 ��ヽ－ � ������� 

99　西副葬品箱出土穂摘具・鎌・鍬鋤先

駆綴 �� � �� → � � 

∴●i �� � 

∴れi∴　∴㌣∵ �：・ 、烹イ � �� 

：，離 討よ � 

100　西副葬品箱出土斧

∴÷ ��� ��千言 � �盤 ��� ∴∴ i繕親鶏蒔 ・‾鷲 発鞄 i写 

＋（一事 ��「 ������ � 

野卑i∴－ �� � ��� � 

圏∴ � ��� ��� 
i∴超 

且 �� �� � 

101西副葬品箱出土斧

63

102　西副葬品箱出土壁・鎚・錐

西副葬品箱



tZZZZ

li帥 I � �川 II ��冊出　陣－ �I I 冊．1 　　　－ヽ �4 

I I－ 

I I � � � � �′　ヽ � 

1 ，酬 I I �潮 � � �1 �i5　－I川／／＼＼ 　　ii �l ：－ 

一一一一一一一一一－ �一冊 �i �� �／．／－メ／／′／ � 

一一－ � �l ��I � � 

〈t Il －、〉 ∴ 問 I It �l用 。） 日 出 l lIl i 。1 ：∴ l 、l �l I i ＼輔 1 1 1 ��i I I I M 7 �i y N ＼ �6 －”“・iO－ 

fl I l �Ⅵ ＼ � � �il �＼ ＼ ＼ l � 

i I i i i iI 〈上、 �五一 l ll li Il l－、 Il � � �出 �＼ ＼／’ ＼ l ＼ ＼ �i I ∴ 

lI ；！ �l IIII � � �1＿＿一 lI／ lI � �／・／i／／／ノ ／／／／／’ ／ 

ii l l lI �「：∴ �（／・ i l l i i � �V I） �率 �＿二 l i i 

l （ �i i � � � � �l l 

酬 I �－　3　％ I ／ �l l i I ��4 l l l � �I I I I 
は 2 � � ��8 � �9 

l �� � �　一●－、 ／　ヽ ′　　ヽ 

三三三三二三三三三三三＿ （ � ��－一一一一一二二三二二二二＝二一一‾ （〕 �Cノ　≡ �　′i十日 i：I －、、主ノ 

‾‾‾‾一一一一一＿．＝ � � ��lI � � 

ー‾一一－一一一一一一一一 ．二二二二二．一二二二二二一－－－－－－ � �●　　　● �� � �－ 

‾一一一一一一一一一一一＿一一＿＿一二二二 � � �� �CI � 

● ‾－．“＿＿ �し品心血”⊥・」」LLLA⊥人山… �観山土人一一山　一－ ��－　－　ー“〃　一”－ �A �10 

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

103　西副葬品箱出土鉄製農工具1錐、2整、3錐、4曲刃鎌、5直刃鎌、6鍬・鋤先、7・8斧、9鉄床、10鋸

後円部頂

64



ミiili ����議 �∴∴ �粥 髄 � � � � � 

‾i＝蕪擬 �き／ 鶉騒 ��� �� ��� �� 
∴十 十111－1 ��∴ �＿綴 �艦高 閣 �ヽ し録 　だ）i＿i 

∴：：許望 ���酪 ��） 

せij 　涼 ��離 �� �鶴 �∴∴∴∴中 �����・藍 ∴渋皇 

∴∴丁 総 裁弟 �� ���∴千 ・滋 �1号∴ � � �� �� 

＼〝■1鱗・ �����������醸∴；‾ 

∴∴： ：∴ 

「∴ 

∴ �綴灘懸藤 　一竃綴ノ �� �� �；諒 �� ����十十 

「 � �� �言 十 �十． 高1， � � � �綴 �� �� � �十千∴ 

104　巴形銅器　頬当状鉄製品が付着。

105　巴形銅器

106　巴形銅器

107　巴形銅器

－　65

104

離籍態顎垂離籍認 i愁雲輩袈Ii盗登 　端∴十三掌 手鞠－ ∴÷ �∴∴∴：五言∴ 　構 �・ノ弱建海 ���濃、＿．漣i 子 ま短ノ・iネ ∴∴・：子∴ i馬糞i＿ 

■： ′　　　　　－獲”〇〇〇喜案寡　∴一、 

龍、臨拶諾“ 与、 

∴惑嶺離籍一酷′謹圏圏麗 ��ーi攫 ∴∴：∴へ 
淫議題　　　　　　麟擬蘭議 ��饗i ���認饗ii撥 　翳i 　‾醸 享、線磨、、′謙　　　抽 喚　　＼懇姪閣認鑑澄讃 ��欝 

Ii ��寧 ���援騒霧鰻綴顕 
‘嵩 ∴十一㌦∴ 　　　青 

子 �� � � 
′： らノ託 　　　　　儀i ����� 

鵜一 一1 �� 

、．■　　　　iiを ��一　光、 � �嘉b �i擬製i＿ 言＋ i‾籠繁務 ∴∴ 1 

ー晒＿i俄一蜜豆覆寮・ 　＿、霊毅騙鑑i 　　◆i 　・家1°i ��ヾ ㍉∴∴∴土 �� 

ヽ∴ 

∴∴∴÷ 謁繊綴i＿言i鰯 繊繋灘圏閻醗i ������．輔∴主∴ 攫錨1411艶 �：「－、 態恕 

＼子、i ���� 

諒　　　　　　＋iで一　誌綴認 

艶 　話 �（ �l◆ �∴∴∴塞∴： �－： �� � 

騒鰯 i幾 �� � 

一、二i・∴－1㌔二親 　′i惣 ���� ��一．駒．i“ �子 �を ∴、、 ∴∴ ∴ 子 �嘗i／ 諾殺 

＿i騒騒緩 ・‾，駆霧縫‾i蕗 譲瀬接鶉ii‾iiyi1－1 

∴十　・， �十㌧∴ ��1工÷∴∴〆＋ 

懸饗怒瀕醸遜 
′′ ��■＿弧。i緩 速緊密 買i湊 �� �‾蒸享 子：∴∴ 、懸謡 �学籍T＿　醗 　　∴l● �漁、－、綾、一 千 一。i響 “／if∴ノ’“ ∴∴ 洗i 　整 �′∴： � �ーdi．′i寒 ∴∴∴∴∴十∴十．十一 ∵∴： 態＿ 

子： 属 � ��� ��轟溺 ∴〃ふ＿一 ��i輪 ÷ �艶綴護 �� 

！ ii碕－′ ・一〇ii饗 ��鴇・撥 　子 葉＼－　日章 ��� �恐翳 ふ、 ヽ：，1 日きし÷∴ ∴∴ �弓∴．∴ 遊離※ �　圭 　一● 騒、－ 

ij　緑綬i ����∴∴㌧ �� � � 

∵∴∴十　　　∴∴ ����撚。 ●し �●“　子 � � �裏 

蓬強蕊臨闘艶麗駿・ �聡 

107

西副葬品箱



5　粘土榔

後円部頂の内部施設に関しては、中央の撹乱抗で粘土が露出したため中心埋葬施設が粘土櫛であることが

早い段階から予想されていて、墓嬢検出時に東南隅から盾や粘土が発見されたことから墓損の東側にも別の

粘土榔があることがわかってきた。さらに中央副葬品箱の切り取りのために周囲を掘り込んだところ、墓損

の西側にも粘土櫛の被覆粘土の一部がみつかり、もう一つ別の粘土櫛の存在も明らかになったのである。そ

れらの位置や層位的な関係を正確に把握するため墓損の中央に東西方向の断ち割りを入れたところ、墳丘主

軸と同一の南北方向を主軸とする粘土櫛が東西に3基並ぶことがはっきり確認された。もともと大規模な墓

損であったから、当初から複数埋葬施設を想定して調査を進めていたが、平面的には墓嬢の切りあいはみら

れず、断ち割り部分の断面観察でも確認できなかった。3つの粘土櫛が並列する状況からみて、これらは同

一の墓損を共有し、粘土櫛の構築から被葬者の埋葬、そして埋め戻しという過程が同時に進行する、いわゆ

る同一墓損同時埋葬の一例といえる。

東樹　　墓嬢中軸から束に2m平行移動した位置を中軸とする粘土櫛。前述の盾は当櫛の南小口上に位置し

ていた。このあたりは墳頂平坦面が傾斜して削平されたため、墓損を検出している段階にはすでに小口の最

も高い部分の近くまで達しており、撹乱埋土を除去すると盾の一部が露出した。そのため盾の遺存状況を確

認するために南小口の周囲を広げて調査をおこなった。粘土櫛の規模は、幅が検出面で1．2m、長さは北小

口が未調査であるため不明であるが、南小口を墓損の中軸で折り返すと全長8．5m程度に復原できる。ただ
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し基底部ではもう少し大きくなる。

南小口付近の陥没の状況をみると、

粘土榔内側面が垂直に立ち上がるこ

とから、箱形木棺か平らな側板をもっ

た棺が納められていたと考えられ、

長さ7．0m、幅70cm程度の細長い棺に

復原できる。直上の土層が50cm以上

は落ち込んでいるので木棺の高さも

その程度はあろう。粘土櫛の小口は

北東造り出しのものとは異なり、前

期の粘土櫛のように割合しっかりと

していて棺端から70cmくらいの長さ

がある。南小口の最も高いところは

標高46．8mで、この高さが被覆粘土

上面の本来の高さに近いと考えられ

る。盾はその高い部分からみつかっ

ていて、単に小口上に置かれるので

はなくそれをさらに粘土で覆ってい

て、剥離した部分に黒の鋸歯文と赤

色顔料が観察された。盾のほか、中

央の断ち割りで鉄剣や鉄刀が粘土榔



の両肩部分からみつかっている。ただ、西側

の撹乱底にかかっていた鉄剣を取りあげたほ

かは保護して埋め戻しているので詳細は不明。

中央榔　墓損のほぼ中軸線上につくられた

粘土櫛。表土からおよそ80cmの深さ、標高46．6

mに粘土櫛の肩の最上部があって、中央に向

かってなだらかに粘土が下がる。こうした被

覆粘土の陥没状況から、棺は束榔のような箱

形のほかに割竹形木棺のようなものも想定で

きるかもしれず、いずれにせよ直上の土が

90cm以上も落ちていることから大きな棺が内

包されていることはまちがいない。検出され

た面での粘土櫛の幅は、東側がちょうど畔に

かかっていて正確には知れないが、およそ1．0

mあまりで、木棺の幅はそれよりも狭いと考

えられる。小口部分を調査していないので櫛

や棺の長さについては不明であるが、ふつう

中心埋葬施設が最も大きいので、束櫛と同規

模か、落ち込みの深さから考えてそれよりや

や大きな粘土櫛が想定される。

西榔　断ち割りと中央副葬品箱を取りあげ

た部分で、他の2榔同様に上部被覆粘土が陥

没した粘土櫛がみつかった。束櫛とは逆に、

墓損中軸から西に。2m平行移動した位置が粘

土榔の中軸となる。陥没状況は束櫛に近く、

最上部だけがすっぽりと落ち込んでいる。粘

土榔内の陥没土を掘っていないので、側面が

内湾していく可能性も残されるが、東榔同様

の箱形の棺と考えている。陥没状況から推測

される木棺の幅は約50cm、粘土櫛の幅も1．0

mあまりで東榔と比べると若干小さく、直上

の落ち込みも3榔中最も小さい。他に比べる

と規模の小さな粘土櫛になる可能性が高い。

粘土樹と墓嫁の関係　今回の調査は粘土櫛

の上面部分のみを検出して終了しているため、

墓損の下部構造や粘土櫛の構築方法に関する

情報などは得られていない。しかしながら、

墓墟内における粘土櫛のかなり計画的な配置
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は、それらについての手がかりを与えてくれる。同じく粘土榔3基が同一墓損に同時に築かれていた三重県

石山古墳では、行者塚古墳と同様、3基の粘土櫛がほぼ等間隔に並び、粘土櫛の基底も墓墟底面にそろえら

れていた。行者塚古墳では現状の粘土榔最上部のレベルに若干の高低差がみられるが、それが内包される木

棺の形式や陥没状況によって生じた差と考えれば、粘土櫛の基底レベルはそろう可能性がある。広い墓損内

に墓損中軸線上に沿って中央櫛、その両側に平行に約2m隔てて東西両榔が配置され、個々の粘土櫛の構築

がほぼ併行して進められたのであろう。

粘土櫛と粘土櫛の間は土で裏込めされるが、調査では西櫛と中央櫛、中央櫛と束櫛、束櫛と墓頻東壁のそ

れぞれの問に、ほぼ同一レベルにそろう安定した面がみつかった。このレベルは、粘土櫛の上部が陥没して

できた粘土榔の肩部分から若干下がったあたりで、東榔の両肩や東櫛と中央櫛の間には鉄刀、鉄剣などの副

葬品が置かれていた。この面は何らかの儀礼のために設けられたようで、盾や鉄製武器など榔外への副葬品

の配置がおこなわれている。下層部分の状況がわからないので断定はできないが、棺へ遺体を埋葬する段階

の面はもう少し下方と思われる。

2つの副葬品埋納箱は、粘土櫛の陥没前の状況を復原して考えると、ちょうど各粘土櫛の最上部が隠れた

ぐらいの位置に置かれていることがわかる。平面的には、中央副葬品箱が中央櫛と束榔のちょうど中間に、

西副葬品箱が西櫛と墓損西壁の間というように、粘土櫛の配置を十分意識した場所に置かれている。ただし、

この段階には前述したようなしっかりとした面は墓損全面にはみられなかった。

また、最終段階として埴輪が墓損埋め戻し完了後に樹立される。方形埴輪列も墓損と同じように四辺が墳

丘主軸と平行になるように配置される。しかも東西辺の間隔は4mでちょうど東西粘土櫛の直上に位置し、

墳丘主軸のみならず、下部の墓嬢や粘土櫛を意識した配置がおこなわれたことが読みとれる。

以上のように、行者塚古墳の後円部ではかなりの計画性をもって埋葬儀礼に関しての諸施設がつくられて

いることがわかる。平面的な配置に加え立体的にもそれらが有機的に配置されるありさまは、墳頂祭祀にと

どまらず、造り出しでの祭祀を含めた計画的な埋葬儀礼を想定させるものである。（山本）
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第6章　物理探査

1磁気探査とレーダ探査

亀井宏行

はじめに　行者塚古墳の発掘調査に先立ち、地中レーダ探査、磁気探査、電気探査等の物理探査をおこない、

発掘調査の基礎資料を得た。物理探査がおこなわれた範囲は、墳丘から周溝を含む広範囲にわたり、墳丘の

範囲、構造、造り出しの築造過程、内部施設などについて数々の重要な情報が得られた。ここでは、それら

の成果の中で、磁気探査と地中レーダ探査において得られた内部施設に関する成果について報告する。

磁気探査　磁気探査は、地磁気の分布を測定し、その微小な変化から地下の磁化率分布や鉄製品の存在を

推定する探査法である。地磁気の大きさは、日本近辺で約46000nT（nT：「ナノテスラ」と読む磁場の単位）

であるのに対し、地下の磁性体の作り出す磁場の大きさは、数nTから数100nTと非常に小さい。

今回使用した磁気探査装置は、筆者らが開発した3軸グラジオメータで、ベクトル場である地磁気の傾き

（磁気勾配）を、3成分（南北方向成分、東西方向成分、垂直方向成分）同時に測定することができる。3

成分を比較することにより、従来の1成分だけの探査より精度の高い探査が可能となる。

探査した領域は、図113に示すように後円部墳頂平坦部、南北9mX東西13mの範囲で、50cm間隔で磁気

探査をおこなった。この領域は、墳丘主軸に対し約30度傾いているが、3軸グラジオメータの磁気センサの

1軸を南北軸にあわせて探査するのが望ましいので、一辺が磁北を向くように設定した。

探査結果を図114に示す。図114（C）の磁気勾

配垂直方向成分の分布図に示すA、B2地点には

非常に大きな異常があり、最大値と最小値との差

が240nTもあることから、大量の鉄製品の存在が

推定される。また、図114（C）に楕円で囲んだ

領域にみえる磁気異常は、深いところにある強磁

性体（鉄製品など）あるいは大きな構造体と推定

される。

磁気探査の結果だけから判断するに、この楕円

領域は、後円部のほぼ中央に位置することから、

この地下には1つの埋葬主体が存在し、周囲（あ

るいは内部）に鉄製品の副葬品が存在する可能性

がある。A地点、B地点にはかなりの量の鉄製品

が存在する可能性が高いが、それに主体がともな

うかどうかは判定できない。南西隅に分布するい

くつかの磁気異常は、表面観察の結果、多くの鉄

釘が散乱していたので、その影響と考えられる。

地中レ一夕探査　地中レーダ探査では、光電製

作所製KSD－3AM型パルスレーダが使用された（実
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施：桜小路電機）。光電製作所製KSD－3AM型レーダは、幅6nsec（ナノ秒、lnsec＝10－9秒）という非常に

短いパルス状の電波を地中に放射し、地中構造物で反射してきた電波を受信することにより、地下構造を映

像化する。レーダを地表面に沿い走引し、各地点での受信信号の振幅の大小をカラー階調や濃淡階調で表示

することで、横軸が地表面水平距離、縦軸が電波の往復伝搬時間、すなわち地下の深度に対応する地中の擬

似断面図が得られる。

地中の電波速度Vは、空気（真空）中での電波速度（光速）をCとすると、V＝C／√erとなる。ここで

erは比誘電率と呼ばれる物質定数で、関東ロームでは、通常20－25近辺の値をもち、含水率が高くなるほ

ど大きな値となる。例えばer＝25と仮定すると、V＝6cm／nsecとなり、電波の往復伝搬時間が100nsecとす

ると、対象の深度は3mと換算できる。

探査範囲は、後円部墳頂、前方部墳頂および斜面、造り出し、前方部前面道路上にわたり、90本以上の測

線を配置した。その結果のうち、後円部墳頂と前方部墳頂の内部施設に関して得られた結果について述べる。

後円部の墳頂では、磁気探査領域に重なるように南北25測線・東西19測線、墳丘主軸方向に平行に16測線、

主軸に直交するように12測線、いずれも50cm間隔という高密度な探査をおこなった。

図115（a）“に測線1（図113参照）の地中レーダ像を示す。いくつもの強い反射がとらえられ、内部施設

の存在がうかがわれる。

西端から1．2m、深さ15nsecにみられる反射像の位置は、磁気探査の結果大きな磁気異常が観察されたA

地点（図114（C）参照）に一致する。

図115（a）のレーダ像の東端から3．5mの地点で、この測線1に直交する方向の測線2の地中レーダ像を

図115（b）に示す。図115（a）のレーダ像の東端から3．5mの地点には、深さ20nsecに反射像がみられるが、

この像にとらえられている反射体（物体）の主軸方向への広がりをみるために図115（b）が役に立つ。

図115（b）で測線1との交点付近をみると、孤立する物体の像はみられず、北端に向かって深くなってい
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く傾斜構造がとらえられている。よってこの反射体は、主軸方向に沿った細長い形をしているものと推定さ

れる。

図115（a）には、ほかにも反射像が得られているが、それらの平面的な広がりをみるためには、地中レー

ダ平面図が有効である。地中レーダ平面図は、各測線で得られた地中レーダ像（垂直断面図）から、同じ反

射時間の振幅値を取り出し、平面的に配置したものであり、反射時間の領域で切り出してくるので「タイム
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116　後円部の地中レ一夕平面図
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スライス」とも呼ばれる。

図116に、後円部墳頂の地中レーダ平面図の一部を示す。図116に示された長方形領域は、磁気探査領域に

重なる（厳密には磁気探査領域は14cmだけ北へずれている）。

図116（a）は、反射時間21．1－25．8nsecの区間の平面図で、土の比誘電率をer＝25と仮定すると、深さ

約60－75cmの平面図となる。図中左上にある強い反射点は、磁気探査結果のA地点に対応する。

さらに深い深度の平面図を示したものが図116（b）である。図116（b）は、反射時間37．5－42．1nsecの

区間の平面図である。図116（b）では、主軸方向を向いてほぼ等間隔に並ぶ3本の直線状の構造がみてと

れる。西側の2本は幅は1m弱、長さは6m前後である。最東端の1本は、南端3mほどの長さしかないが、

その延長は磁気探査結果の図114（C）に示した楕円領域と対応するものと考えられる。

この構造を解釈するに、粘土櫛のような主体が3体あると解釈もできるし、3本のうち隣接する2本につ

いては、幅2mぐらいの石室の天井石が取りのぞかれ側壁だけが残っている状態とも解釈できる。後者の解

釈の場合、残りの1つの反応の解釈が問題となる。ほぼ等間隔に3本という配置から考えれば、前者の解釈

の蓋然性が高い。

図117に、前方部主軸上にとった測線3のレーダ像を示す。図117では、北端から7mから13mにかけて、

深さ30nsee以上のところに、周囲とは異なる像が得られている。この像が何をとらえているかは定かではな

いが、長さ6mで深さ1m程度ということから、埋葬施設の存在が疑われる。

むすび　　今回の磁気探査とレーダ探査の結果から、行者塚古墳にはいくつの埋葬があるのかを判断すると、

地中レーダの結果からは後円部に最大3体の埋葬が推定でき、前方部にも1体ある可能性が読みとれる。後

円部の磁気探査では、図114（C）に示す楕円領域1体が最も存在の可能性が高いが、A地点とB地点につ

いては、それが鉄製品の副葬だけなのか、埋葬をともなっているのかの判断はこれだけからはできない。こ

の地点の磁気異常は、最大差240nTと、通常の土や石の磁化率差で生じる磁気異常の数十倍もあるので、粘

土櫛や石室があったとしても、この磁気異常に埋もれてしまってとらえられない。

物理探査だけでどこまで明らかにできるかといえば原理的にも限界があり、発掘結果との照合により物

き　　　　　　　　　　　　　　測線3　　　　　　　　　　　　　　回

117　前方部（測線3）の地中レーダ断面像
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理探査結果の解釈の精度を上げていくことが重要である。今回のように、探査後すぐに発掘できる現場は、

遺跡探査法の精度向上のためには貴重なフィールドである。

物理探査は、今回のように発掘調査の事前調査としての情報提供には非常に有効な手段である。また、一

部でも試掘できればその情報を利用し物理探査結果の解釈の精度を上げることができるので、全面発掘をお

こなわずトレンチ調査しかできない遺跡ではトレンチ調査で得られた情報を補完し全体の情報を得る手段と

して物理探査はその威力を発揮できる。今後おおいに活用されることを望む。

2　電気探査

西口和彦

電気探査は、地中に電気を流し、堆積している土壌の電気抵抗を測定する。電気抵抗の高低は堆積してい

る土質の違いによる変化や、土壌中に含まれている水分の多少により異なっている。水分を多く含む土が堆

積していれば電気抵抗値は低く、乾燥土や砂・礫などの集積箇所では周囲に比べ高比抵抗となる。一度掘

削を受け埋め戻された箇所の土は、周囲の自然堆積土（地山）よりも軟らかく、また水分を含みやすいと考

えられる。竪穴住居跡や溝跡、また古墳の周溝などは、一般的に電気抵抗値の低い箇所と考えられる。反対

に竪穴式石室や石垣などは抵抗の高い箇所になる。

周溝の電気探査　今回の電気探査では墳丘裾部から周溝の形態を探ることを目的とした。測定方法はウェ

ンナ一法を採用し、電極間隔はilmである。測定した場所は後円部の周囲から墳丘東側にかけて東西99m南

北103mで、測定点数は約8000点である。測定成果は等比抵抗線で表し、実線は測定区内で相対的に抵抗値

の高いことを、波線は低いことを表している。測定図の外郭線の1目盛りは1mである。

探査前の予想に反し、周溝内が高比抵抗値で表れ、墳丘ならびに堤が低くなった。これは探査実施時期が

7～8月の真夏の乾燥期にあたったことにもよるが、周溝自体の深度が1m未満と浅いこと、墳丘は盛土の

ために周溝よりも保水性があることに起因すると判断される。次に、過去の試掘や墳丘地形測量で、当古墳

には両くびれ部（図118－A）と後円部北東（B）に造り出しが認められていたが、後円部北西については

推測の域を出なかった。今回の探査で周溝に向かって張り出す低比抵抗値があり、AやBと同様の形憩が認

められるので、造り出しの存在を確認することができた（C）。Eの東西の低比抵抗値は墳丘第1段のテラ

スで、それを挟む高比抵抗箇所（D）は、茸石の存在を表している。Eは後円部の北にあたり、現在は墳丘

に登る道になっている。低比抵抗となっているのは、茸石が失われた可能性を示す。周溝の中で、AからF

にかけて低比抵抗値が延びている。周溝を横断する陸橋などが考えられる。

墳頂部の金属探査　地上で人工的に発生させた磁場（一次磁界）により、地中に渦電流（誘導電流）が発

生する。この渦電流がつくる二次磁界を地上で測定する。二次磁界は地中にある物質の導電率（物質の電気

を通す能力の指標）により異なり、この二次磁界を測定することにより、地中の状況を判断することができる。

土の電気を通す能力（抵抗の逆数）を求めることは、電気探査と同様であるが、測定範囲の周囲に一次磁界

以上に強い磁界が存在すると、それがノイズとなり正確な測定はできないので、探査には注意が必要である。

金属は高い導電率をもっており、地中に埋まっているとその箇所で鋭く反応する。考古学ではとくに金属

遺物の検出に利用できる。電磁誘導探査法はすべての金属に反応するので、金属素材（鉄・青銅）の判別には、

同一遺跡で磁気と電磁誘導の2方法をおこなうことが望ましい。測定にはカナダGeonics社製EM38型を使

物理探査
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118　行者塚古墳の電気探査結果

－　75　－

電気探査



用している。測定深度は0．75－1．5m程度である。

行者塚古墳では、後円部主体部の墓墟検出時に東西7m、南北9mの範囲で実施した。1目盛は50cmで

ある。図118－Aに異常が認められ、金属製品の存在が想定できる。磁気探査でも同じ箇所で反応があり、

鉄製品の副葬が想定できたが、とりわけその範囲が明瞭になったと評価できる。

3　探査の結果と調査成果

今回の調査では、地中探査をできうる限り利用して、発掘調査に役立てることを1つの目的とした。とり

わけ、西村康氏をはじめ文部省科学研究費平成4－8年度重点領域研究「遺跡探査」に加わっている多くの

研究者の協力を得て、さまざまな試みをおこなうことができた。ここでは、亀井宏行氏、西口和彦氏の探査

成果にもとづいて、発掘調査にどのように役立てられたのか、そして調査の結果とはどのように対応したの

かを考察し、さらに調査できなかった部分の推測をどのようにおこなえるかという点について簡単に述べて

おくことにしたい。

後円部墳頂の墓嫁と副葬品箱　　レーダ探査の成果ではまず主軸方向に沿った3本の直線状の構造がとらえ

られているが、これが埋葬主体とすると少なくとも墳丘主軸に平行することが考えられたので、まず調査区

の設定を主軸にあわせて設定することにした。そしてレーダ探査ではこの構造のまわりを囲むように四角く

反応がめぐることが注意され、墓損の輪郭ではないかという指摘を受けた。そこで調査区はこの輪郭より一

回り大きく設定したが、東・北・西辺はほぼ推定したとおりに墓損が検出されている。このように墳頂部の

調査にあたっては、探査の成果を有効に活かすことができた。

ところで、磁気探査が示す大きな磁気異常（図114bのA・B地点）については、レーダ探査からかなり

浅いと判断されていたこともあり、後世の撹乱ではないかと疑われた。しかし、結果からいえば西副葬品箱

の位置にまさしくあたっており、とりわけ北隅の鉄鐘と南隅の鉄床などが強い磁気異常を起こしていたと判

断できる。一方、帯金具などを含む中央副葬品箱については、磁気探査では明確ではなかったが、同じ図の

Bの束に×印で記された位置に相当する。隣の西副葬品箱の影響が強く、差が十分に反映されなかったので

あろうか。

粘土樹の位置と規模　　レーダ探査が示す3本の直線的構造は、ほぼ間違いなく粘土櫛に相当する（図116）。

磁気探査でも、その中央の構造で大きな反応がみられることが指摘されている（図114Cの楕円領域）。この

埋葬にともなう鉄製品の反応と考えることができる。この3体の粘土櫛は調査ではごく一部分を確認したに

すぎない。したがって未堀の部分がどのようになっているかを探査成果から推測してみたい。図116（b）

に示されるように、中央の反応は南北7．5mに及んでいる。これを粘土櫛の規模を示すものと考えてよいだ

ろう。東櫛については、調査で明らかになった粘土櫛の南端を後円部の中心線で折り返して8．5m程度にな

ると推測しているが、レーダの反応では明瞭ではない。北端はもう少し南になる可能性も考えるべきかもし

れない。一方、西榔については、調査の所見から他の2体より小型であると推定したが、レーダでは5mの

範囲に反応がとどまっており、この推測を裏づけるものとなった。このように内部構造について部分的にし

かわかっていない場合、探査の成果を参照することによって、はじめて規模を推測する根拠が得られるので

ある。

物理探査
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電気探査と周溝の確認　西口和彦氏による電気探査では墳丘の裾の位置が明確になっている。周溝内の粘

土が取り去られ、墳丘に粘土が盛られることから、周溝が高比抵抗、墳丘が低比抵抗で、その境を墳丘裾と

して把握できるからである。裾に沿ってとくに抵抗の高い場所がみられるのは、転落した茸石のたまりによ

るのであろう。北西造り出しについては、造り出しか否かという問題も電気探査から答えがほぼ出ている。

そして、墳丘の東側の周溝内では1977・78年におこなわれた発掘の際の調査区が筋状の乱れとなってとらえ

られている。一方、電気探査の成果から陸橋の存在が指摘されていた束造り出しの南東隅については、発掘

では陸橋は検出できなかった。おそらくそこに堆積した墳丘からの流出土のために、反応が現れたと考えら

れる。調査によって埋葬主体が確認できた北東造り出しでは、抵抗の低い部分が楕円状に現れており、電気

探査でも主体部の存在がとらえられていることがわかる。このことを参照すると、束造り出しや北西造り出

しにはそのような反応がみられないので埋葬主体はないと推測してよさそうである。

以上のように、物理探査の成果は、まず調査計画の立案におおいに参考になるばかりでなく、未調査に終

ゎった部分の推測にもかなり有効であることがわかる。とりわけ墳丘や周溝など、全面を調査すると莫大な

時間と労力を要するような場所においては、探査成果を活用しつつ、調査区の成果を全面に及ぼすことが、

最も効果的な手法といえるだろう○探査成果と発掘の結果とを照合する作業を密接におこなうこと、すなわ

ち探査でみえていたものが具体的には何なのかを確認し、あらためて探査成果を読み直すというような

フィードバックを繰り返しおこなうことが重要である。（菱田）

探査の結果と調査成果
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第7章　成果と考察

1　墳丘の復原

墳丘本体　墳丘本体はまんべんなくトレンチを設定することができたので、その成果にもとづいて、墳丘

各部の数値をまず考えてみたい。

墳丘長は後円都側はその背面中央で茸石が検出でき、これをもとにほぼ決定できる。しかし、前方部前面

中央は削平がひどいため、石が集中する部分を墳丘第2段基底付近と考えて第1段裾を復原するならば最小

で98．090mの値が得られる。その全長は100mを超えるあたりであろうか。後円部径に関しては東・西・北各々

で各基底を確認できた。それをもとに円軌道を求めると半径34．700m、直径68m程となる。これは、おおむね、

墳丘長の3分の2を占める。ただし、後円部を8分割した前方部と接する（後円部外周前方都側の主軸から

東西45度ずつ移動した）付近からくびれ部に向かって、その半径を31．5mにまでせばめ、同時に基底レベル

も0．7mほどあげる。

墳丘基底部周辺の高さは西側造り出し付近で37．5mであるのに対し、北東造り出し付近で38．3mとなり、

北東から南西にかけて0．7mほど傾いた面に墳丘がのろことになる。これは周辺地形から考えられる傾き方

向と似る。墳丘基底は総じて西側が低く、東側が高い。後円部第2段・第3段の基底と埴輪列は同心円を描

くが、それぞれ東西でレベル差があることから、後円部第3段のみ中心点（0点）はやや束に偏り、旧地形

の傾きに合わせた形で墳丘成形はなされたようだ。後円部頂の高さについては、主体部の陥没による引きず

りをまぬがれた原位置をとどめる埴輪を参考にすると、標高47．5mとなり、全体の高さはくびれ部をのぞき、

9．3－10．0mである。各段の高さは東側でみる限りは下2段が1．6mずつで1：1の関係を示すが、西半は第

2段を中心に旧地形の傾きの調整をおこなっているのか、不ぞろいである。

くびれ部の幅は34mをはかる。後円部径の2分の1である。

前方部の平面形は、上2段は少しいびつであるが左右対称となる。しかし、第1段は西側に比べ東側が1

割程度広がり気味となる。この誤差は両くびれ部付近の第2段裾の茸石基底線と埴輪列の前方部端への走向

から示唆される。この延長線と、必ずしも確定的ではない先の前方部端とを結ぶと、その幅は55．114m、お

よそ55m程と見積もることができる。さて、高さについては後円部に接する付近の前方部頂の西側埴輪列の

基底が前方部端に向かって上昇することから、これを参考にすると標高43．5mに復原される。標高による比

高は前方部頂内ではおよそ0．8mと少ない。そのため、後円部と前方部の両頂の差は4．0mと大きい。前方部

自体の高さはくびれ部をのぞくと5．2－5．5mで、おおむね後円部の半分となる。各段は西側では下から1．3m、

1．8m、1．6m、東側は1．45m、2．0m、1．4mと、不ぞろいであるが、1：1：1の関係を意図していたのであ

ろうか。このうち、東側の第2段が高いのは後円部の状況とは異なっている。各段とも前方部頂と同じよう

に前端に向かって高くなる傾向にある。東西の不均等は墳丘本体だけにとどまらない。4ヶ所ある造り出し

それぞれの張り出し方も影響され、北西、西が相対的に突出する。

斜面角は全体には後円部で下2段が26度台、第3段がややきつく28度台、第1段くびれ部付近はさらにき

つくなり、前方部はおおむね30度を超える。

テラス幅は全体に第1段テラスが広く、第2段テラスはそれよりせまい。また、それぞれ前方部が後円部

の3分の2程で相対的にせまい。各段の後円部径、前方部幅からは後円部頂径と前方部頂幅、後円部第3段

成果と考察
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121CADによる行者塚古墳の墳丘復原

裾径と前方部第3段裾幅、後円部第2段裾径と前方部第2段裾幅をあわせている可能性がある。

以上の復原から、行者塚古墳の墳丘本体の特徴をみると、墳丘長を後円部径で割った値は1．47であり、こ

れは古墳出現期の寺沢薫氏のいう纏向型前方後円墳（纏向型周溝墓）に一致し、前方部が低平であることが

共通する［寺沢88、一滴91］。しかし、全体が安定した3段築戌であること、前方都側辺線が直線的にのび、

前方部頂がその端で急には高くならないことから、この類型にはあたらない。

後円部各段は旧地形の傾きに対して比較的に均質に整えられるのに対し、前方部はばらつく。しかし、前

方部各段の高さの比は1：1：1を志向したのだろう。後円部第2段・第1段も同様であるが、その第3段

は傾斜角もきつくしながら高く盛り上げており、前方部に比べ後円部が倍近くにまで達する。これは後円部

が優勢であったことを物語る。円筒埴輪編年［川西78］のⅢ期という時期にあたる通常の前方後円墳は、第

3段の高さの差がそのまま後円部と前方部の比高差に反映され、また後円部と前方部は同じような高さにな

る。しかし行者塚古墳においては、第3段において前方部は後円部の3分の1の高さである。これは前期後半、

川西氏のⅡ期の兵庫県五色塚古墳［神戸市教委75］などにみられる傾向である。ただ幅の面で、五色塚古

墳の第2段裾では後円部径の2分の1が前方部幅であるのに対し、行者塚古墳は径56mに幅が40mという値

で3分の2を超え、前方部増大の志向がプランに反映されている。

さらに後円部優勢は、前方部頂と後円部頂をつなぐスロープが存在せず、その接合部である後円都側の斜

面基底が0点を中心とした弧状を描き、直線的ではないことからもわかる。

幅についても前方部は劣勢である。少なくとも、後円部第2段の概略がある程度仕上がってから、実際に

現地で前方部第1段のプランを落としたのであろう。

成果と考察
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行者塚古墳の墳丘は後円部頂へ至るスロープがないこと、後円部径が墳丘長の3分の2を占めることなど

を重視するならば、帆立貝式古墳といえなくもない。ただし、行者塚古墳が全体的な墳丘外観で前方後円墳

的であるということに踏みとどまる要素は、基本的には3段築戌であり、前方部が大きく広がり、そこに造

り出しが存在するからであろう。これらの要素と類似する例としては、これよりやや時期の新しい奈良県三

陵墓束古墳［橿原考古学研究所92］がある。この前方部は1段のみの可能性が強いが、後円部径の3分の2

が前方部幅であり、くびれ部は前方部幅の2分の1という点は一致する。これも前方部は低平であるが、幅

の広がりは大きい。

川西氏によるⅢ期を中心とする時期は大型境が列島単位でさらに大型化し、前方部が増大する時期である

にもかかわらず、前方部が3分の2にスケールダウンする場合がある。東京都野毛大塚古墳［野毛大塚古墳

調査会92］、奈良県乙女山古墳［河合町教委88］のように造り出し状にさらに縮小する場合、そして大阪府

豊中大塚古墳［豊中市教委87］のように円墳になる場合など、縮小傾向とその諸段階が存在している。これ

らの類型からすれば行者塚古墳の前方部は縮小はしているものの、その変化はきわめてゆるやかなもので

あったといえる。

周溝と外堤　　墳丘本体でみられた後円部優勢の傾向は、その周囲でより一層、露呈されるとみたい。周囲

はすでに宅地化され、面的には墳丘東側部分が史跡指定地として残るにすぎない。その範囲内の北側と南側

でトレンチが設定できたが、南側、つまり前方部側面はこの度示す試案が成立するか否かを決めるには、後

述するもう2本のトレンチを必要とする。その課題とは、周溝外側の輪郭が盾形なのか前方後円形なのか、

外側に取り付く堤はどうなるのかということである。

先にみたように、後円都側はおおむね14m前後の幅の周溝と、さらにその周りに堤と外周溝が1：1の関

係で後円部を中心に同心円状にまわる。この14mという値は本体後円部の第1段裾から第3段裾までの距離

と近似する。そこには関連性があるようだ。後円都側の周溝外径は96m、外周溝外径は122mあたりとなる。

これに対して、前方都側のこうした諸施設を現時点で細かく観察することは困難である。

行者塚古墳では基本的に後円都側を優先して、造り出しを含む前方部部分を掘り残して、平面形を耳環形

に掘削している。このことは東側くびれ部調査区の北端が、耳環状の末端のように平面形が一段深く掘り込

まれていることから推察される。そして、両造り出し北側ラインが外湾することから、くびれ部の溝はこの

耳環形の掘り込みのさらに内側の墳丘本体側へと円軌道をとった結果である。すなわち、後円都側の輪郭を

描く際に造り出し北辺も形づくられていることを、これは示している。

さて、耳環状にまわされた後円部の溝から前方都側の周溝はどう接続するのだろうか。通常、前方部の短

い帆立貝式古墳の場合、周溝外側輪郭はたまご形を呈し、前方都側が突き出す。また、その周囲に堤が取り

付く場合は盾形もしくはその前方部がせばまる馬蹄形である。行者塚古墳はまず前者の可能性はない。また

後者であるとすれば、後円都側周溝周囲の堤がそのまま前方都側にまわるとは考えにくいし、現状でみられ

る東側の周溝外側斜面に相当する落ちが後円部に向かって開かない点から、後者にもあたらない。ここでは

総じて、周溝はほぼ前方後円形を描くと考えたい。少なくとも掘削深度の深い部分については電気探査の状

況をみる限り、そのような輪郭を示している。おそらくこの反応は旧地形・地山の表層側の粘土層（地山第

1・2層）の残っている範囲と、それらが周溝掘削で採り去られ礫層近くに達している範囲との電気抵抗値

の違いを示していると考えられる。

つまり、周溝は前方部の突き出た部分を掘り足すという意味あいではたまご形と似るものではあるが、前

方部にあわせ、「コ」の字に掘り足した結果として前方後円形を呈すると考えるのである。

成果と考察
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また、堤及びその外側の外周溝についても、後円部を中心に同心円状にまわり前方部周溝に突き当たる可

能性があることが、墳丘測量図の等高線が前方都側辺に向かって落ち込む溝状の状況によって示唆される。

ここに調査区を設ける必要がある。一方、それより南東は地形がそのまま高く残り、そこに顕著な起伏がみ

あたらないことから、前方都側に堤、外周溝らしき痕跡をみいだせないが、この部分の遺構の確認も今後に

残されている。ちなみに、周溝外側の円軌道延長が前方都側の周溝と交差するのは両造り出しの南側隅であ

る。

以上のように、墳丘周囲の周溝は前方後円形をとり、その周囲の堤及び外周溝は後円部を中心に取り巻き、

前方部にはまわらない可能性が高いと考える。こうした形状の墳丘本体側施設の類例は今のところ、おそら

くない。

後円部よりに取り付いた造り出しは、比較的吉相を示している。帆立貝式古墳で造り出しがくびれ部に付

く例には野毛大塚古墳、滋賀県供養塚古墳、大阪府鞍塚古墳といった古墳がある。しかし、いずれも後円部

から張り出している。行者塚古墳はこれにはあたらない。前方後円墳の場合、山口県柳井茶臼山古墳がどち

らかと言えば後円部に取り付くが、造り出しとの間に細い溝が確認でき、注目される。奈良県巣山古墳のも

のもこれに近いかもしない。行者塚古墳の場合はこれよりはるかに明確な溝がまわる。これらは造り出しが

大阪府野中宮山古墳や奈良県神明野古墳のような後円部から独立したものでない点、古相を示し、その実像

が今回の調査結果に示されていると言えよう。

つまり、行者塚古墳は後円部を最優先とし、前方部を全体に3分の2に縮小し、後円部頂へのスロープ、

前方部の堤、外周溝を欠落させながらも、3段築成、造り出しの形状といった要素において前方後円墳に踏

みとどまろうとしたのである。

加古川下流左岸における行者塚古墳墳丘　加古川下流左岸においては、行者塚古墳のある西条古墳群より

下流にある日岡山古墳弾の南大塚古墳［上田哲也85、北山89］の内容が知られる。後円部と前方部それぞれ

に竪穴式石室があり、後者からは三角縁神獣鏡片が出土した。この墳丘は北接する西大塚古墳［上田哲也85］

とともに前方部墳丘頂が幅せまく、かつ低く、造り出しもなさそうだ。また、前方部幅は後円部径の半分で

ある。それぞれ、90．0m、74．0mという墳丘長を後円部径で割った数値は1．67、1．85である。これらはきわ

めて畿内の前期前方後円墳の様相に近い。

北大塚古墳［上田哲也85］が日岡山古墳群のなかで下る可能性を残すが、大きくみて、加古川下流左岸を

一つの単位としてみた場合には、前期末を境として、日岡山古墳群の系列首長から、西条古墳群系列首長に

覇権が移動している［高野95］。その理由は畿内内部での動向も－あろうが、わずかに垣間みる副葬品の内容

をみるときに、朝鮮半島、中国大陸とのつながりのなかで、地域的な頭角を現したとみることができる。

しかしながら、加古川下流左岸域の大型墳全体の動向としてとらえるなら、標準的な前方後円墳と竪穴式

石室から、前方部が増大する川西氏のⅢ期にあえて縮小し、粘土櫛に変化する。このことからすれば播磨

のなかにあって畿内勢力の墳丘築造規制が部分的にしかも比較的緩やかではあるが、当地域に対して働いて

いた結果と判断できる。

川西編年のⅡ期末からⅢ期という時期におけるこうした墳形の変化は、大きくは近江、小さくは大阪府久

米田古墳韓、古市古墳群内の二塚・盾塚・鞍塚古墳、奈良県馬見古墳辞、佐紀盾列古墳群西辞の塩塚・オセ

山古墳、京都府鳥居前・今皇軍塚古墳、三重県美旗古墳群などに、共通してみられる現象である。（一瀬）

墳丘の復原
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2　造り出し

行者塚古墳調査の大きな成果のひとつは、造り出しの性格を考察するための手がかりを多く得たことであ

る。

中でも西造り出しは残りがよかったこともあり、得られた情報は多い。まず、これまでの造り出し調査例

との比較の上で重要な発見として、造り出し上面と前方部テラスとの間に小斜面があり、そこに河原石が丁

寧に葺かれていたことと、方形埴輪列に食い違い部があることがあげられる。奈良県乙女山古墳では造り出

しの一部が調査され、食い違い部をもつ埴輪列がみいだされている（図123）［河合町教委88］。報告ではこ

の埴輪列を第1段テラスを囲緯するものとし、造り出しに対応する形で直線的に樹立されたものとみなして

いるが、方形埴輪列の可能性が考えられよう。さらに東方でみつかった3本の埴輪はその反対側の辺とみら

れる。また位置からみて埴輪列と平行する斜面と茸石は、第2段斜面ではなく、ここでいう小斜面に対応す

るものと考えられる。この埴輪列の内

部では家形埴輪や土師器、簾形土器、

土製品などがみつかっており、行者塚

古墳の西造り出しとの共通性はきわめ

て強い。大和の古墳に類例があること

から、行者塚古墳でみいだされた造り

出しの状況はある程度一般的なもので

あったと推測できる。

このような食い違い部をもつ方形埴

輪列の平面形が、西造り出し横の谷部

で発見された囲形埴輪とよく似ている

ことも注目される。同様の食い違い部

は兵庫県松野遺跡［神戸市教委83］の

豪族居館と推定される建物を囲む柵列

や、鳥取県長瀬高浜遺跡［鳥取県教育

文化財団83］の特殊な建物を囲む柵列

にある。固形埴輪が何をかたどったも

のであるかについては諸説あったが、

このような類似性から、建物を取り囲

む施設を表したものであることはほぼ

確定したといえる（小笠原85、橋本85）。

束くびれ部に置かれていた形の異なる

固形埴輪が中に家形埴輪を入れていた

事実も、こうした見方を裏づけよう。

また一方で、家形埴輪群とそれを取り

囲む方形埴輪列が実際の建物を表現し

たものであることも推測できよう。

成果と考察
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123　乙女山古墳の造り出しと出土土師器・土製品・徹形土器

［河合町教委88］
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造り出しそのものだけでなく、墳丘本体との関係が明らかになった点も重要である。造り出しと前方部の

間の小斜面には河原石が丁寧に葺かれている○こうした行為の背景には、造り出しが墳丘本体と別の空間で

あることが意識されていたことを読みとることもできる。

造り出しと後円部の間の谷部が造り出しへ上がるための通路として重要な役割を果たしていたことも判明

した。そこには河原石が丁寧に敷かれ、西の谷部には固形埴輪、東では固形埴輪と家形埴輪のセットがその

通路をふさぐように置かれた。なおこの固形埴輪は束と西で、形態や据え方に違いがある。この違いが何に

もとづくものであるかは今後の検討課題である。

現段階では西造り出しでおこなわれた祭祀を次のように復原している。造り出しの中央部には数棟の家形

埴輪が置かれ、方形埴輪列の中に祭祀の場がつくられる○中への出入りは後円部との問の谷部から、方形埴

輪列の食い違い部などを通ってなされた。家形埴輪の前で、食物を摸した土製品が高杯や旅形土器に載せて

供献され、祭祀がおこなわれた。祭祀が終了し、谷部を通じて退出がおこなわれた後、谷部には固形埴輪が

据えられ封鎖の役割を果たした。なお、北西造り出しも、家形埴輪や土師器の存在から想定される祭祀は共

通性が多いものといえよう。

これと異なる状況を示すのが北東造り出しである。すなわちそこでは埋葬がおこなわれ、またその上面に

家形埴輪のほか、各種の器財埴輪が配置され、方形埴輪列の囲い方、土師器や土製品の使用などにも違いが

みられた。西造り出しとは明らかに異なる用い方がなされたことがわかる。埋葬施設内部を調査していない

ので詳しくはわからないが、玉の撒布、家形埴輪や各種の器財埴輪からみても、かなり丁寧な埋葬がなされ

ており、被葬者が一定の身分であったことを示している○墳頂部の被葬者との関係が問題となろう。なお造

り出しに埋葬施設が確認された例としてはばかに、奈良県室宮山古墳［泉森・河上71、御所市教委96］、岡

山県月の輪古墳［近藤編60］などがあげられる。

このように利用のされ方の異なる造り出しが、1つの古墳に付属しており、造り出しは複数の機能を果た

していたことを示している。しかもいずれも古墳の設計段階から構築が決まっていたのであり、後から付加

された施設ではない。小斜面の存在や谷部の利用の仕方などからみても、墳頂の埋葬やそれにともなう葬送

儀礼と密接に関連した祭祀や埋葬の場であったと考えられる。今後古墳全体の利用のなかで造り出しのはた

らきを位置づけていく必要がある。（森下）

3　埴輪

樹立方式　行者塚古墳における埴輪は、調査によって、①後円部墳頂‥方形埴輪列、家形、器財　②前方

部墳頂：円筒埴輪列　③墳丘第2段テラス：円筒埴輪列　③墳丘第1段テラス：円筒埴輪列　④造り出し上

面：方形埴輪列（西、北西、北東＝いずれも壷付き）、家形（西）、家形・器財（北東）⑤造り出し・後円

部間谷部：固形（西＝単独、束＝家形付き）が樹立状態、あるいはほぼ原位置で確認できた。このほか、各

所に転落していた破片から、北西造り出しに家形埴輪や蓋形埴輪があったこと、・東造り出しに蓋形埴輪や円

筒埴輪があったこと、かつて甲南形埴輪が採集されているように［浅田63］、前方部頂にも一部器財埴輪が

樹立されていたことなどが復原できる○また、周港内での円筒埴輪の出土は堤にも円筒埴輪をめぐらしてい

たという上田氏の調査報告［上田哲也85］を裏づけており、大正年間の記録［渡部27］からは、上記の配列

に加え、後円部墳頂の縁辺にも円筒埴輪列がめぐっていたことがわかる。そのほか、鶏形埴輪の頭部表採資

造り出し
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124　行者塚古墳出土の円筒埴輪（1：東くびれ部第1段テラス、2・3：前方部西側第1段テラス）

料が知られている。

墳丘テラスの円筒埴輪列はいずれも口縁部が接するくらい密に配列されていた。後円部と前方部の西側第

1段テラスや、北西造り出しの円筒埴輪は底径26cm前後の大型品が主体であるのに対し、前方部頂、墳丘第

2段テラスや後円部東側第1段テラス、西と北東の造り出しは底径20cm前後の円筒埴輪が主体を占める。そ

の中でも前方部頂のものはとくに小型である。円筒埴輪は溝状の掘り方を設け、底に高さ調整のための置き

土を適宜埋めながら樹立し、．掘り方を完全に埋め戻す。墳丘テラス全面を整える化粧土が掘り方の上にも及

んでいることから、墳丘本体についてはこの据え付け作業が古墳築造作業の一環としておこなわれたことが

確かめられるが（後円部東側）、造り出しや後円部墳頂での埴輪の樹立時期はその限りではない。

行者塚古墳の円筒埴輪は必要に応じて底部を打ち欠いて樹立しているものが少なくない。打ち欠きが認め

られるものは小型、大型を問わず各所でみつかるが、全体的な法則性はまだみいだせない。しかし、小型の

円筒埴輪の列中にある大型品で打ち欠きのあるものは朝顔形円筒埴輪の可能性が高く、束くびれ部の第1段

テラスでは6－8本に1本の割合で朝顔形円筒埴輪が樹立されていたと推測できるデータが得られた。これ

に対して、後円部東側第2段テラスの朝顔形円筒埴輪のようにそこだけ深く掘り下げて埋めるものは例外的

といえよう。また個々の円筒埴輪は樹立に際してあまり透し孔の方向を意識していないようである。

今述べたように円筒埴輪列は基本的に朝顔形円筒埴輪を交えるだけであるが、造り出しの円筒埴輪列は朝

顔形円筒埴輪を用いず数本に1本の割合で童形埴輪を載せていたらしい。造り出しの円筒埴輪の間隔が墳丘

に比べて疎なのはそのせいもあろう。なお、これら造り出しの円筒埴輪をふくめた行者塚古墳墳丘の円筒埴

輪総数は約2，500本と試算できる。

成果と考察
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埴輪の特徴と年代的位置づけ　　［円筒埴輪］　整理途中でもあり、普通円筒埴輪はこれまでにわずかに1

本が完形に復原できただけで、これと後円部東側第2段テラスの朝顔形円筒埴輪（裏表紙）だけが復原でき

たにすぎない。普通円筒埴輪では隣接する上下の段にともに透し孔をあける破片はなく、口縁部のある最上

段の下の段には透し孔があくようであるから、大半が計5段に復原できるものと思われる。図124には大型

品の口縁部と基底部と復原された小型の円筒埴輪を呈示している。小型品の高さは約64cmである。統計的数

値は出していないが、これらをはじめ円形透し孔をもつものが大半を占め、わずかに三角や方形の透し孔が

混じる。口縁部は直立したまま端面を整えるものが多く、端面を外側につまみ出すもの（図124－3）が少量

ある。

外面調整には第1段にまで横刷毛目を施すものが多いが、B種横刷毛目［II旧78］は確認できない。黒斑

が付着することから野焼きによる製品と考えられる。朝顔形円筒埴輪は肩部が丸みをもち、口縁が大きく2

段に広がる。以上の特徴をもつ行者塚古墳の円筒埴輪は、畿内の埴輪では奈良県コナベ古墳、大阪府高塚山

古墳卜瀬86］などの5世紀前葉のものと似ている。B種横刷毛目がみられないのは、これらの円筒埴輪が

川西宏幸氏の編年のⅡ期、すなわち4世紀後葉にさかのぼることを示すのではなく、この技法が普及、徹底

しなかったためと考えられ、形態からもⅢ期併行の5世紀前葉に位置づけうる。後円部墳頂で方形埴輪列を

構成している鰭付円筒埴輪も、すでに鰭が退化しており、墳頂部に限って残存する5世紀型の鰭付円筒埴輪

である。

［家形・固形埴輪］西と北東の2ヶ所の造り出しで認められた家形埴輪群は、よく似た数量と構成をもっ

ていて、当時の代表的セットとみなせる。入母屋道家は上屋根を大きく誇張して表現したもので、大半のも

のに棟上の鰭飾りが特徴的に付く。反対に、切妻道家には鰭飾りは付かない。このことから行者塚古墳で確

認できる家形埴輪のなかで中心的な存在となるのが、鰭飾り付きの入母屋道家であると判断される。また、

寄模造家はほとんど確認できず、また、屋根倉式建物、片流れ道の家（図54）といった類例のまれなものを

のぞくと高床式建物も確認できないことになる。これらの家形埴輪は柱を立体的にみせるものが多く、4枚

の壁を四隅で接合している前期的な製作技法が観察されるものが多く残っている［青柳95］。5世紀前葉に

なって現れる堅魚木が東側谷部の固形埴輪内から出土した家にしかみられないことともあわせて、これらの

家形埴輪辞は5世紀前葉に位置づけられる。

ところでその東側谷部に置かれた固形埴輪にともなう家は、堅魚木と鶏の表現からみても、小型で簡素で

はあるが特殊な性格の建物を表していると考えられる。その点、奈良県宮山古墳の家形埴輪群の構成も1個

体のみ堅魚木の表現がある特別な家がある点でよく似ている［橿原考古学研究所附属博物館95］。神殿や祭

祀行為の場所を表現したものであろう。

さて行者塚古墳の形象埴輪のなかでとくに注目されるのがその固形埴輪といえるが、東側谷部から出土し

た長方形のタイプはこれまでほかにはあまり知られていなかった。しかし、三重県石山古墳の固形埴輪のな

かに、平面が長方形になる可能性をもつ個体が1点ある（1993年に京都大学文学部博物館の春季企画展に展

示された［京都大学文学部考古学研究室93］）。また、固形埴輪の中に家形埴輪を内蔵した例は、愛知県経ケ

峰1号墳例［剛奇市教委81］をあげうるにすぎない。この例は一隅が鈎形に曲がった通有の固形埴輪である。

これらの固形埴輪が古墳においてどのように用いられていたのかがはじめて明らかになった点は今後大きな

意味をもってこよう。なお、東西両谷部から出土した固形埴輪の形態差は、両造り出しの性格差を反映して

いる可能性もある。

［器財埴輪］確認できた器財埴輪の種類は、盾、甲高、勘、蓋であり、5世紀前半の基本的なセットがす

埴輪
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ベてそろっていることになる［高橋88］。

甲南形埴輪は、短甲部と草摺部とを一体で成形するものであった。本型式の初現は5世紀初めにはさかの

ぼらず、5世紀前葉から中葉にかけてつくられた型式である。本例は莫大に近い大きさにつくられているこ

とと、その表現の正確さからそのなかでも古式に属するものと判断される。盾形埴輪は革製盾を忠実に模し

た表現が認められ、同種のなかでも最も精巧につくられたものである。これら甲胃と盾に関しては、畿内の

製品に遜色ないが、靭形埴輪と蓋形埴輪はそうではない。この時期畿内では奈良県宮山古墳例に代表される

ような非常に装飾的で大柄な靭形埴輪が主としてつくられているが、行者塚古墳例はそれとは大きく異なっ

ている。4世紀末のものから派生してきた型式であることは明らかであるが、背板に鎌の部分を一段高く表

現する例としてはほかに岡山県月の輪古墳［近藤編60］に類例があるくらいで、それとの関係を考慮すべき

かもしれない。また、十字形の立ち飾りをもち、傘部を放射線状に分割するような蓋形埴輪も、今回の調査

では1個体もみいだせなかった。ただし、高野氏の報告［高野96］には立ち飾りの採集資料が掲載されている。

この状況は播磨という畿内から遠く離れた土地にあるがゆえの結果と考えることができるかもしれない。

先に述べた高床式建物や寄棟道家の欠如も、地域の建築様式を反映しているともとれる。けれども王権が品

目に格差をつけた可能性もある。同様な解釈が可能なものに、群馬県白石稲荷山古墳［後藤・相川36］があっ

て、そこでは家形埴輪辞の中に入母屋道家をまったく欠いている。このように派生する問題は多々あるが、

これ以上の推測は墳頂のセットが明らかになってからするべきであろう。

以上のような、円筒埴輪と形象埴輪の総合的評価にもとづけば、行者塚古墳の埴輪の内容は、岡山県金蔵

山古墳や大阪府一ケ塚古墳、高廻り2号噴、三重県石山古墳などより新しく、答案焼成の段階になる大阪府

誉田御廟山古墳、七観古墳などより古い時期に編年される。すなわち岡山県月の輪古墳や大阪府盾塚古墳、

高塚山古墳、奈良県宮山古墳、コナベ古墳などと平行する5世紀前葉に位置づけられる。ただし、各地区で

の円筒埴輪の分析は進んでおらず、また、後円部墳頂の形象埴輪のセットがあまりよく残っていないため、

後円部の埋葬と北東造り出しの埋葬の時間差など詳しい検討は正報告に譲らざるを得ない。ただ西造り出

しと北東造り出しの家形埴輪の総体的比較では印象として時期差は認められない。少なくとも一世代を超え

るような時期的隔たりは墳頂、西造り出し、北東造り出しの間にはなかったものと考えられる。

今後、造り出しと墳頂の家形埴輪の構成が整理作業の結果明らかになってくれは当時の豪族居館の全貌

とともに造り出しの家形埴輪の系譜、ひいてはそこでおこなわれる祭祀の系譜なども考える材料が得られる

であろう。（高橋）

4　第形土器

従来「籠目土器」と総称されていた土器は様々な形態のものがあるが、ここでは後述するような特徴から、

内外面に簾の圧痕をもつ皿状の土器を簾形土器と呼ぶことにする。

西造り出しで出土した魚形土器は、内外面に簾の圧痕が付けられている皿状の土器で、法量は直径12cm程

度、器高4cm程度である。四隅が外へ隆起し方形を呈する底部と、そこから直線的に延びる体部をもつ。原

体となっている旅を圧痕から観察すると、底部は2条一組の網代編みであり、底部から体部に移る部分では

底部を編んでいる条の末端をそのまま体部の経とし、その経2本ごとに経より細い緯を通す綾編みとなって

いる。これが数段続いたその上は経1本ごとに経を通す簾編みとなっている。縁は経を内側に折り込んでい

成果と考察
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古墳・遺跡名

天道遺跡（三重）

阿形遺跡（三重）

橋垣内遺跡（三重）

纏向遺跡（奈良）

布留遺跡（奈良）

馬渡遺跡（茨城）

花岡出土（三重）

北堀池遺跡（三重）

城屋敷遺跡（三重）

鳥羽遺跡（京都）

国府遺跡（大阪）

井辺遺跡（和歌山）

坂西遺跡（埼玉）

梶塚古墳（京都）

誉田白鳥遺跡（大阪）

堺大塚山古墳（大阪）

巣山古墳（奈良）

古市方形墳（奈良）

ナガレ山古墳（奈良）

乙女山古墳（奈良）

ウワナベ古墳（奈良）

行者塚古墳（兵庫）

クワンス塚古墳（兵庫）

金蔵山古墳（岡山）

陣場山古墳（岡山）

三笠山古墳（岡山）

月の輪古墳（岡山）

北山古墳（鳥取）

墳形（規模）性格　出土位置

集落　　　　　竪穴住居

集落？　　　　祭祀遺構

旧河道

集落等　　　　　溝

集落等　　　　　溝

埴輪製作址　　　粘土採掘坑

集落　　　　　竪穴住居

集落　　　　　竪穴住居

集落等　　　　土塊

集落等　　　　　井戸

祭祀遺跡　　　祭祀遺構

方（約50m）　　墳丘テラス

生産遺跡　　　　溝

前方後円（159m）造り出し

前方後円（204m）造り出し

方（27m）　　　墳頂

前方後円（105m）前方部頂

帆立貝式（130m）造り出し

前方後円（255m）周濠内

前方後円（99m）造り出し

造り出し付円（45m）造り出し

前方後円（156m）後円部頂

前方後円（14m）後円部頂

前方後円（75m）後円部頂？

造り出し付円（60m）造り出し

前方後円（110m）後円部頂

表2　筑形土器出土地一覧表

個数　　年代　形態・圧痕

3　　　4C　　壷・外面

1　　　4C　　壷・外面

1　　　　　　壷・外面

2　　　　4c　　壷・外面

1　　　4c　　壷・外面

1　　6C後　杯・外面

鉢・外面？

1　　3c末　鉢・外面？

1　　3c末　鉢・外面？

1　　　4C　　鉢・外面

4c　　鉢・外面

2　　　4c　　鉢・外面

1　　4C初　椀・内外面？

12以上　5c中葉　皿・内外面

3　　5c中葉一皿・内外面

1　　5C前葉　皿・内外面

1　4C末一5C初皿・内外面

2　　　4c末

2　　　5C初

1　　5c前葉

1　　5c中葉

5以上　5c前葉

4以上　5C前葉

皿・内外面

皿・内外面

皿・内外面

皿・内外面？

皿・内外面

皿・内外面

10以上4c末一5C初皿・内外面

3　　5c前葉　皿・内外面

5C前葉　皿・内外面

1　　5c前葉　皿・内外面

3　　5C前葉　皿・内外面

共伴遺物（埴輪を除く）・その他　　　　文献

手捏土器、土師器、石製有孔円盤

鉢形のものも存在しているらしい

手捏土器、土師器

土製円板、土師器高杯

1

2

1

3

19

4

5

1

1

6

7

8

1

9

10

土師器　　　　　　　　　　　　　　　　　7他

土師器高杯　　　　　　　　　　　　　　　　11

土師器高杯　　　　　　　　　　　　　　　　20

土製品、土師器高杯、小型丸底壷（墓頻埋土から出土）

土製品、土師器高杯、小型丸底壷（円筒埴輪内出土）12

土製品、供献土器、造り出しからの転落

土製品、土師器高杯、小型丸底壷

土製品

土師器高林、銅鏡

円筒埴輪棺の透し孔の閉塞に使用

舟形土製品

土製円板
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るようである。網代に編んだ方形の底部から角度を変えて円形の体部をつくるため、底部の四隅には隆起部

が形成されている。以上のようにして編まれた焦2枚の間に粘土を挟んで、この土器を製作したものと考え

られる。口縁部を削るなどの調整はなされていないようである。内面に赤色顔料が残る個体が存在しており、

もともとは全面に赤色顔料が塗られていた可能性がある。

類例を集めた結果、外面あるいは内外両面に菟あるいは寵の網目の圧痕が付けられた土器は、一覧表の通

り28の古墳・遺跡で出土していることがわかった。関東地方から中国地方まで分布しているが、分布の中心

は畿内である。このような土器については器形と圧痕の付け方で幾つかに分類できるが、行者塚古墳で出土

したものと同様の、内外面に庄痕をもつ浅めの皿形のものに限ると、15の出土例が知られる。これらの土器

は同じ形で直径10cmから15cm、器高3cmから4cmのものがほとんどである。また、圧痕から観察できる原体

の徒の編み方も同じであるなど共通性が強い。これらは畿内から西、とくに畿内と岡山県に多くみられる。

このような魚形土器は古墳での出土がほとんどである。出土した古墳の規模は大きいものが多く、その年

代も4世紀末から5世紀中葉に限られている。行者塚古墳では造り出しにおいてミニチュアの土師器高杯、

土製品とともに出土したのであるが、岡山県金蔵山古墳では後円部頂において、土師器高杯などとともに供

献された状況で出土しており、出土位置は異なっても同様の状況がみられる［西谷・鎌木59］。旅形土器は

墳頂部あるいは造り出しから出土する例がほとんどであり、原位置から移動していたり出土状況が不明であ

る場合でも、高杯などの土師器や土製品とともに出土することが多い。このことから、簾形土器は高杯など

とともに古墳における祭祀に供献されていたものと推定できる。

ところで、外面のみに庄痕が付けられている土器は、古墳からの出土例がなく、住居社や溝からの出土が

多い。この土器に関しては型として簾を使用することとの関連が考えられる。しかし、焦形土器のように内

外面に旅の圧痕を付けることには実用的な意味は考えにくい。また一般の集落遺跡などでは出土しないこと

からも、簾形土器は古墳における祭祀専用の特別な器として製作されたものといえる。このことは赤色顔料

が塗布されているものが存在することからも裏づけられよう。内外面に圧痕をもつ浅い器形はまさに危その

ものであり、有機質である簾を恒久的な土製品に置き換えたものと考える。そして、もともとこのような魚

形土器に食物を供物として載せて被葬者に供えていたとすれば、行者塚古墳の場合、その供物と容器をとも

に土製品として模造したという解釈も可能である。（東方）

5　西造り出し出土の土製品

西造り出しの土師器集中部から出土した土製品は8種以上に及ぶ。造形のはっきりしているものでは鳥と

魚とがあり、またアケビ状と仮称しているものは、何らかの植物の実とみて誤りないものと考える。ヒシの

実状はモチや練り物の類いであることも考えられるが、おそらくはこれも植物の実であろう。いずれにせよ

これらは食物か食物となりうるものである。一方で鏡、玉、利器などといった器物や、食物とは考えにくい

馬や犬、あるいは人を表したことが明らかなものは1つもない。このことからすれば、ほかの棒状、円錐状

といった造形のはっきりしない土製品も、すべて何らかの食物を摸したものとみてよいのではないだろうか。

また同様の推定は、その出土位置からも導かれる。集中部の土師器の正確な配列は現時点では復原できてい

ないが、集中部北東隅のあたりで原位置のままつぶれた高杯や簾形土器の一群があり、土製品もまたその周

囲に集中する傾向が認められる。つまり土製品はこれらの土師器の上に盛られ、供物として古墳の主に捧げ
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られていた状況が復原できるのである。これに関して辞馬県舞台1号墳造り出しで出土した、盛り付けた供

物を共土でつくった高杯が興味深い［群馬県教委91］。器物などを土器に盛ることは考えられないから、こ

のことからもこれらの土製品が食物の模造品であることが知られる。

ところで、同様の手づくね、中英の土製品を出土する古墳は、これまでに15例ほどが知られている。これ

らの中で本例との比較上、注意すべき例についてみてみたい。

まず注目されるのは兵庫県加西市クワンス塚古墳であろう○行者塚古墳と同じく加古川流域の古墳で、造

り出しから弓状、杵状、円板状などの土製品が多数出土している［兵庫県立歴史博物館96］。行者塚古墳と

共通する品目はなく、円板状製品も行者塚の餅状とは印象を異にする。しかし出土位置、簾形土器という特

殊な遺物が共伴すること、造り出し上面と墳丘第1段テラスとの間に明確な段差が存在するという構造上の

特徴は行者塚古墳と共通し（加西市教育委員会立花聡氏御教示）、地理的な近さからも両者に深い関係のあ

ることが考えられる。ひるがえって土製品そのものについても、器物を表したと断定できるものはなく、む

しろ行者塚古墳の例から食物を表した可能性が高いのではないだろうか。

次に土製品の品目に注目して類例をみてみよう○このとき注意したいのは奈良県ウワナベ古墳と瓦塚1号

境である。この2古墳は地理的な近さはクワンス塚古墳に及ばないが、品目に加えて出土位置にも行者塚古

墳との共通点がある。前者は造り出しから魚形と棒状製品が、後者はくびれ部の墳頂近くから魚形と円板状

製品がそれぞれ出土しており、とくに魚形はいずれも行者塚のそれとよく似たつくりである［西口75、橿原

考古学研究所76］。このほか、周濠に転落した状態の出土で原位置を明らかにしがたいが、大阪府誉田御廟

山古墳の造り出し付近からも各種の魚類や水産物を象った土製品が出土しているし［梅原34］、同野中宮山

古墳後円部でも、魚形土製品が表採されている［上田陸93］。今のところ魚形の出土はこの5例のみである。

また奈良県乙女山古墳も、土製品としては造り出しから棒状品が出土したのみであるが、2節で述べたよう

に造り出しの構造がきわめてよく似ていることや、簾形土器が共伴する点で重視される［河合町教委88］。

さらに、乙女山古墳に近接して存在するナガレ山古墳では、前方部頂の墓損埋土内から、行者塚古墳のアケ

ビ状製品に似た三日月状のものをはじめとする各種土製品が、簾形土器などの土師器とともに出土している。

以上を整理すると、ここにあげた行者塚古墳を含む8古墳の土製品についての特徴として、①出土古墳の

年代は5世紀前葉一中葉に収まる、②比較的大型の、多くは前方後円墳から出土する、③播磨と大和、河内

に分布する、④ほとんどが造り出しからの出土である、⑤誉田御廟山古墳、野中宮山古墳、瓦塚1号境をの

ぞいた5古墳で簾形土器が共伴している、といったことがあげられる。これらの土製品は必ずしも用途が明

らかではなかったが、こうした共通点で行者塚古墳と結ばれることから、そこに供物用の食物という性格を

みることが妥当ではないかと考える。

また、⑤としてあげた特徴は重要であろう。前節で述べたとおり、同様の簾形土器が古墳から出土した例

は行者塚古墳を含め14を数えるが、このうちの5例が先にあげた古墳なのである。14例中5例という数字は

少ないように感じられるが、今後十分な調査がおこなわれることによって、この差はもっと縮まるものと考

えている。例えば、簾形土器を出土し、①一⑤の特徴を備えた奈良県巣山古墳などは、土製品も出土するこ

とが期待される。あるいは逆に現況では魚形土器をもたない瓦塚1号境や誉田御廟山古墳にも、本来そなわっ

ていたことが考えられるだろう。したがって、土製品と魚形土器とは強く結び付くものと推測され、しばし

ば古墳での供献祭祀に同時に用いられたものと考えられる。これが正しいならば、魚形土器と土製品が同一

古墳で出土した場合には、その土製品が食物の模造である可能性を考える必要も出てくるだろう。例えば岡

山県金蔵山古墳や月の輪古墳では、棒状やハート状といった、何を表現したのかわからない土製品があるが
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［西谷・鎌木59、近藤編60］、これを食物として再検討することも、古墳祭祀の研究の上では必要となるで

あろう。ただし、大阪府堺大塚山古墳の場合、造り出しから簾形土器とともに出土した土製品は明らかに器

物であり、簾形土器と土製品が共伴した時、ただちにその土製品が食物であると、単純には言えないことを

示している。

今回の行者塚古墳における土製品の出土は、造り出しにおいて食物の土製模造品を供献するという祭祀の

存在を明らかにしたものとして、貴重な例となった。換言すれば、古墳出土の土製品に、食物を表したもの

があることが、これによって明らかになったということである。その起源や系譜について述べるにはまだ資

料が少ないが、前代には実際の食物が捧げられていたであろうことは想像に難くない。これが滑石製模造品

の盛行などを背景として、土に形を写していったものと考えられる。また、土師器との一括出土によって、

簾形土器とのセット関係の可能性も指摘することができた。ほかの古墳出土の土製品についても再検討を促

すものとして、手がかりに乏しい祭祀研究の上できわめて意義あるものといえるだろう。（堀）

表3　関連土製品出土古墳一覧表

古墳名

ウワナベ古墳（奈良）

瓦塚1号墳（奈良）

ナガレ山古墳（奈良）

乙女山古墳（奈良）

誉田御廟山古墳（大阪）

堺大塚山古墳（大阪）

野中宮山古墳（大阪）

蛭子山古墳（京都）

作山1号墳（京都）

溝谷1号墳（京都）

野崎3号墳（京都）

行者塚古墳（兵庫）

クワンス塚古墳（兵庫）

金蔵山古墳（岡山）

月の輪古墳（岡山）

墳形（規模）

前方後円（255m）

前方後円（97m）

前方後円（105m）

帆立貝式（130m）

前方後円（415m）

前方後円（159m）

前方後円（154m）

前方後円（145m）

円（30m）

方（15m）

円（15m）

前方後円（99m）

出土位置

造り出し

くびれ部

前方部頂墓損埋土

造り出し

周濠

造り出し

後円部頂

後円部頂

墳頂

墳丘上

陸橋両側周溝

西造り出し

造り出し付き円（45m）造り出し

前方後円（156m）　　　後円部頂

造り出し付き円（60m）後円部頂

6　埋葬施設と副葬品箱

時期　　　　　　　　出土土製品

5C中葉　　魚2、棒状

5C前葉　　魚5、円板状4

5C初　　　三日月状、円板状、球状、

三角錐状

5C前葉　　棒状

5C中葉　　魚（蛸、烏賊、魚）

5C前葉　　ベッド状、案、椅子、壷

5C前葉　　魚

4C後葉　　緒？、犬？

4C後葉　　器物？（刀、剣、錘、釣針等）

4C後葉　　棒状、楕円球状、円板状

6C前葉　　四足動物（馬？、猪？）、鏡

5C前葉　　鳥、魚、アケビヒシ、モチ等

5C前葉　　自然薯？、弓状（マメ？）、杵状、

円板状等

4C末一5C初　棒状等

5C前葉　　ハート状、棒状

後円部頂の埋葬施設は、同一墓損内に納められた3基の粘土櫛であり、良好に残存していることが判明し

た。またその墓損の埋め戻しの途中で、各種の副葬品を納めた箱が置かれていたことがわかったことも重要

成果と考察

92　－



ドニー一一一　一　‾‾‾　　　　　　　　　　　　一‘＝ 

lT‾①◎°◎⑧⑫。⑨品。⑫◎＠難 
ll㊤ llト∴ ＼：∴∴∴∴∴∴攣∴∴∴∴∴∴∴⊃ �ヾ∴ � �� � � � 

〇十∴ ��三二 
○ 

○言 ��○∵・三三 ⑤㊥㊥ 
1㌧ 

：：6： l⊃ � 

1－　　　0 �醒案 
ll � l 韓⑨◎⑱ l � 

l 

十一一一1－－－‘‾‾‾●‾‾‾‾ ／ 　〃一一一°“〇一．一一°““一一〇一° � 

l 

＼≡ ＼年 ま＼」 �榔 �中央的　　東 ’・・誓′Z／ノン′粘土 ′∴／∴　傑 �榔／ ％ 、ヾヾ詰● 

轟ミ熱　∴霊草隷 
●　‾　○‾○　○‾○　○ �‾○　　○‾　e　　e‾●　　a‾ �＿　　＿　、．、．．　●　　●　i・1　　　　　　　　　　1－1°一〇一一一1－－ �‾一　一‾▲　一°‾▲　○ 　　　　　　　　● 

125　石山古墳の粘土榔［京大考古研93］

な発見である。

長持形石棺の石材として有名な竜山

石の産地近くに位置することから、行

者塚古墳の埋葬施設は長持形石棺であ

ると調査前には予測していた。そのた

め、地中レーダによる探査によって石

棺の可能性が薄いとわかった時には、

意外の感が強かった。長持形石棺は近

畿地方を中心とした中期の大型古墳の

代表的な埋葬施設であり、行者塚古墳

クラスの古墳に用いられてもまったく

不思議はないからである。それらの石

棺の石材産地を目前にひかえながら、

それを用いた石棺が採用されなかった

ことになる。一方で墳丘の茸石には莫

大な量の竜山石の割石が用いられてい

る事実は、石材そのものの調達は十分

に可能であったことを示す。

この粘土櫛については部分的にしか

調査していないため、詳しい構造や規

模は不明である。同一墓損内に3棺が

納められだ副ま、これまでに知られて

いた三重県石山古墳（図125）に次ぐ例

であり、一定以上の規模をもつ古墳での同時埋葬が特殊な風習ではなかった可能性を示す点で意味をもつ。

北東造り出しの埋葬施設とからめて、埋葬時期や各棺の被葬者の関係を考察する必要がある。

墓蝶理土中に埋められた副葬品箱はほかに例をみないものである。前期古墳の竪穴式石室の裏込めに各種

の副葬品を入れた奈良県下池山古墳や大阪府紫金山古墳の例や、または奈良県メスリ山古墳や同所沢千塚500

号境などの副葬品専用の施設とつながりをもつのであろうか。中期に盛んにおこなわれた前方部やいわゆる

陪家での鉄器大量副葬の初期の例となるが、納められた副葬品の質が際だっている。とくに中央副葬品箱に

は、帯金具や馬具などすべてが舶載品と考えられる希少な品物が納められている。西副葬品箱は鉄製品を

中心として量が多いこととともに、種類がきわめて豊富であることも特徴である。今後これらの遺物の詳し

い検討を通じて、それぞれの分け方の違いや配列の意図などを探っていきか。（森下）

7　帯金具

行者塚古墳から出土した帯金具は、中国の西晋時代に製作されはじめたものであるが、中国大陸や朝鮮半

島での出土例は決して多くはない○まして、日本の古墳から出土することはきわめて稀であり、その入手の

埋葬施設と副葬品箱

－　93



一一一°”－－－－〇〇一一一一一 　　　　ヽ 　　ヽ 　I 　I 

○　　　　へ 　　　　I 　　　一一？l 　　　　′ノー7－ニー1 　　　，＿－．l－I 

・、●－－－ii一 

○ 

′／／＿＿一・一一、、＿／！参‾‾ふ i i 　→ノニーrllrr“l ＼ 　I・－、高 　Iヽ′ノ ／／・一一一一一一一・l ′l｝l＿I I′ 

巌充＿＿／。多′鷲　、ミ繋萎夢想、霊と／； ‾　、　　　一一　　一一　一／／　　　　　　　　ヽ 

＼ヾ一㌧一ノ　‾‾二㌢三笠宮つノ∴　　：芋、＿＿＿＿＿＿‖ 

、I　　／ 　　＼＼ノ 、一　一一′ 

〇 一一　　　　　　　＿－＿＿－　一°一〇一一．“”一軍一 

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

臆8888漢書88臆臆喜■88■音臆臆■■臆888 

⑤′′／一芸こ，′／ 
ヘア　　ノ′．′’I　Iノーべ、　』． 

I　III　　　I　′（、＝∴∴1リノ・ 

I　、、一／　、、）・　十 0－　　　：二㌢…）。 
、1、幻グ 　　′ 　ノー＿ ／一一一一一ヽ、、 ＼′ヽ＼ヽ 

l　′　　　　　　　　I　く’”一、　　1 

＼＼′・　．、、＼ 

。；，“－‾、、、三、、訓。 

⑤浮′′黒総 
梱‾、 

●　　　　　，l Iヽ　　　　　I 　　　　　lI 

町亡二「作、l、／ 
、一ノ　ヽ、、＿一ノ 

一一‾へ、、′／ノ‾‾‾‾－、ト．′ 

侶、、・・型、、仕草 
！・！／／‾‾、、）＼」′‾ゝ言 
ー　Il　　　　　　　l／ 

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　′ 

＼　　　　／l′′ 　　　　　”∴∴∴′ 　　　　　′’／ 

・‥ここや「一名琴 一、・一、ヽ／《一一《 　ヽ、、′′／ 

126　行者塚古墳出土帯金具

背景には被葬者の生前の地位や身分が大きく関わっていたと考えられる。日本に伝えられた金工品のなかで

もかなり古く位置づけられる晋代の帯金具は、古墳出土としては、本例のほかに奈良県の新山古墳例と鍔が

1点出土している五条猫塚古墳例が知られるのみであり、行者塚古墳が晋代の帯金具を保有した意義は大き

ここでは、本例の各金具について現段階で観察し得る点を述べ主として鑑真と帯先金具に施された龍文

の比較検討をおこなうことで、その特性を若干考えてみたい。

まず、金具の構成に関しては、鍔が2種類しか出土していない（図126－3・4）。晋代の帯金具には最高4

種類の鍔が取り付けられていたと推定されている［梅原65］が、鍔板・垂飾金具ともに龍文を施す鍔と円板

形の座金具に遊環を吊す鍔をもっていない。また、出土状況から帯に装着された状態で副葬されたと考えら

れるが、錠尾は出土していない。餃具とは反対側の帯端には金具を用いていなかった可能性も考えられる。

ほかの出土例でも、構成金具の種類や個数が共通しない例が多く、鍔の種類および錠尾の欠如はありうるこ

とであろう。

特異なのは、餃具（図126－1）・帯先金具（同一2）の透彫板の周囲に取り付くはずの縁金具が欠落して

いることである。この縁金具は当初から取り付けなかった可能性が強い。なぜなら、縁金具を透彫板に固定

するための鋲孔が、餃具・帯先金具とも上・下辺のみにあり、短辺に本来2ヶ所あるはずの鋲孔がないから

である。また、鍔にも鍔板軸に本来取り付くはずの棒状金具が、取り付けるための鋲孔はあるものの出土し

ていない。なお、数ヶ所の鋲脚には、帯を固定するための円板状金具がはめ込まれた状態で遺存している。
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さらに、透彫工程では不完全な点が観察できる。餃具や帯先金具・鍔1（同一3）の鍔板は、円形のタガネで

文様の割り付けの要所となる箇所を打ち抜いている。しかし、餃具の龍文において、四隅のうち左下を除く

3ヶ所で円形に打ち抜いた後そこから切り広げることをおこなっていない点は、龍文透彫としてはやや不

完全な状態であるといえる。

これらから、本例は、製作時や移動時、日本での使用時などさまざまな段階での破損等によることも多少

考慮しなくてほならないが、本来から不完全な状態であった可能性が考えられる。

次に、文様についてみてみたい。餃具と帯先金具には龍文が表現されている。この龍文には、角がなく、

たてがみらしき表現があるなどほかの龍文とは若干異なっており、虎との見方もできるが、帯金具に採用・

表現された図像に龍虎の明確な区別が読みとれない例が多いため、ここでは広義の龍文としておきたい。ま

た、前述したように、タガネの切り抜きにはやや不完全な部分が認められたが、龍文細部の表現はきわめて

精緻である。胴体に7－11条の蹴彫を施したり、鱗を細かく表現してあるなど、ほかの出土例と比較しても

劣るものではない。尾に円形文を連続させる点も共通する特徴である。しかし、脚先はカギ爪ではなく、先

端がすぼまる蔦状表現になっており、なびく羽毛の表現も前脚にわずかな突起状に認められるのみである。

鍔はともに唐草文をモチーフにした文様・形態で、ほかの出土例と異なるものではない。ただ鍔2（同一4）

の垂飾金具の表面には文様が彫られておらず、ほかの例がすべて類似した文様をもつ点で異なっている。

以上のように、龍文については脚先表現から退化傾向が、鍔では文様の省力化が読みとれる。

龍文について、さらに系統的にみてみると、その図像パターンは大きく2種類に分けることが可能である

［千賀84］。ひとつは龍を1匹表現するタイプであり、もうひとつは龍と鳳凰が向かい合うタイプである。

例外的には、龍2匹が向かい合う朝陽衰台子東晋墓例や龍1匹と龍の顔が向かい合う出光美術館所蔵例など

がある。本例は、前者のタイプであり、ほかに新山古墳例や江蘇省宜興県周処墓例・北京市瑠璃河出土例・

天理参考館所蔵例などが該当する。なお後者には、洛陽市24号音墓例や広州市大刀山東晋墓例・出光美術館

所蔵例・京都大学所蔵例などがある。これらを目の表現方法からみなおしてみると、基本的に前者は蹴彫で

側面からみた表現（目が一つ）であり、後者は円形にタガネで打ち込む方法で正面からみた表現（目が二つ）

であるといえる。しかし、本例の龍の目は、後者の表現方法に属する。つまり、本例に至っては図像パター

ンの選択と細部表現に統一性が失われはじめているととらえることができる。

日本国内で唯一比較し得る新山古墳例との関係をもう少し考えてみたい。新山古墳からは、餃具と帯先金

具のほかに2種類の鍔が計13点出土している。そのうち鍔12点は本例の鍔（同一4）と同一の形態である。

そして、その垂飾金具の表面にはほかの例と同様の文様や若干異なる例をみない文様が表現されているが、

本例には前述したとおり文様がなく省略されてしまっている。龍文では、本例と同様に脚先表現が丸くおさ

められており、退化傾向が読みとれるが、前脚には風になびく羽毛状の表現があり、突起状に残る本例より

も明瞭である。それに対して細部の蹴彫は、本例がきわめて精緻な表現であるのに対し、新山古墳例は3－5

条のかなり簡略な表現となっている。これらから本例は技術的な精緻さは認められるが、龍文の認識面では

新山古墳例よりも劣っているといえる。

晋代の帯金具の製作を考える場合、龍文は中国で採用・表現された文様であり、かつ精緻な蹴彫も当時の

限られた工人群にしか保有できない技術であることから、龍文の認識差や製作技術が、工人辞の系譜や製作

地・製作時期を考えるうえで重要な指標になると考えられる。しかし、面倒については、前述の検討から単

純に前後関係を特定することはできない。製作工人群の系譜や製作地に関しても、面倒は晋での直接的な製

作の可能性が強いが、高句麗領域の集安転山子古墳群など朝鮮半島でも時期的に下がる例の出土が認められ

帯金具

95　－



ることや、5世紀代に流行する唐草文化した龍文透彫帯金具への形態的変化などから、工人群の移動などに

よる高句麗領域ので製作も可能性として残る［小浜93］。今後の詳細な検討が必要であろう。晋代の帯金具

の製作時期については、新しい例では大事2（324）年銘をもつ広州市大刀山東晋墓例があり、西晋時代に

引き続いて束晋時代でも製作がおこなわれていた可能性が高い。ただ、5世紀前葉に位置づけられる行者塚

古墳の時期まで製作が続けられていたとするには、現在のところ根拠が乏しい。伝世期間を考慮しなければ

ならないが、帯金具を副葬する行者塚古墳、新山古墳、五条猫塚古墳の時期が4世紀後葉から5世紀前葉ご

ろに集中していることから、3例とも4世紀代の比較的近い時期に入手された可能性も十分考えられる。

こうした晋代の帯金具を入手できた背景には、中央政権およびその対外交渉に密接に関わりをもち、その

なかで果たした業績が大きく反映されていると考えられる。とくに、行者塚古墳の被葬者は、瀬戸内海航路

の要衝に位置した地域を抑えており、生前の身分を象徴し、権力を誇示するものとして、入手できたのであ

ろう。ただ、前述したように餃具や帯先金具に緑金具がなく、文様の施文にも省略や不備が認められること

から、軍装にともなう絡帯で序列を示すような中国でみられた性格［町田70］はすでに失われており、所有

することにのみ意義を有していたであろうと考えられる。（小浜）

8　馬具

中央副葬品箱から円形鏡板付轡・長方形鏡板付轡・鎮轡の3点の鉄製轡が出土しているが、ここでは便宜

的に順に1号轡・2号轡・3号轡と呼称することにする。

1号轡は衝を鏡板の外側で引手に連結する構造である。衝は2連であるが、1本の鉄棒を二つ折りにした

上で換りを加えた部品を2つ連結したものである。衝幅は、2連を一直線に延ばした状態での衝外環の中心

間距離で17．3cmをはかる。鏡板は径8．0cm、厚さ0．2cmの円形の本体に長辺3．7cm、短辺2．2cmの長方形の立間
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1　馬山螺洞43号土墳墓出土

円形鏡板付轡

2　金海大成洞39号墳出土鍾轡

127　朝鮮半島出土の円形鏡板付轡と鋳轡［島原大博90、申94再トレース］
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がつく。鏡板中央の衝孔に、立間を上へ向けた場合に水平となる方向に衝留金具をわたして鋲留している。

衝孔は長径2．7．m、短径1．6。mの楕円形で、その長軸方向は衝留金具の方向と直交する。立間は鏡板本体と一

体で裁断されているが、本体から突出した横長長方形の板を裏側へ折り曲げて角を合わせることによって面

繁を挟み込む構造である。面繁は立間に4本の鋲で固定される。鋲頭径は0．5cm前後である。引手は見かけ

上3本の鉄棒を操り合わせてあるように観察されるが、実際の本数は現状では確認できない。引手壷は長径

3．2．m、短径1．8。mの楕円形を呈し、その長軸方向は引手の方向と直交する。引手長は10・Ocmをはかる0

2号轡も衝を鏡板の外側で引手に連結する構造である。衝は2連あるいは3連といった構造をとらず、連

結部のない単体の珍しいもので上方向に緩やかなカーブをもっている。棒状部では見かけ上3本以上の鉄

棒を操り合わせてあるように観察されるが、実際の本数は現状では確認できない。御岳は衝外環の中心間距

離で13．0。mをはかる。鏡板は長辺8．0cm、短辺5．0cm、厚さ0．2cmの長方形で立間はないが、裏側の長辺付近

に繊維質の痕跡を観察することができ、これは面紫に関わるものと推測される。鏡板の中央に長辺2・6cm、

短辺1．8。mの長方形の衝孔をあけ、鏡板の長辺に直交する方向に衝留金具を鋲留している。1号轡にならって、

立間はないけれども面繋が固定されていたと推測される側の長辺を上へ向けた場合、1号轡とは異なり垂直

方向に衝留金具をわたしていることになる。引手は1本の鉄棒を二つ折りにして2条とし、それぞれに換り

を加えてある。折り曲げ部分は引手内環となるが、反対側の両端部付近は幅1．0cm前後、厚さ0・4cmの板状に

加工し、向かい合わせに面をつくりだしている。それぞれの面に穿孔し、そこに長さ3・4cm、径0・6cmの鉄棒

を通して両端をかしめることにより、シャベル柄状の引手壷を形成する。引手長は11・5cmをはかる。

3号轡は衝のみが遺存しており、鏑や引手は有機質材で製作されていたと推定される。ただし、近接して

用途不明の鉄製品が数点出土しており、今後の保存処理・整理作業の進展によって3号轡にともなう金具で

あることが判明する可能性もある。衝は2連で、1号轡の衝と同様の構造であるように観察される。御岳は、

2連を一直線に延ばした状態での衝外環の中心間距離で16．0cmをはかる。衝外環は長径3・8cm、短径3・3cmの

楕円形でその長軸方向は衝の方向と直交する。

これら3点の轡は朝鮮半島南部洛東江下流域の古墳出土遺物に類例をみいだすことができる。近年、朝鮮

半島における三国時代の馬具の研究は、出土数の増加を背景に飛躍的に進展している。以下では、それらの

研究成果を参考にこれらの位置づけを試みたい。

朝鮮半島南部における当該期の鉄製鏡板付轡の新古の指標として、衝と引手の連結方法および引手の形態

の2点が重視される。以下にやや単純化して要約する○まず、立間を上に向けた際に衝外環が衝孔に垂直方

向に差し込まれる連結方法は北方的で古い様相を示し、衝外環が衝孔に水平方向にかまされる連結方法が在

地的で新しい様相を示すとされる。朝鮮半島南部において後者が開発されると、その影響を受けて前者は採

用されなくなるという。また、1条引手においては換りを加えたものが古く、換りを加えないものが新しい

とされる。換りを加える1条引手は朝鮮半島南部における馬具受容期に在地化したもので、これとやや遅れ

て伝来した鮮卑系の振りを加えない2条引手の要素を複合させた結果、操りを加えない1条引手が出現した

という［金93a・93b・95、金／高久訳96］。以上の2点において、1号轡はともに古い様相を示す。衝外環

が衝孔に水平方向にかまされる衝と引手の連結方法の開発と、換りを加えない1条引手の出現は、同じ段階

の現象としてとらえられており、その前段階の特徴を示す1号轡は、朝鮮半島南部における鉄製鏡板付轡の

変遷の中でも初期に位置づけうる。同様の特徴をもつ円形鏡板付轡は、朝鮮半島南部では金海大成洞41号墳

［金／高久訳96］．や馬山藤洞43号土頻墓［富原大博90］（図127－1）などで出土している。国内では宮城県

吉ノ内1号墳［大友・藤沢92］と大阪府鞍塚古墳［末永編91］で鉄製円形鏡板付轡の出土が報告されている。
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前者は換りを加えない2条引手をもち、製作時期における1号轡との前後関係はにわかに決しがたいが、後

者は操りを加えない1条引手をもつことから、1号轡よりも新しい段階の製品と考えられる。

一万2号轡においても、2条引手と一体につくられたシャベル柄状の引手壷をもつ点は、朝鮮半島南部出

土の類例に照らすならば古い様相を示すものと考えられる。しかし、2条引手のそれぞれの鉄棒に振りを

加えてある点、長方形の鏡板をもつ点、金属製の立間をもたない点、単体の衝をもつ点は、それぞれ同時期

と考えられる朝鮮半島および日本出土の資料中に、管見の及ぶ限りでは類例が認められない。2号轡はきわ

めて特異な製品であると考えられる。

当該期の鍍轡の出土例は中国東北地方・朝鮮半島・日本を合わせると50例以上に達する［金93a、千賀88］

が、3号轡のように衝のみが出土する例はまれである。換りを加えた2連の衝で鉄製引手も立間金具もとも

なわない例は、ほかに朝鮮半島南部の金海大成洞39号墳［申94］（図127－2）でも出土している。また、原

三国時代にさかのぼる例として、富原茶戸里48号墳例［李ほか95］が同様の特徴をもつ。国内での出土例の

うち、形態的にも時期的にも最も3号轡に近いと考えられるものは福岡県池の上6号墳例［橋口編79］と同

老司古墳3号石室例［福岡市教委89］であるが、これらは日本における最も初期の馬具としてよく知られて

いる。ともに換りを加えた2連の衝をもち鉄製引手をともなわないが、池の上6号境はn字形の立間金具を

ともなう。老司古墳例も錨子状の鉄器と近接して出土しており、これは鏑に関わる金具と推定される。また

両例ともに鞍金具など轡以外の馬具が共伴している点が3号轡と異なっている。国内では、鉄製引手をと

もなわない例は、現在のところ3号轡を含めた上述の3古墳からの出土例に限られる。これら3古墳がほか

の例を出土した古墳よりも時期的に先行する点を勘案すると、日本への鏑轡の導入期には鉄製引手をともな

わない形式が主流であったと推定される。このような状況は、日本に最初期に導入された馬具の系統を反映

したものである可能性も考えられる。地理的に近い兵庫県下では池尻2号墳［加古川市教委65］と宮山古墳

第2主体・同第3主体［姫路市文化財保護協会70・73］から3例の鎮轡が出土している。3号轡を加えると

計4例となり、1県からの出土例としては福岡県に次ぐ多きである。ただし、3号轡をのぞく3例は、いず

れも鉄製引手と立間金具をともなっている。

行者塚古墳出土の3点の轡は、上述のとおり朝鮮半島南部の出土例と直接的に比較が可能である点におい

て、かつ本州で最も古く位置づけられる出土例として重要である。以上の点と、現在のところ日本での類例

がほとんど認められない点を考え合わせると、これら3点の轡は舶載品と考えるのが妥当であろう。これら

がいずれも鉄製である点、それぞれ構造が異なる点、他の馬具をともなわない点は、日本における馬具導入

期の様相を検討する上で示唆に富むものと考えられる。（阪口）

9　巴形銅器

巴形銅器は弥生時代のものと古墳時代のものが存在していて、型式分類にさいしては両者あわせて検討が

加えられてきた［後藤守一20、森本29、鈴木59］。座の形状や脚数が主な分類の指標とされるが、古墳から

出土する巴形銅器は少数の例外をのぞくとほとんどが円錐形座で4脚に定型化していて、多様な形態をもつ

弥生時代のものとは異なった様相を示す。このことは古墳時代の巴形銅器の生産が集中的におこなわれたこ

とを示していて、弥生時代と古墳時代とで副生格に何らかの共通性をもちながらも、両者の生産体制には断

絶があって直接的な系譜関係にはないことを物語っている。現在、多様な弥生時代の巴形銅器を中心として

成果と考察
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研究がなされているが［杉原71、後藤直86］、古墳時代の巴形銅器に関しては進展していない。

行者塚古墳からは巴形銅器は4点出土した。巴形銅器1（図128－4）は外径11．8cm、高さ2．4cmでほかの

3点に比べると大きく、脚と脚をつなぐ幅5mm程度の渡りがある。脚の形が一定でなくややいびつである。

巴形銅器2（同一1）は外径9．7cm、高さ1．6cm。座の径が小さく脚の幅が広い。巴形銅器3（同一2）は外

径9．5cm、高さ1．7cm。巴形銅器4（同一3）は外径9．0cm、高さ1．8cm。4点とも裏面がくぼんだ円錐体が

載り、径4mm程度の太い軸棒がつく。この円錐体はほかの古墳出土例に比べると肉厚で、巴形鋼帯4の裏

面のくぼみは中心からずれている。脚は4点すべて左振りである。

前述したように、古墳時代の巴形銅器の形態はきわめて斉一的で、後藤らの分類でも円盤状座をもつ山口

県赤妻古墳出土例を分離するほかはすべて同一型式に含められる。しかし法量を調べてみると、外径が4

cmから12cmと幅があるものの、大中小の3つのまとまりのあることがわかる。最も出土数の多い径4cmか

ら6cmの小型品、10cm弱の中型品、12cm程度の大型品に大別できる。

そうした中に行者塚古墳出土品を位置づけると、巴形銅器1が大型に属し、あとの3つは中型に分類され

る。すべて円錐形座4脚で典型的な巴形銅器の構成を示すが、巴形銅器1は渡りのある特異な型式である。

このような渡りのある例としては奈良県佐味田宝塚古墳出土品（同一5）があげられる。脚の振りの方向が
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行者塚古墳例とは反対の右換りで座の径も小さいが、外径は同じ11．8cmをはかる。巴形銅器のうち大型に

分類されるものは日本国内にはまだこの2倒しか確実なものはない。あとは朝鮮半島の金海大成洞13号境か

ら出土した巴形銅器に径が12cm位で大型に分類できるものがある。これらは脚に渡りのない通有の形態をし

ている。脚はすべて右換りで、大型品6点のうち行者塚古墳例だけが左振りということになる○

行者塚古墳出土の残りの3点は中型品でこれも類例は奈良県東大寺山古墳7点と山口県赤妻古墳1点が

あるにすぎない。撲りの方向は中型品11点のうち、東大寺山古墳2点と赤妻古墳1点が右振りで大型品と

反対に左換りが多い。赤妻古墳例は座が円盤状で中央に孔があく特異なものとして別型式にされることが多

いが、法量の点を重視すれば中型品としてまとめられる。

行者塚古墳では出土しなかったが、残りの60点から70点ほどの巴形銅器が小型品ということになる。外径

6．0。m、高さ1．5。m位を中心にややばらつきがあるので、今後、同箔の問題を含めて細かな属性の分析が課

題となろう。とくに静岡県松林山古墳出土の3点は、左換りの5脚をもち、円錐体と脚とに段差がない特異

なもので、外径は7．0。mと小型品では最も大きい点が注意される。小型の巴形銅器の脚は左換りがやや多い

が、古墳での共伴の仕方では換りの方向はどちらか一方にかたより、1点ほど反対方向のものが混じるとい

う傾向がある。大阪府津堂城山古墳や三重県石山古墳では右振りの方が多い。大阪府和泉黄金塚古墳での盾

の復原のように、敬や盾に装着する際、反対方向のものを混ぜることで装飾的効果を狙っているのかもしれ

ない。

小型品に限らず同一の古墳から出土した巴形銅器は、まったく同形同大ということはないが同じ類別に属

するのが普通である。ところが行者塚古墳では大型品と中型品が共伴して出土した。脚に渡りがある大型品

や、円盤状座の中型品の存在をあわせて考えると、両者の差は小型品との差よりも小さいのかもしれない。

ただし、大成洞古墳群では2号境から小型品も出土していて、流通での違いはそう大きくないようである。

時期的な変遷を型式変化で追うことは困難であるが出土古墳から検討すると、小型品の中では特異とした

5脚の静岡県松林山古墳出土品が4世紀後葉と最も古く位置づけられる。ここでは敬の飾り金具として用い

られていた。通有の4脚の小型品もそれ以降、津堂城山古墳、和泉黄金塚古墳、石山古墳など4世紀末から

5世紀初頭の古墳や、滋賀県安養寺大塚越古墳、岡山県千足古墳、福岡県丸隈山古墳といった5世紀前葉の

古墳にかけてみられ、出土状況が不明なものも多いが、軌のほか盾の飾りとしても用いられた。一方、中・

大型品は数量が少ないが、4世紀後葉の東大寺山古墳以降、佐味田宝塚古墳、行者塚古墳と継続している。

時期的には小型品と中・大型品は併行するようである。

巴形銅器は盾あるいは敬の飾り金具として装着されて出土することが多い。ところが行者塚古墳では西副

葬品箱の中から大量の鉄製品にともなって出土し、何かに装着された痕跡もみられず巴形銅器だけが鉄製品

と同様に並べて置かれていた。細かくみれば、そこでは大型品を含めた3点が三角形に並べられ、1点がや

や離れて配置されていた。行者塚古墳では束櫛の南小口上に漆塗革製盾がみつかっていて、このほかの部分

にも盾が存在する可能性は高い。巴形銅器は本来そうした盾に装着されていたもので、そうした盾での装着

法が意識され、あらためて箱内に並べられたのかもしれない。（山本）

10　頬当状鉄製品

西副葬品箱から重なって出土した2枚の頬当状鉄製品は、巴形銅器や鉄製農工具と鋳着しているために観

成果と考察

一100－



くとま報＝ここことココここさき書き≡ミミ＝王事ここここオ二も

0　　　0 �○ �0　　　　　0 
○ � � 

○ 

○ 

○ 

○ 
一一一一一一一一一一 　　　　　〇 � � 

○ � �0－＿＿ ′ ′ ′ ● 

○ 

○ 

○ � 
0　0　0　　0 � � 

i iI II o／ 

1　行者塚古墳出土頬当状鉄製品

2　盾塚古墳出土頬当

129　頬当状鉄製品と頬当［2は末永編91改変トレース］

察が困難なこともあって、現在のところ用途を確定できていない。しかし、その形憩や構造からみて2枚で

1組の武具である可能性が強く、頬当ではないかと推定している。

観察のしやすい、重なりの下になっていた方の個体（図129－1）について形態・構造の特徴を記述する。

平面形は馴昌子のようで、ほぼ直線的な1辺と曲線をなす2辺からなる。直線的な1辺を便宜的に上とみた

場合、縦幅13．5．m、横幅10．0cmをはかる。断面形は縦横ともに緩やかなカーブをもっている。鉄板の厚さは

1．5m前後である。直線的な1辺と深い曲線をなす1辺に沿って1．3cm前後の間隔で19個の孔が並び、あたか

も鉄製甲南にみられる覆輪孔のようであるが、革紐などの有機質材で覆輪を施した痕跡は認められない。一

方、浅い曲線をなす1辺の中ほどには3．0cmの間隔で2個の孔があいている。鉄板中央部には3・OcmX2・Ocm

程度の隅円方形状の小鉄板を重ねている。また、深い曲線をなす1辺の中ほどから突端部にかけての縁部に

は三日月状の鉄板を重ねている。これらの鉄板同士の結合方法ははっきりと確認できないが、鋲などは使用

していないようである。巴形銅器などと鋳着しているために全容は不明であるが、もう一方の個体にも鉄板

の重ね合わせ部分が確認される。

頬当と推定する根拠は、形態と寸法において大阪府盾塚古墳［末永編91］出土の頬当（図129－2）に近似

している点、とくに断面形のカーブがちょうど人間の頬のラインにフィットするかのように観察される点で

ある。ただし、盾塚古墳例は左右それぞれ1枚の鉄板からなる点が本例と異なる。頬当と推測した場合、着

装方法が問題となるが、これについては現在のところ不明といわざるをえない。また、縁部に孔列がありな

がら覆輪を施していない点と、中央部に重ねられた小鉄板の存在も問題となる。

1枚板からなる頬当の類例は、盾塚古墳のほかに大阪府鞍塚古墳［末永編91］にもある。鞍塚古墳では胃

の下から出土しており、頬当であることが確実な例である。奈良県富雄丸山古墳［八賀82］から出土してい

る銅板も、形態と寸法からみて頬当の可能性がある。以上のように基本的に1枚の板で構成される頬当の類

例は少ないが、出土古墳は4世紀後葉から5世紀前半の時期におさまる。本例についても、ほかの要素から

導かれる行者塚古墳の年代観はこれと配酷をきたさない。

頬当状鉄製品の用途については保存処理・整理作業を進めながら検討を重ねなければならないが、頬当で

あるにしろ他の種類の武具であるにしろ、類例が非常に少ない点、単品の武具として出土している点は注目

される。（阪口）

頬当状鉄製品
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11鉄鍵と鉄製農工具

鉄鍵　西副葬品箱の項で触れたように、行者塚古墳からは多数の鉄鍵が出土したが、本例はいかなる意義を

もっているのであろうか。

現在のところ、日本列島における鉄鍵の出土地は30ヶ所余りが知られている（図131）が、大半は10枚以

下の出土である。行者塚古墳出土の40枚という数量は、奈良県大和6号

墳（872枚）、大阪府野中古墳（130枚以上）といった畿内中枢部の大王墓と

関係の深い古墳への大量副葬例を別格とすると、最多の出土量となる。

鉄鍵の集積が畿内中枢部の大王のもとだけでなく、小規模ながら地域的

支配者のもとにもなされていたことが推測されるのである。また、行者

塚古墳の位置する加古川流域及び西隣の市川流域は、ほかに姫路市宮山

古墳第2主体・第3主体、西紀町大師山6号噴、香寺町法花堂2号境で

鉄鍵が出土しており、現状では畿内につぐ濃密な分布をしめしている。

近隣の諸例と行者塚古墳例との間には法量の差異があり、いずれも行者

塚古墳とは時期的・距離的隔たりがみられるため、両者の間の直接的な

関係をみいだすことはできないのだが、畿内以外で鉄鍵副葬の変遷を継

続的に追える数少ない地域として評価できよう。

さらに、行者塚古墳出土の鉄鍵は、現在のところ日本列島における初

期の類例としてとらえることができる。5世紀前葉の類例としては、ほ

かに京都府八幡大塚古墳や千葉県草刈1号境の出土品などがあげられる

にすぎないが、行者塚古墳例は共伴する多種多様の副葬品との比較が可

能であり、研究上の意義は大きい。

10

130　鉄鍵の法量［束91に追加］

成果と考察
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このような特質をもつ行者塚古墳の鉄鍵について、大きさと重さに関する検討を現時点までにわかってい

る範囲でおこなっておきたい。まず、大きさについてはほとんどの個体で計測できた。すでに60頁の表1に

その結果を示しているが、確実な値を得た割合が最も高かった全長と最大幅の関係について、東湖氏の集成

［東91］にもとづきグラフにしたのが図130である。グラフからは、行者塚古墳例の特徴として、従来日本

での類例があまり存在していない全長20cm台のものが多いことと、全長に対する最小幅の比がほかの例よ

りも大きいことの2点が読みとれる。なお表1からは、出土位置を異にする群ごとに大きさが厳密にそろえ

られていた形跡はうかがえない。

一方、重量については、1枚あたりの正確な重量が判明する個体が少ないのが現状である。ただ現在重

量のわかっている数個体についてみると、ほとんど同じ大きさの2個体の重量が異なるケースがある。この

原因については、金属組織の分析なども踏まえた検討によって明らかにすべきであろう。

鉄製農工真　西副葬品箱の鉄製農工具は、5世紀前半にみられる鉄製農工具のほとんど全種類を網羅してい

る。多種類の農工具の副葬自体は岡山県金蔵山古墳など同世紀の古墳にもしばしばみられる現象である。し

かし、西副葬品箱には鉄鍵や鍛冶具といった鉄器生産に深く関連する品々までが含まれており、際だった特

徴を呈している。

西副葬品箱の鉄製農工具の特徴は、種類の多きにのみあるのではない。製作技術の点でもきわめて注目す

べき点がある。折り返しを表にしたときに先端が右を向くいわゆる乙技法の曲刃鎌［都出67］は形態的に朝

鮮半島南部のものと類似しており、在来製品とは異なる可能性が大きい。農工具と共伴した鉄製品のなかに

も、日本列島においては和歌山県丸山古墳に続き2例目の出土となった鋳造の鉄鎖のように、それまで日本

になかった技術で作られたものがある。こういった製品の存在に対し、直刃鎌や方形鍬鋤先など4世紀の古

墳の副葬品に普遍的な型式の農工具も多くみられる。鉄剣の形態などにも4世紀から続く様相をみいだすこ

とができそうである。

このように、西副葬品箱内遺物には新技術と在来技術の双方が認められる。この背後に、全く別系統かつ

無関係な鉄器製作技術者たちをみいたすのか、それとも両者の橋渡しをした技術者の存在を想定するのかに

ょって、5世紀前半の鉄器生産様相の評価が大きく変わる。鉄製品全体の整理が完了していないので、これ

以上の言及を避けたいが、行者塚古墳は鉄鍵と鍛冶具をともに副葬した初期の例であり、かつ大型境に鍛冶

具が副葬された数少ない例である。このことを考慮に入れるならば技術者の系譜関係がいかなるものであっ

たとしても、5世紀前半における鉄器製作技術の導入もしくは交流にあたって、行者塚古墳の被葬者のよう

な地域的支配者層が独自に大きな役割を果たしたことが考えられる。（魚津）

鉄鍵と鉄製農工具
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第8章　調査のまとめ

2次にわたる発掘調査によって、史跡整備の前提となる墳丘の全長や埴輪などの基本的データがほぼ十分

に得られたほか、これまでの古墳の理解や認識を補完し、あるいは再考を迫るような事実も明らかになった。

以下、それらについて簡単なまとめと予察を加えて概報のまとめとしたい。

行者塚古墳は外堤と周溝を有する前方後円墳で、少なくとも後円都側に外周溝をめぐらすことが確かめら

れた。全長約99m、後円部径約68m、前方部幅約55mをはかる播磨有数の古墳といえる。前方部の低平な形

態は、長持形石棺の石材産地をひかえているにもかかわらず、埋葬施設に粘土櫛を採用していることとも関

連して、畿内の王権からの規制の現れであったのか検討する必要がある。墳丘の盛土は周溝の掘削によって

調達された土を用いており、第1段はほとんど旧地面の削り出しによっている。外表には茸石を施し埴輪を

並べるが、各地点でその施し方に差異がみられ、規則性がみいたしがたいのは、各地点で作業を分担する造

営集団が異なっていたためとも思われる。トレンチ調査の成果に頼りがちな墳丘に関する観察結果が古墳の

全体像を反映しにくいことを示している。

一部、トレンチ内での確認にとどめざるをえなかったが、行者塚古墳は東西両くびれ部に1ヶ所ずつと後

円部に2ヶ所の計4ヶ所の造り出しをもち、墳丘本体の構築と同時に築かれていたことが確かめられた。通

常、本格的に発掘調査のおこなわれることの少ないこれらの造り出しに対して計画的に調査を試みた結果、

その構造と機能をかなり具体的に推定できる材料が得られたのである。全面調査した西造り出しでは、土製

供物を家形埴輪群の前で供献する祭祀がおこなわれた跡がみつかり、古墳祭祀の実態がはじめて明らかにさ

れた。そのことにより、これまで古墳の低い位置から出土する魚形やそのほかの形をした土製品がそうした

飲食物供献の道具であることが判明した。この祭祀形態は、古墳時代前期の墳頂における同様の祭祀からの

系譜や、5世紀中頃に造り出しに登場する人物埴輪や動物埴輪の性格を考察する上でも重要である。

これに対して、北東造り出しでは1人の埋葬がおこなわれていたことが知られた。墳頂の3人の被葬者に

次ぐ第4の被葬者として人物像が気になるところであるが、ここでも内部の調査は試みていないので推測で

きない。しかし、墓損底面には副葬品はなく、粘土櫛の規模、丁寧さとともに墳頂の被葬者との格差は歴然

としている。問題は、造り出しに埋葬されることまであらかじめ予定されていた人物なのか、それとも急遽

祭祀の場である造り出しに何らかの事情があって葬られたのかということだろう。

ここでは、西造り出しとは異なり、家形埴輪を中心に盾、敬、甲高などの器財埴輪をめぐらし、墳頂と共

通する構成をみせていた。この対比から埴輪の構成がその場の性格をよく表していることが知られ、その点

からすると、北西造り出しは全面調査がなされたわけではないが、埋葬の場ではなく、祭祀の場であること

が確かである。ただし、束造り出しについては検討する材料が不足している。

造り出しの調査と関連して、谷部の固形埴輪の発掘成果はこれまで用途のはっきりしていなかったこの種

の埴輪に対する理解を深めるものであった。とくに東側で出土した家形埴輪を内蔵した長方形の固形埴輪は

規模も最大で注目される造形である。また、両造り出しで出土した家形埴輪辞も、片流れ道家などを含み質

量ともにすぐれ、豪族居館の構成や当時の建築様式に対して有用な情報を提供してくれるものである。

こうした家形埴輪辞をはじめとする形象埴輪や円筒埴輪の特徴は、5世紀前葉の年代を示すが、各地点の

埴輪を詳細に検討することはできていない。それらの比較を通じて墳頂と造り出しの微妙な時期差がみえて

くるかもしれない。
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さて、行者塚古墳の出土遺物で調査中から最も注目されてきたのは金鋼製帯金具であった。しかし、鉄製

馬具や鉄鍵などをはじめそれに引けを取らない多彩な遺物の出土は、5世紀前葉という時代が今までそうし

た遺物の出土例に恵まれていなかっただけで、やはり活発な対外交渉がおこなわれていた時代であることを

あらためて実感させた。今後、個別遺物の詳細な検討と大陸出土品との比較検討をおこなう必要があるが、

日本での出土例のまれな大半の遺物は舶載品であると考えられる。こうした品物を含む西と中央の副葬品箱

を、5世紀の陪家などにみられる鉄器大量副葬の一種ともみなせるけれども、同種多量という面より優秀な

遺物を多種副葬しているという面の方が強い。

こうした遺物辞がまとまって5世紀前葉の古墳から出土した例はほかになく、この状況をもって当時の大

型古墳の典型とするわけにはいかない。また、粘土櫛のなかではなく、それを埋め戻す途中で副葬品が置か

れていること自体も異例である。しいていえば新羅の墓制が想起される。こうした特質にはむしろ、被葬

者個人の生前の活動が反映されている可能性がある。倭の五王の活躍を支えたのがこうした人物であったの

だろう。

部分的な確認しかおこなわなかったが、行者塚古墳の後円部には三人の被葬者が同時に埋葬されており、

その関係も被葬者像を考える上で問題となる。西側の粘土櫛は規模が小さく、三重県石山古墳の3櫛と同様

な状況を呈していることが参考になる。一部確認された粘土櫛に塗り込められた漆塗革製盾の存在や粘土榔

間の刀剣類の副葬状況なども、石山古墳とよく似ており、行者塚古墳でも内部には大量の副葬品が納めらて

いることは疑いようがない。

ところで、行者塚古墳の被葬者の上述の活動を支えた要因として、加古川と瀬戸内海という水運の利便性

を考慮せねばならない。副葬品の内容や埴輪の特徴などでも共通性のある岡山県金蔵山古墳も同様に理解す

ることができる古墳である。

この地理的特性とともに、播磨という地域内での位置づけも必要であろう。行者塚古墳の調査によって得

られた成果は、播磨におけるその位置づけを明確にするだけでなく、播磨の古墳文化の見方にも影響を及ぼ

すことになる。そこで、まず取り上げなければならないのは日岡山古墳辞との関係である。前期を中心とす

る日岡山古墳群に対し、5世紀前葉の行者塚古墳を中心とする西条古墳辞とは、交替あるいは移動といった

年代的関係にあることが確実になった。前期から中期にかけての首長境の交替あるいは移動については、こ

れまで比較的多くの地域で指摘されてきている。播磨では、姫路市の壇場山古墳を中心とする首長境の出現、

加西市の玉丘古墳群の成立など、同様の現象として理解できるものである。さらに大きな枠組みで考えると、

王陵の古市、百舌鳥古墳辞への移動とも連動する現象といえるだろう。

行者塚古墳は前方後円墳ではあるものの、後円部が大きく、また後円部の前方都側斜面にも茸石が葺かれ

ていたように、円丘優位の設計であった。このことは帆立貝式古墳の人塚古墳、尼塚古墳との関係が理解し

やすくなると同時に、これらの古墳が何らかの規制を受けた、すなわち一定の身分秩序に組み込まれたこと

を示している。また、竜山石の産地からそれほど離れていない距離にありながら、行者塚古墳では石棺を用

いず、茸石にのみ利用していたことも示唆的である。姫路市の壇場山古墳と山の越古墳では竜山石製の長持

形石棺が用いられており、加西市の玉丘古墳では近くで産出する高室石製の長持形石棺が採用されている。

このような違いは、墳丘形態とともに、被葬者層の差を決定づけているように思える。

行者塚古墳の副葬品からは、朝鮮半島との積極的な交渉がうかがえたが、このことは加古川下流域におけ

る渡来文化の受容過程を知る上でも重要な意味をもつ。第2章で触れたように、加古）帖岸にある平荘湖古

墳韓には、カンス塚古墳と池尻2号境という渡来的要素が強い5世紀中葉の古墳があり、須恵器を石室内に
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副葬するなど　同時期の古墳ではまだほとんどみられない朝鮮半島南部に由来する風習がみられた。その風

習とともに石室の構造もあわせて、伽耶地域の古墳との関係が推測されている［亀田93］。その系譜関係を

類推する上でも、行者塚古墳の副葬品にみられた朝鮮半島南部の要素が重視できる。

また、加古川流域には、朝鮮半島の陶質土器、軟質土器、およびその影響を受けた須恵器が出土する集落

遺跡が点在している。下流域では加古川市砂部遺跡から、朝鮮半島の伽耶地方の陶質土器に似た須恵器蓋・

高杯や土師器甑が出土している。時期も5世紀前半と考えられ、行者塚古墳が築かれた背景を考える上で示

唆的な位置にあることがわかる。4世紀末から始まる物や人の渡来の波は、日本列島に新たな技術や文化を

もたらしたことが明らかになっているけれども、行者塚古墳の被葬者もまた、それを目のあたりにし、そして、

そのような現象を促進する役割を果たしていたことがうかがえるのである。

以上のように、史跡整備に先立つ調査として、足かけ2年、延べ約7ケ月をかけておこなった発掘調査に

よって、播磨を代表する5世紀前葉の前方後円墳についての多くの事実が得られた。それは、もちろん遺跡

の残存状況の良好さに負うところが大なのであるが、長期にわたる調査を支えた体制と、それを担った参加

者の意識と努力があってこそのものであった。この調査は、調査前からの念入りな打ち合わせにはじまり、

科学的探査法の活用、出土品の保存処置、映像記録の作成などを計画的におこない、史跡整備事業をはじめ

とする今後の同種の調査において多分に参考になるものと自負している。その過程で、関係各方面からの多
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大な援助をいただくことができた。ここに改めて謝意を表する次第である。

この調査の成果を受けて、西条古墳辞の史跡整備事業を進めていくことになる。人塚古墳や尼塚古墳、あ

るいはすでに整備を終えた西条廃寺と連携して、古代史を学ぶ史跡ゾーンを形成することが計画されている

が、行者塚古墳の調査によって得られた成果はその中核をなすものである。各地で進められている古墳の整

備事業とも調整をはかりつつ、地域的な特性が理解できる個性的な整備ができるよう、積極的に調査成果の

活用を進めるつもりである。これからもしばらくは、整備事業とともに、出土遺物の整理作業や保存処理は

続いていくことになるが、整備活用と考古学的研究の促進の両立を実現していきたい。（菱田・高橋）
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